
令和２年１０月 
防  衛  省 

 

 

令和２年度防衛省行政事業レビューの点検結果等について 
 
 

行政改革推進本部事務局の指示に基づき、所掌の事業に係る予算の執行状況等に
ついて、他省庁と同様に、事業の無駄の削減及び効率性等の観点から検証し、事業内
容の見直しを行い、その結果を概算要求等に反映。 

点検結果については、行政事業レビューシート等により防衛省ホームページにお
いて掲載。 
 
 

１ 令和２年度行政事業レビューの点検結果について 
 

点検対象３４０事業、うち９６事業については、外部有識者による点検を併せて実
施。 

点検結果は、現状通りが７２事業、事業内容の一部改善が２２７事業、終了予定が
４１事業で、事業全体の抜本的な改善及び事業の廃止は該当なし。 
 

 

 

２ 令和３年度概算要求への反映状況等について 
 

 上記の点検結果を踏まえ、令和３年度概算要求において、約▲３６億円 
（歳出ベース）を縮減したほか、次期契約に向け一者応札の改善など執行等に係る改
善を指摘。 
 

〇 主な縮減内容 
 
・執行状況を踏まえ、契約実績等を反映したことによる経費の縮減 約▲２２億円 

 
⇒（事業例）通 信 維 持 費 ：約▲４億円 

 
 
・事業内容を見直すことに等よる経費の縮減            約▲９億円 

 
⇒（事業例）研究開発推進事業：約▲５億円 

  



様式１ 別添１

防衛省

令和２年度 令和３年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ ３つを超える場合

施策名：1-(1)宇宙・サイバー・電磁波の領域における能力の獲得・強化

001 人工衛星の脆弱性とその対策に関する調査研
究

H31 R1 51 51 - 

・本事業は未執行かつ元年度で事業終了であるが、未執行による本事業への影
響及び代替措置を講じ等について記載をすべき。
・不用の理由について、事業のとりかかりが遅いために未執行となったのでは
ないか。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了

本調査研究においては、人工衛星の脆弱性に係る調査研究を行い、もって我が国の人工衛星の機能保証の向上の資と
するとともに、今後の宇宙状況監視の運用に活用することを目標としていた。
他方、令和元年度においては、様々な機会を通じて必要な知見を代替的に蓄積できたため、調査研究を行う必要がな
くなったことから未執行とした。

防衛政策局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 新31 - 0001 - 00 最終実施年度

002 ファイル暗号化ソフトの維持(9機関共同) H22 終了予定なし 137 137 137 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一般競争入札を実施したものの結果一者応札であったとのことであるが、今回の一者応札の要因分析を行いその結果をレ
ビューシートに記載をするとともに、更なる応札者拡大に向けての検討を実施し、競争性の向上に努められたい。

70 16 ▲ 54 年度内に改善を
検討

・一者応札となった要因は応札した業者以外の業者が納期に間に合わせるのが困難であるとして入札を見合わせたこ
とによるものであり、調達の内容によっては契約から納期までの期間を十分確保することにより改善が見込まれる。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛省一般行政に必要な経費
                  施設等機関等の運営に必要な経費
                  統合幕僚監部の運営に必要な経費
                  陸上自衛隊の運営に必要な経費
                  海上自衛隊の運営に必要な経費
                  航空自衛隊の運営に必要な経費
（項）防衛装備庁共通費
　　（大事項）防衛装備庁一般行政に必要な経費

防衛省 0188 - 00 平成29年度対象

003 サイバー攻撃対処のための官民連携に係る共
同訓練の実施

H26 終了予定なし 25 25 14 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・一者応札となった要因分析を行い、その理由をレビューシートにおいて記載をするとともに、次回以降の契約においては
応札者の拡大に努められたい。
・執行率が大幅に下がったことを踏まえ、予算への執行実績の反映について検討をし、適切な予算要求に努められたい。

17 17 ▲ 0 現状通り
・レビューシートに一者応札となった要因分析を記載、今年度執行においても引き続き対応可能な企業に提案を依頼
することと並行し、新たな企業にもあわせて提案依頼を行うよう努める。
・令和３年度概算要求については、執行率が大幅に下がったことを踏まえ適切に予算要求を行った。

整備計画局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費

防衛省 0190 - 00 その他

004 サイバーセキュリティに関する部外委託教育 H30 終了予定なし 4 4 4 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・一者応札となった要因分析を行いその理由をレビューシートに記載をするとともに、更なる応札者の拡大の検討を行い、
競争性の向上に努められたい。

9 18 9 現状通り
・レビューシートに一者応札となった要因分析を記載
・競争性の向上のため、引き続き契約実績のある企業に提案を依頼することと並行し、新たな企業に提案依頼を行
う。

整備計画局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費

防衛省 0191 - 00 令和元年度対象

施策名：1-(1)宇宙・サイバー・電磁波の領域における能力の獲得・強化、1-(2)従来の領域における能力の強化

005 戦闘機（Ｆー３５Ａ/Ｂ）の取得 H24 終了予定なし 15,313 82,214 76,614 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・単位当たりコストからも価格の上昇が見受けられる。為替の影響等でやむを得ない部分はあると思うが、今後も調達は続
いていくので、米国政府との価格交渉も含めた機体取得に係る経費の更なる低減の方策を検討のうえ、引き続き価格低減に
努められたい。

13,234 81,638 68,404 執行等改善
米国政府との協議を重ねて価格の透明性を確保するとともに、米国政府の主導により実施されているＢＢＣによるコ
スト低減に参画することで、単位当たりコストは下降を続けている。今後も継続して価格低減の取り組みに努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の購入に必要な経費

防衛省 0040 - 00 平成30年度対象

006 生物防護器資材 H17 終了予定なし 287 287 280 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・随意契約による調達をするのであれば、見積精査に当たり、直近の実績単価を参考とするだけでなく、詳細な内訳を入手
し、コスト低減の余地がないか検証し、価格交渉等において更なるコスト縮減に努めて欲しい。

58 61 2 執行等改善
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、更なるコスト低減方策等の検討を行い、効率的な予算執行、予算要求
に努める。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
61

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0054 - 00 平成30年度対象

施策名：1-(1)宇宙・サイバー・電磁波の領域における能力の獲得・強化、1-(2)従来の領域における能力の強化、2-(6)情報機能の強化、3大規模災害等への対応

007 武器購入費（海自） S47 終了予定なし 50,718 94,309 49,103 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・随意契約に当たっては、可能な限り詳細な見積内容を入手し、コスト縮減の余地を検証し、厳格な原価査定や適切な価格
交渉により、更なる価格の妥当性向上に努められたい。
・引き続き、契約実績の分析及びコスト縮減方策の検討等を不断に実施し、その結果を反映することにより、効率的な予算
要求、予算執行に努められたい。

13,031 15,830 2,799 年度内に改善を
検討

　引き続き、見積精査等において更なる価格の妥当性向上に努めるほか、随意契約についても原価精査や価格交渉に
よる適正化に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0058 - 00 平成28年度対象

008 諸器材購入費（海自） S47 終了予定なし 6,650 7,370 15,294 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・引き続き、まとめ買いや民生品の活用、修理間隔の延伸等のコスト削減に努められたい。 6,466 6,186 ▲ 281 ▲ 4.646 縮減
・繰越要因についてその理由を「事業の効率性」の欄に記載した。
・引き続き、まとめ買いや民生品の活用、修理間隔の延伸等のコスト削減に努める。
・なお、概算要求において4,646千円の縮減を図った。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
186

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0059 - 00 平成29年度対象

009 武器修理費（海自） S43 終了予定なし 46,862 46,862 153,201 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・引き続き、契約実績の分析及びコスト縮減方策の検討等を不断に実施し、その結果を反映することにより、効率的な予算
要求、予算執行に努められたい。

45,521 64,409 18,888 年度内に改善を
検討

引き続き、契約実績の分析及びコスト縮減方策の検討等による効率的な予算要求及び予算執行に努める。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0061 - 00 平成28年度対象

010 諸器材等維持費（海自） S47 終了予定なし 21,191 29,847 38,918 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一者応札となっているものについては、高落札率となる傾向があるため、十分な要因分析を実施し、競争性の確保に努め
られたい。

27,424 24,213 ▲ 3,211 ▲ 69.824 縮減

・一者応札となる理由について、艦船・航空機関連部品のように、安全性及び信頼性等を確保するため、関連法令や
メーカーとの技術提携等に基づいた部品が必要なため扱える企業が限られてしまう場合が多くなりがちであるが、代
替品や民生品の使用可否等について情報収集に努める。
・高落札率となっている理由として、見積を取得する段階から価格の妥当性について精査を実施し、所要に資するた
めの適切な予算要求を行い、適正な予算の執行に努めているため妥当であると思慮している。
・なお、概算要求において69,824千円の縮減を図った。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
1,274

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0062 - 00 平成29年度対象 ○

011 武器車両等の整備維持 S30 終了予定なし 6 6 6 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一者応札となっているものについては、高落札率となる傾向があるため、十分な要因分析を実施し、競争性の確保に努め
られたい。

7 6 ▲ 1 ▲ 0.028 縮減
・応札者拡大に向け、入札参加可能な業者が参加しなかった理由について要因分析を行うとともに、今後もHPに仕様
書を掲載し、仕様内容を開示して応札者の拡大に努める。
・また、令和3年度概算要求においては、契約実績を反映し28千円の縮減をした。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0066 - 00 平成30年度対象

012 新規車両購入 H18 終了予定なし 30 61 30 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・随意契約となった理由についてレビューシート上に記載をし、事業者選定の妥当性について国民の理解を得られるように
するとともに応札者の拡大のための検討を実施し、競争性の向上に努められたい。
・単位当たりコストの水準の妥当性等の記載が少なく、国民への説明が不足しているので、記載を充実されたい、

54 29 ▲ 25 年度内に改善を
検討

一般競争により複数者の入札を見込んでいたが、結果として随意契約となった。入札情報の幅広い周知等により応札
者数拡大を行うとともに、引き続き契約実績の分析及びコスト低減方策の検討等を行い、効率的な予算執行、予算要
求に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0067 - 00 令和元年度対象

013 甲類（戦車） H2 終了予定なし 11,173 11,173 11,016 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一者応札及び一者公募が継続していることから、その要因を分析し、その理由についてレビューシートに詳細に記載を
し、事業者選定の妥当性について国民の理解を得られるようにするとともに応札者拡大の検討を実施し、競争性の向上に努
められたい。

7,279 8,089 810 執行等改善
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、企業等への聞き取り・市場調査による企業開拓等を実施し、応札者拡
大を図る施策を検討する。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0068 - 00 平成28年度対象

014 甲類（火砲） S62 終了予定なし 6,088 6,088 6,043 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・随意契約にあたっては、可能な限り詳細な見積もり内容を入手してコスト縮減の余地を検証し、厳格な原価査定や適切な
価格交渉等により、更なる価格の妥当性向上に努められたい。

6,554 7,666 1,112 執行等改善
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、随意契約においても詳細・高精度の見積りの入手、価格低減を図るた
めの継続的な交渉・調整を実施し、効率的な予算執行に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0069 - 00 平成30年度対象

015 甲類（装甲車）：９６式装輪装甲車 H8 R1 - - - 

・本事業は令和元年度が終了年度であるが、後継装備品の取得にあたっては、
本事業におけるコスト縮減の取組や得られた効果を反映してもらいたい。な
お、コストの縮減につながる取組として、「契約実績等を考慮した予算要求を
行うことで、コスト低減を図っている。」とあるが、実績を踏まえた予算設定
は当然の対応とも受け取られ、今後の事業においては、更なるコスト削減の取
組について検討を継続して頂きたい。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了
外部有識者の所見を踏まえ、後継装備品の取得にあたっては、本事業におけるコスト縮減等の取組や得られた効果を
反映するとともに、企業等への聞き取り、市場調査等を実施し競争性の拡大を図り、効率的な予算要求に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0070 - 00 最終実施年度

令和２年度行政事業レビュー事業単位整理表兼点検結果の令和３年度予算概算要求への反映状況調表
（単位：百万円）

事業
番号

事　　業　　名 事業開始
年度

事業終了
(予定)年度

令和元年度
補正後予算額

令和元年度

外部有識者の所見

行政事業レビュー推進チームの所見

執行
可能額

執行額 評価結果 所見の概要 反映額

差引き
基金

１つ目 ２つ目 ３つ目

反映状況

反映内容

平成３１年度（令和元年度）レビューシート番号
外部有識者点検対象
（公開プロセス含
む）
※対象となる場合、
理由を記載

委託
調査

備　考 担当部局庁 会計区分 項・事項 補助
金等
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補正後予算額

令和元年度
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執行
可能額

執行額 評価結果 所見の概要 反映額

差引き
基金

１つ目 ２つ目 ３つ目

反映状況

反映内容

平成３１年度（令和元年度）レビューシート番号
外部有識者点検対象
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む）
※対象となる場合、
理由を記載

委託
調査

備　考 担当部局庁 会計区分 項・事項 補助
金等

016 乙類（化学器材） H17 終了予定なし 2,843 2,879 2,801 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・落札率が100%のものが多く見受けられる。十分な要因分析を実施し、応札者拡大のための検討を行い競争性の確保に努め
られたい。また、随意契約に当たっては可能な限り詳細な見積内容を入手してコスト縮減の余地を検証し、厳格な原価査定
や適切な価格交渉等により、更なる価格の妥当性向上に努められたい。

2,511 2,083 ▲ 427 執行等改善
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、応札者の拡大を図るとともに、更なるコスト低減方策等の検討を行
い、効率的な予算執行、予算要求に努める。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
30

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0071 - 00 平成28年度対象

017 乙類（通信器材） S55 終了予定なし 28,526 30,857 32,638 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・毎年度、一定の繰越額が発生しており、計画的な予算の計上・執行に努めて欲しい。
・高落札率が多く散見されることから、競争性を高めるための工夫を行うとともに見積精査に当たっては、詳細な内訳を入
手し、コスト低減の余地がないか検証し、価格交渉等において更なるコスト縮減に努められたい。

10,513 13,674 3,161 執行等改善

予算の繰越しについては、通信器材の整備が遅れないよう適切に事業管理を実施していく。また、高落札率が多い点
は、競争性を高めるための工夫を検討するとともに、引き続き、工数の精査、価格交渉による低減、公告期間の長期
化、発注情報の改善等において更なるコスト縮減に務めていく。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
2,381

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0072 - 00 令和元年度対象

018 乙類（施設器材） H17 終了予定なし 3,126 4,686 4,409 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・高落札率が多く散見されることから、競争性を高めるための工夫を行うとともに見積精査に当たっては、直近の実績単価
を参考とするだけでなく、詳細な内訳を入手し、コスト低減の余地がないか検証し、価格交渉等において更なるコスト縮減
に努められたい。

1,893 1,814 ▲ 79 執行等改善
専門性が高く、特定の知識・技術が必要なものがあることから、やむを得ない一面があるものの、市販品の活用を図
るなど競争性の拡大に向けた検討を実施する等、引き続きその改善に努めていく。また、効率的な予算執行のため、
引き続き見積精査等を実施して、更なる価格低減に努める。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
1,183

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0073 - 00 平成29年度対象

019 軽装甲機動車 H15 R1 - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である 終了予定
・本事業は、令和元年度終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組や得られた効果については、類似の事業に適
宜反映していただきたい。

- - - 予定通り終了 行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、得られた効果等について、他事業に適宜反映していく。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0074 - 00 令和元年度対象

020 諸器材購入費等（統幕） H18 終了予定なし 99 99 91 

・汎用車等は統幕に加えて、各幕その他（総監部、司令部）などで一括調達で
きるものと思われる。していないのであれば理由をレビューシートに記載する
べき。
・一般競争入札を実施しているものの結果的に一者応札となっているものにつ
いては、要因分析や応札者拡大のための検討を実施し、競争性の向上に努めら
れたい。民生品や汎用品の活用やまとめ買い等によるコスト削減を図り、適切
な予算執行、予算要求に努められたい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 12 99 87 ▲ 0.282 縮減

・業務車については一括調達を行っていないが防衛装備庁でその他の各幕の調達分を含めて入札価格の算定を行って
いる。
・一者応札となっているものについては、アンケートの実施及び広く入札に参加できる仕様書の作成について追及
し、競争性向上に努める。また、民生品や汎用品の活用など更なるコスト削減の検討を行っていく。
・なお、概算要求において282千円の縮減を図った。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
16

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0075 - 00 その他

021 基地通信備品の損耗更新 S55 終了予定なし - 77 71 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・随意契約については、引き続き価格交渉や原価精査等による価格面での適正化を実施し、効率的な予算要求・予算執行に
努められたい。

72 - ▲ 72 執行等改善 随意契約については、契約実績の分析及びコスト低減方策等の検討等を行い効率的な予算要求、予算執行に努める。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費
                  武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0076 - 00 平成30年度対象

022 通信機器購入費（海自） 不明 終了予定なし 30,778 31,237 47,388 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・執行額が予算額を超過しているので、執行の妥当性について国民に理解を得られるようレビューシートにおいてその理由
を記載すべき。
・随意契約にあたっては、詳細な内訳を入手し、コスト削減の余地がないかを検証し、価格交渉等において更なるコスト削
減に努められたい。

50,106 42,394 ▲ 7,712 年度内に改善を
検討

執行額の超過理由については、主な増減理由欄に記載した。
随意契約については、引き続き原価精査や価格交渉による適正化に努める。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
190

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0077 - 00 平成28年度対象

023 中央指揮システムの個別維持（中央システ
ム）

H13 終了予定なし 3,345 3,345 3,345 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り

・既存の取組として、契約実績等の分析、消耗品の低減を実施し、コスト削減・効率化を図っているとのことであるが引き
続き実施されたい。
・一般競争の結果、随意契約となっている案件があることから
引き続き応札者拡大のための検討を行い、新規参入の確保等による競争性の確保に努められたい。

2,547 3,655 1,108 現状通り
・所見の通り、引き続き消耗品等の低減を実施する。
・次回要求時に、新規参入を確保により競争性が確保できるよう努力する。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0079 - 00 平成29年度対象

024 中央指揮システムの全体維持 H13 R1 802 802 766 

・本事業は令和元年度が終了年度であるが、類似事業の調達において、本事業
における競争性の確保の取組等を実施ているとのことであるので、引き続きそ
の取組を実施されたい。なお、コスト縮減の取組として、「契約実績等を考慮
した予算要求を行うことで、コスト低減を図っている。」とのことであるが、
実績を考慮した予算要求は当然の対応とも受け取られ、今後の事業において
は、更なる縮減策について引き続き検討して頂きたい。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了
外部有識者の指摘どおり、競争性の確保の取組等を実施した。またコスト低減については契約実績のほか、技術者の
SEのレベルの見直し等を実施しコスト低減を実施した。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0080 - 00 最終実施年度 ○

025 中央指揮システムの個別維持（専用通信) H12 終了予定なし 963 963 1,376 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・令和元年度においては、予算額に対して執行額が大きく超過している。要因についてレビューシートにおいて理由を記載
し、計画的な予算要求、予算執行に努めて欲しい。
・一般競争入札を実施しているものの一者応札が見受けられる。要因について分析するとともに、引き続き競争性の向上に
努められたい。

1,790 1,822 32 執行等改善
引き続き、契約実績等の分析及びコスト低減方策の検討等を行い、効率的な予算執行、予算要求に努める。また、一
者応札については、より競争性を確保できる検討を行い、幅広い企業の参入機会を与えられるよう努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0081 - 00 平成29年度対象

026 通信維持費（統幕） H18 終了予定なし 9,356 9,356 8,941 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一般競争入札を実施しているものの一者応札が見受けられる。要因について分析するとともに、引き続き競争性の向上に
努められたい。
・随意契約に当たっては可能な限り詳細な見積内容を入手してコスト縮減の余地を検証し、厳格な原価査定や適切な価格交
渉等により、更なる価格の妥当性向上に努められたい。

8,086 12,902 4,815 ▲ 0.970 縮減
・事業要求（数量等）を見直すとともに、価格及び事業内容等の精査を実施した。
・応札者拡大による競争性の確保については、引き続き方策を検討し、競争性の確保に努める。
・なお、概算要求において970千円の縮減を図った。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0082 - 00 平成29年度対象

027 中央指揮所の施設整備の維持 H12 終了予定なし 171 171 151 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一般競争入札を実施しているものの一者応札が見受けられる。要因について分析するとともに、引き続き競争性の向上に
努められたい。
・随意契約にあたっては、原価精査や価格交渉による価格面での適正化をさらに追及されたい。

186 156 ▲ 31 執行等改善
引き続き、公告期間の確保や入札情報の周知により、１者応札を避けるよう努める。
また、詳細な見積内訳を入手するとともに、その内容を精査し、適切な価格交渉を実施し、コスト削減に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0083 - 00 平成29年度対象

028 諸器材等維持費（統幕） H18 終了予定なし 39 39 28 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・過去３カ年不用額が発生しているが、自己点検にもその理由を記載して、国民の理解を得られるようにすべき。
・トナー等の汎用品の調達に当たっては、最寄りの調達機関と共同調達を進める余地がないか、引き続き検討してほしい。

34 409 375 執行等改善
・過去３カ年不用額が発生してる理由について「事業所管部局による点検・改善」欄に記載した。また、不用額の縮
減のために事業管理を徹底していく。
・汎用品の共同調達も含め、引き続き効率的な予算執行に努めていく。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0084 - 00 平成28年度対象

2/25
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029 車両の維持整備 H18 終了予定なし 7 7 7 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・使途を見ても車両の維持・消耗品の購入とのことだが、他の事業（同施策）と統合した事業単位とすることができないの
か。
・一般競争入札の結果１者応札となっている。要因分析、その参入障壁の排除に取り組み、一者応札の改善を図る余地があ
るのではないか。

7 6 ▲ 0 年度内に改善を
検討

行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、事業単位の検討及び１者応札について、十分な要因分析を行い、応募
者数の拡大を図り効率的な予算執行に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0085 - 00 平成30年度対象

030 気象通信端末の維持整備 H20 R1 - - - ・本事業は令和元年度が終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組
等については類似事業に適宜反映してもらいたい。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了 ・外部有識者の所見を踏まえて、類似事業に、各種取り組み（競争性を確保した効率的な予算執行等）を反映する。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0086 - 00 最終実施年度

031 火器・装軌車等の修理（装軌車等外注整備） H17 終了予定なし 13,669 13,669 13,900 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・外国企業からのライセンス実施権を持つ企業との契約もあるとのことだが、引き続きコスト低減方策の検討等に努められ
たい。

12,154 11,521 ▲ 633 執行等改善
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、ライセンス製造企業等との契約においても、詳細な見積りの取得や継
続的な価格交渉を実施し引き続きコスト低減方策の検討を実施する。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0087 - 00 平成29年度対象

032 火器関係(部品・外注費)、装軌車関係(部品
費)

H17 終了予定なし 9,178 9,240 8,792 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一者応札、一者応募の状況が継続して見受けられることから、要因分析を行い、更なる応札者等の拡大の検討を実施し、
競争性の向上に努められたい。

13,889 9,368 ▲ 4,521 執行等改善
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、仕様や入札条件等から１者応募となった要因を分析し、応札者拡大、
競争性の向上を図る施策を検討する。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0088 - 00 平成28年度対象

033 火器・装軌車等の改善・改造 H17 終了予定なし 2,400 3,030 1,821 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・令和元年度は、不用率が著しく大きい状況が見受けられることから、執行実績を反映する等、適切な予算要求に努められ
たい。
・引き続き競争性の確保に努めるとともに、コスト低減についても適切に取り組まれたい。

1,551 1,036 ▲ 515 執行等改善
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、不用額の要因分析を実施し効果的な予算要求に努める。また、更なる
コスト低減を実現するための方策を検討する。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0089 - 00 平成28年度対象

034 指揮所の近代化(ハードウェアの整備) H5 終了予定なし 9,133 9,133 8,557 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・競争性のない随意契約の要因が、使用予定期間内の継続事業であったことである状況を踏まえ、次年度以降については、
可能な限り詳細な見積もりを入手してコスト縮減の余地を検証し、更なる価格の妥当性に努められたい。
・経費削減の施策等については引き続き実施されたい。

11,951 10,192 ▲ 1,759 ▲ 0.755 縮減
本企業と単価低減に向けた効率化の調整を実施し、低減に努めている。引き続き単価低減に向けた努力を実施する。
なお、概算要求において755千円の縮減を図った。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0090 - 00 平成29年度対象

035 通信機器の修理等 H11 終了予定なし 3,089 3,277 3,272 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業所管部局による点検・改善における「費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか」について、
説明の記載を工夫されたい。
・一括調達、不用決定となった器材からの部品採取などによる経費削減の取組は評価できる。
・随意契約にあたっては、引き続き、原価精査や価格交渉による価格面での適正化をさらに追及されたい。

9,835 9,136 ▲ 699 執行等改善

・事業所管部局による点検・改善における「費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか」につ
いて、通信機器の修理等のための費目・使途となっており、事業目的に即し真に必要なものに限定されている旨、記
述した。
・引き続き、原価精査や価格交渉による価格面での適正化を更に追求し、コスト縮減に努めていく。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
2,638

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0091 - 00 平成29年度対象

036 装輪車両の修理費の取得 H12 終了予定なし 2,683 3,050 2,948 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一般競争入札を実施しているもの一者応札が見受けられる。要因について分析するとともに、応札者拡大のための検討を
行い、引き続き競争性の向上に努められたい。
・随意契約にあたっては、原価精査や価格交渉による価格面での適正化をさらに追及されたい。

3,520 3,149 ▲ 371 執行等改善
・一者応札になっている要因を分析するとともに、競争性を高める方策を検討し、更なる競争性の向上に努める。
・原価精査、価格交渉等により、価格面での適正化をさらに図る。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0092 - 00 平成29年度対象

037 車両等の処分 H19 終了予定なし - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・タイヤの処分については、陸上自衛隊のみならず、海上自衛隊及び航空自衛隊等も併せて実施するほうが予算を効率的に
執行できるのではないか。
・引き続き、効率的に実施できる方策を検討し、適切な予算要求、予算執行に努められたい。

3 - ▲ 3 執行等改善
・各自衛隊が併せて実施するために必要なコストも含めた総合的な観点から、効率的な予算執行について検討する。
・効率的に実施できる方策を検討し、適切な予算要求及び予算執行に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0093 - 00 平成29年度対象

038 自動車リサイクル法関連経費 H17 終了予定なし 17 17 14 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・使用済自動車の再資源化等に関する法律に基づく許可を受けている事業者が一者に限られているとのことだが、可能な限
り詳細な見積を徴収し、コスト縮減の余地などを検証し、更なる価格の妥当性向上に努められたい。

17 13 ▲ 4 執行等改善
・行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、可能な限り詳細な見積を取得するとともにコスト縮減余地の検証を
行い、更なる価格の妥当性向上に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0094 - 00 平成30年度対象

039 装輪車両の外注整備 H5 終了予定なし 10 10 10 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・高落札率の案件については、十分な要因分析を実施し、応札（応募）者拡大のための検討を行い、競争性確保に努められ
たい。

6 22 16 執行等改善 ・高落札となった要因を分析するとともに、競争性を高める方策を検討し、更なる競争性の確保に努める。
「新しい日本のため
の優先課題推進枠」6

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0095 - 00 令和元年度対象

040 燃料タンク車の水圧試験 H5 終了予定なし 8 8 7 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・定められた規則に適合させつつ、引き続きコスト低減方策の検討等に努められたい。 2 7 4 執行等改善 ・定められた規則に基づき、引き続き、コスト低減方策の検討に努める。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0096 - 00 令和元年度対象

041 化学器材の修理 H17 終了予定なし 748 857 738 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・国民の安心、安全に寄与する事業であることを踏まえ、主要な化学器材の可動率の向上に、引き続き努められたい。 734 622 ▲ 112 執行等改善
　限られた予算の中でで可動率を向上させるため、修理すべき器材の優先順位や費用を踏まえ、効率的な予算執行、
予算要求に努める。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
297

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0097 - 00 令和元年度対象
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042 廃弾等の外注処分 H9 終了予定なし 203 203 201 

・事業所管部局による点検において、コストの低減を従前より図っており、単
位当たりコストの水準は妥当とされている。他方、令和元年度以前（1.2百万円
/ｔ）から令和2年度活動見込（1.4百万円/ｔ）における単位当たりコストの上
昇理由が不明である。レビューシートに上昇理由を丁寧に説明し、国民の理解
が得られるようにすべきではないか。
・「国費投入の必要性」の3項目について、評価に関する説明にほぼ同じ文章が
並んでいる。必要だから必要だというようなトートロジー的な内容でもう少し
丁寧な説明が必要ではないか。たとえば、廃弾の保管のコストがかかるため速
やかな処理が必要、廃弾の処理は特別な技術が必要といった説明にはならない
のか。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 227 65 ▲ 162 年度内に改善を
検討

・最新の見積取得により、活動見込処理数を修正するとともに、単価増減について分析を行い、その理由を明確化
・外部有識者の所見を踏まえて、廃弾等の保管に係るコスト、効率的な火薬庫の運用及び火薬類取締法に基づいた専
用設備の必要性の観点から説明を実施

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0098 - 00 その他

043 通信衛星の中継機能の借上（三幕共同） H2 R3 592 592 592 ・本事業は令和4年度で終了予定であるが、随意契約となった分析、コスト低減
の方策等の検討を行い、類似事業、今後の更新に反映されたい。

現状通り ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 569 385 ▲ 184 現状通り

Ｘバンドの衛星通信は、国内電波法上、政府利用のみという制限があるため、本事業以外に利用は見込まれないもの
であり、当該衛星通信を実施するための中継器を準備すれば本事業への参画は可能であるが、確実な受注見込みもな
く、他事業での利用も見込まれないというハードルが高い状況において、新規で当該中継器を準備して本事業へ参画
するという意思を有する他の事業者がなかったものと考えられる。その結果、現状において、唯一当該中継器を保有
している現事業者の一者応札となり、不落随契となったものと考えられる。なお、競争性を確保するため、可能性の
ある国内衛星通信事業者に事業内容を説明する等の取組みを行っているが、本事業は令和４年度に終了となることか
ら、コスト低減の方策等の検討内容とともに、類似する事業に対し今後の更新に反映できるよう努めていく。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0099 - 00 その他

044 Ｋｕバンド衛星通信用経費 H18 終了予定なし 4 4 4 

・事業所管課における自己点検において、現在利用している静止軌道通信衛星
だけでなく、将来の運用が見込まれる低高度の周回衛星を用いた衛星通信回線
の利用について検討しているとのことであるため、引き続き、時代の趨勢に応
じた見直し、検討に努められたい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 執行等改善
現在検討中の低高度の周回衛星を用いた衛星通信回線の利用について引き続き検討を進めていき、今後とも時代の趨
勢に応じた見直しを図っていく。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0101 - 00 その他

045 通信維持費（海自） S30 終了予定なし 49,331 49,426 49,369 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一般競争入札を実施しているもの一者応札が見受けられる。要因について分析するとともに、まとめ買いの導入、検討も
踏まえて応札者拡大のための検討を行い、引き続き競争性の向上に努められたい。
・随意契約にあたっては、原価精査や価格交渉による価格面での適正化をさらに追及されたい。

39,399 43,497 4,098 年度内に改善を
検討

　引き続き、一社応札の要因分析を行い競争性の向上に努めるとともに、随意契約については原価精査や価格交渉に
よる適正化に努める。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
519

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0102 - 00 平成28年度対象 ○

046 車両維持経費 S29 終了予定なし 239 244 234 

・複数者が応札可能な車種を選定しているとのことであるが、一般競争契約に
おいて一者応札の状況が見受けられる。特に高落札率の契約について、引き続
き要因を分析し、競争性の確保に努めるべきではないか。
・「国費投入の必要性」の3項目について、評価に関する説明にほぼ同じ文章が
並んでいる。必要だから必要だというようなトートロジー的な内容で、もう少
し丁寧で具体的な説明が必要ではないか。資料に上げられた車両は、いずれも
民間でも使用されている（と見受けられる）車両で、なぜ自衛隊が独自に保有
して独自に維持管理する必要があるのかという説明としてはもの足りない。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 285 284 ▲ 1 執行等改善
一般競争契約において、一者入札となっているものについて、要因分析を行い複数者が入札できるよう追求し、競争
性の確保に努める。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
284

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0103 - 00 その他

047 燃料給油車タンクの定期検査経費 S51 終了予定なし 3 3 3 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一般競争入札を実施しているものの一者応札が見受けられる。要因について分析するとともに、引き続き競争性の向上に
努められたい。
・随意契約にあたっては、原価精査や価格交渉による価格面での適正化をさらに追及されたい。

- 2 2 執行等改善
一般競争入札で、一者入札となっているものについて、要因分析を行い複数者が入札できるよう努める。随意契約に
おいては、原価精査や価格交渉を行うとともに、一般競争入札で実施ができないかを追求する。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0104 - 00 平成30年度対象

048 ガスタービン機関組部品のオーバーホール H5 終了予定なし 2,301 2,231 2,206 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業の有効性（活動実績）において、計画に基づき所要のオーバーホールを実施しているとあるが、活動実績と当初見込
みにかい離がみられるため、その理由について、国民の理解を得られるようレビューシートに記載すべき。

2,585 3,439 854 執行等改善

・計画に基づき必ず交換している部品については概ね当初見込み通りの活動実績が得られているが、例えば燃料ノズ
ルや羽根（ブレード）は、過去の実績を踏まえた廃却率を基に当初見込みを算出しており、検査結果によって増減が
あることから活動実績と当初見込みとのかい離が生起した。
・当該かい離に鑑み、今後の要求においては廃却率を精査し、適切な見込みの算出に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）艦船整備費
　　（大事項）艦船の整備維持に必要な経費

防衛省 0106 - 00 平成28年度対象

049 車両一般整備費 H17 終了予定なし 2,315 2,315 2,194 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一般競争入札、公募を実施しているものの、一者応札、一者応募の状況が見受けられることから、要因を分析のうえ、更
なる応札者等の拡大の検討を実施し、競争性の向上に努められたい。
・また、契約実績等の分析を行っているとのことだが、その結果を予算要求に反映し、効率的な予算執行に努められたい。

2,099 2,008 ▲ 91 年度内に改善を
検討

行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、一般競争入札における一者応札、一者応募の要因分析を行い、競争性
の拡大に関する検討を行うとともに、更なるコスト低減方策等の検討を行い、効率的な予算執行、予算要求に努め
る。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0107 - 00 平成29年度対象

050 自動車再資源化等預託金 H17 終了予定なし 1 1 1 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り ・引き続き予算要求に当たっては、予算執行率等を反映し、必要経費の予算要求に努められたい。 1 1 ▲ 0 現状通り
政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、予算要求に当たっては、予算執行率等を反映し、必要経費の予算要求に
努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0108 - 00 平成30年度対象

051 施設車両整備費 H17 終了予定なし 298 298 288 

・新型コロナや台風の大雨による河川氾濫、洪水などの不測の事態に陥っても
安定して整備ができる体制を維持して欲しい。
・一般競争入札を実施しているものの、全て１者応札となっており、競争性が
確保されているとは言い難い。公募の結果随意契約となっている調達が多いこ
とを踏まえると、透明性を確保した上で随意契約に切り替え、価格交渉による
コスト低減を検討すべきではないか。一者応札の要因をレビューシートに記載
し国民に対して説明をするべき。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 496 298 ▲ 198 年度内に改善を
検討

外部有識者の所見を踏まえ、引き続き不足事態における安定した整備体制の確保に努める。また、一般競争入札にお
ける一者応札の要因分析を行い、競争性の拡大の検討を行うとともに、随意契約によるコスト低減策についても検討
し、効率的な予算執行、予算要求に努める。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
298

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0109 - 00 その他

052 訓練演習支援機能の整備 H22 終了予定なし 192 192 146 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・コスト低減の検討については、引き続き実施し、効率的な予算要求・予算執行に努められたい。
・一般競争入札を実施したものの随意契約となっている案件が見受けられるので、更なる応札者拡大のための検討を行い、
競争性の向上に努められたい。

1,245 3,890 2,645 年度内に改善を
検討

・引き続きコスト低減方策の検討等を行い効率的な予算要求、予算執行に努める。
・一般競争入札における応札意欲を向上するため、複数社からの見積取得を推進し、事業の説明機会を増加させる。
また、所要を精査し、複数社応札を困難にする製品の指定を極力排除する。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0110 - 00 令和元年度対象

053 情報業務用車両の取得 H24 終了予定なし 12 16 13 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・レビューシートからは特殊な車両の購入とは判断できないことから、随意契約となった要因分析を行いその理由をレ
ビューシートに記載することにより支出先選定の妥当性について国民の理解を得られるようにすべき。
・応札者の拡大の検討を行い、更なる競争性の向上に努められたい。

9 12 3 年度内に改善を
検討

行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、１者応札について、十分な要因分析を行い、応募者数の拡大を図り効
率的な予算執行に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0111 - 00 平成30年度対象

054 通信機器購入費（統幕） H26 終了予定なし 101 101 53 

・執行率が平成29年度（59％）・平成30年度（48％）・令和元年度（53％）と
低い水準で推移している。また、事業所管部局による点検において、不用率が
大きい理由は、直近の市場価格を反映した結果であり、妥当とされている。レ
ビューシートに予算額と執行額に差異が生じる理由を丁寧に説明し、国民の理
解が得られるようにすべきではないか。
・「国費投入の必要性」の3項目について、評価に関する説明にほぼ同じ文章が
並んでいる。必要だから必要だというようなトートロジー的な内容で、もう少
し丁寧で具体的な説明が必要ではないか。サイバーセキュリティの観点から緊
急に高度化が必要、といった説明にはならないのか。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 23 483 460 執行等改善
・応札者を拡大させるため、事業要求内容を精査し、より競争性が保てるような要求にするとともに、事業単位ごと
複数社に対して市場価格調査を実施することに努める。
・契約実績に基づいた事業規模・内容の精査を実施し、適切な予算計上に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0112 - 00 その他
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055 防衛情報通信基盤（DII)の整備 H13 終了予定なし 37,754 37,754 28,980 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・次期契約に向けて、複数社の参入の工夫（働きかけ等）をし、それでも競争性が働きづらいものであれば、一般競争にお
ける価格の妥当性追求には限界があることから契約方式の妥当性を検証のうえ、価格面に注力した取組を推進し、価格の低
減に努めてほしい。

37,654 33,785 ▲ 3,869 年度内に改善を
検討

複数社から見積等を取得し、参入障壁を下げることで競争性を働かせるとともに、機器単位でレンタル、リース等の
契約方式を検討し、価格低減を図る。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
23,312

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費
                  施設等機関等の運営に必要な経費
                  統合幕僚監部の運営に必要な経費
                  陸上自衛隊の運営に必要な経費
                  海上自衛隊の運営に必要な経費
                  航空自衛隊の運営に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）運用基盤等の強化に必要な経費
　　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費
                  武器車両等の購入に必要な経費

（項）防衛装備庁共通費
　　（大事項）防衛装備庁一般行政に必要な経費

防衛省 0113 - 00 平成29年度対象

056 通信維持費（空自） S37 終了予定なし 59,298 58,278 57,115 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一般競争入札に係る1者応札が散見される。要因について分析し、競争性を高める工夫に努め、複数社の参入において、
価格の妥当性を追求されたい。
・随意契約にあたっては、原価精査や価格交渉による価格面での適正化をさらに追及されたい。

41,379 53,198 11,819 ▲ 244.779 縮減

・一般競争入札における応札意欲を向上するため、複数社からの見積取得を推進し、事業の説明機会を増加させる。
また、所要を精査し、複数社応札を困難にする製品の指定を極力排除する。
・随意契約にあたっては、今後も原価精査や価格交渉により価格面での適正化を追及する。
・なお、概算要求において244,779千円の縮減を図った。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
234

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0114 - 00 平成28年度対象

057 施設機械の修理 H17 終了予定なし 1,159 1,439 1,406 

・事業所管部局による点検において、予防整備及び故障整備に必要な部品等及
び役務が確保されており、成果目標に見合っているとのことであるため、引き
続き、部隊の即応性発揮を図り国民の命と平和な暮らしを守るため、施設器材
の可動率維持に努められたい。

現状通り ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 2,070 1,959 ▲ 111 現状通り  引き続き、契約実績の分析及びコスト低減方策の検討等を行い、効率的な予算要求、執行に努める。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0115 - 00 その他

058 車両用付属品の取得 H12 終了予定なし 1,158 1,623 1,607 

・随意契約において少額のそれ以外の契約（Ｂ）についての言及が必要ではな
いか。またその要因分析と対策をしているのであれば、具体的に記載をすべ
き。
・自己点検に記載のあるタイヤのバッテリー等のまとめ買いの効果をレビュー
シートに記載をすべき。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 1,092 986 ▲ 106 執行等改善

・一般競争契約（最低価格）で入札したものの不調に終わったため、随意契約（その他）に変わったものである。ま
た、付属品には特殊タイヤが含まれるが、これらの製造は高度な技術を要するため製造できる企業自体が少なく、そ
のため応札者が少なくなるのが要因として考えられる。このため、引き続き、高落札となっているものは要因分析を
重ね、さらに競争性を高める方策を検討する。
・まとめ買いをすることにより、少額ではあるがコスト低減を図っている。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0116 - 00 その他

059 航空車両更新分 S29 終了予定なし - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・レビューシートに「活動実績は見込みに見合ったものと判断している」と記載されているが、計画的な更新がされていな
い理由、活動実績に見合ったものと判断した理由及び改善策があれば改善策も含め、具体的にレビューシートに記載し、国
民への説明責任を果たすべき。

- - - 執行等改善
部隊運用に最適な車種選定は完了しているが、車両調達のための予算が成立しないため、更新ができていない状況で
ある。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0117 - 00 平成30年度対象

060 通信機器購入費（陸自） S29 終了予定なし 4,311 5,370 5,181 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・平成30年度、令和元年度の執行において連続して繰越が生じているため、通信機器の整備が遅れている印象を持たれない
よう事業管理を適切に進められたい。

4,459 5,009 550 執行等改善 ・予算の繰越については、通信機器の整備が遅れないよう、引き続き、適切に事業管理を実施していく。
「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
223

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0138 - 00 令和元年度対象

061 諸器材等維持費(陸自) S29 終了予定なし 4,805 5,533 5,159 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一者応札となっているものについては、高落札率となる傾向があるため、十分な要因分析を実施し、競争性の確保に努め
られたい。

4,253 4,084 ▲ 168 ▲ 4.626 縮減
・一者応札で高落札率となっている要因は、原価計算の精度が向上いしてるものと分析している。
・競争性の確保については引き続き検討していく。
・なお、概算要求において4,626千円の縮減を図った。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
913

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0139 - 00 平成29年度対象

062 諸器材購入費(陸自) S29 終了予定なし 5,817 7,960 6,498 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一者応札の要因分析を行い、引き続き応札者の拡大に向けた検討を実施し、競争性の向上に努められたい。
・繰越が継続している状況から、整備が遅れているのではとの印象をもたれることから、事業管理を適切に進められたい。

6,253 7,131 878 年度内に改善を
検討

・一者応札の要因分析や応札者の拡大に向けて検討していく。
・事業管理を適切に行い、繰越の低減に努めていく。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
608

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0140 - 00 平成29年度対象

063 通信維持費(陸自) S55 終了予定なし 24,903 26,467 23,760 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・随意契約となっているシステム等の今後の換装時の調達について、複数社の参入の工夫についての検討を行い競争性の確
保に努められたい。
・引き続き一者応札、一者応募の要因分析を行い、その結果を踏まえ応札者拡大の検討を行い、競争性の確保に努められた
い。

21,801 20,764 ▲ 1,037 ▲ 145.656 縮減
公募により競争性を確保しているが、一者応募の要因分析を行うとともに、応札者拡大のための検討を行い、更なる
競争性の確保に努めていく。
なお、概算要求において145,656千円の縮減を図った。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
1,859

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0141 - 00 平成28年度対象

064 基地内光伝送路 H18 終了予定なし 39 39 33 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・ 引き続き、１者応札が継続していることから、見積精査において新たなコスト低減の余地がないかなどの検証を行うと
ともに、契約実績等の分析を行い、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

109 - ▲ 109 年度内に改善を
検討

原価精査や価格交渉による価格面での適正化を更に追求するとともに、契約実績の分析及びコスト低減方策の検討等
を行い、効率的な予算要求、予算執行に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0180 - 00 平成28年度対象

施策名：1-(1)宇宙・サイバー・電磁波の領域における能力の獲得・強化、1-(2)従来の領域における能力の強化、2-(6)情報機能の強化、3大規模災害等への対応、6-(2)二国間・多国間の共同訓練・演習の実施

065 油購入費 S33 終了予定なし 103,863 117,660 109,760 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・毎年度、一定の繰越が発生しており、計画的な事業の推進に努めてほしい。
・引き続き、契約実績を分析し更なるコスト低減方策の検討等を行い効率的な予算執行、予算要求に努められたい。

100,292 92,394 ▲ 7,899 現状通り

・繰越については、主に輸送業者の事情による輸送困難に起因するものであり、やむを得ないものであるが、引き続
き計画的な事業の推進に努める。
・現在も四半期毎のまとめ調達による輸送費低減等のコスト低減方策を取っているところであるが、引き続き効率的
な予算執行、予算要求に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）運用基盤等の強化に必要な経費
                    訓練・演習の実施に必要な経費

防衛省 0118 - 00 令和元年度対象

施策名：1-(1)宇宙・サイバー・電磁波の領域における能力の獲得・強化、1-(2)従来の領域における能力の強化、3大規模災害等への対応

066 ﾎｰｸ(誘導武器装備品維持分　役務) S48 終了予定なし - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・次期契約時に向けて、競争性が働く見込みがない分野であれば、一般競争における価格の妥当性追求には限界があること
から契約方式の妥当性を検証のうえ、価格面に注力した取組を推進し、価格の低減に努めてほしい。

- - - 執行等改善 ・R3年度の契約は予定していないものの、今後の契約を見据え、効率的な執行に向けた各種取組を実施する。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0055 - 00 その他

067
自動警戒管制組織の弾道ﾐｻｲﾙ対処機能(BMD)
自動警戒管制組織の航空警戒管制機能の近代
化

H14 終了予定なし 4,038 4,038 4,038 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・引き続き、契約実績を分析し更なるコスト低減方策の検討等を行い効率的な予算執行、予算要求に努められたい。
・次期契約時に向けて、競争性が働く見込みがない分野であれば、契約方式の妥当性を検証のうえ、価格面に注力した取組
を推進し、価格の低減に努めてほしい。

3,703 - ▲ 3,703 年度内に改善を
検討

効率的な予算要求について検討する。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0056 - 00 その他

068 基地警備関連装備品 S63 終了予定なし 232 232 243 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・仕様改正、一括調達等を行い、予算執行の効率化に努めていることが認められる。引き続きコスト低減方策の検討等を行
い効率的な予算要求、予算執行に努められたい。
・他方、１者応札の状況も見受けられることから、引き続き要因の分析と結果を踏まえた改善に努められたい。

309 345 36 ▲ 240.099 縮減

・一般競争入札により入札参加者を多く募り、競争性を確保しているものの、基地警備システム（可搬型）や基地警
備関連装備品の性能を満たす製品を製造可能な会社が少ないこと、また、既存警備システムへの連接に対応可能な技
術を有する会社が限定的であることから、一者応札になったものと考えられる。
・契約実績の分析及びコスト縮減方策の検討等を不断に実施している。また、その結果を反映することにより、効率
的な予算要求、予算執行に努める。
・なお、概算要求において240,099千円の縮減を図った。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0057 - 00 平成29年度対象

069 武器修理費（空自） S47 終了予定なし 22,961 23,313 21,691 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業の効率性において、武器修理の特殊性及び更なる効率化や合理化によって、不用が発生したとのことであるが、得ら
れた効果について、予算要求に反映するなどして、適切な予算執行に努めていただきたい。
・繰越については、「やむを得ない理由により発生したとの説明」であるが、その妥当性について、レビューシートに記載
し、国民の理解を得られるようにすべき。

40,054 37,640 ▲ 2,414 ▲ 329.016 縮減 契約実績を反映し、329,016千円を縮減した。また、レビューシートへの記載要領については年度内に検討する。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費 防衛省 0060 - 00 防衛省 0029 - 00 防衛省 0052 - 00 防衛省　0053-00 平成29年度対象

070 部隊実験 H27 終了予定なし 229 229 229 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一者応札となっているものについては、高落札率となる傾向があるため、十分な要因分析を実施し、競争性の確保に努め
られたい。

302 106 ▲ 197 ▲ 16.647 縮減
実験の実施要領（日程、規模等）を集約し、関連経費を見直した。
なお、概算要求において16,647千円の縮減を図った。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項） 武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0063 - 00 平成28年度対象
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071 ９２式地雷原処理車(施設器材のオーバーホー
ル）

H17 R7 137 137 143 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業の特性上、競争性が働きづらく、競争性による価格の妥当性を高めることは困難であると思われるものについては、
引き続き価格交渉や原価精査等による価格面での適正化を実施し、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

137 - ▲ 137 執行等改善  引き続き、契約実績の分析及びコスト低減方策の検討等を行い、効率的な予算要求、執行に努める。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0064 - 00 平成30年度対象

072 ９１式戦車橋(施設器材のオーバーホール) H18 R8 - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業の特性上、競争性が働きづらく、競争による価格の妥当性を高めることは困難であると思われるため、可能な限り詳
細な見積もり内容を入手してコスト縮減の余地を検証し、厳格な原価査定や適切な価格交渉等により、更なる価格の妥当性
向上に努められたい。

260 - ▲ 260 執行等改善 引き続き、契約実績の分析及びコスト低減方策の検討等を行い、効率的な予算要求、執行に努める。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0065 - 00 令和元年度対象

073 TNCSの整備 H13 終了予定なし - - - 

・前回の調達においては、一般競争入札により競争性の確保に努めつつも、結
果的に１者随意契約となっている。要因を分析し競争性を高める工夫が必要。
次期契約に向けては、過去の調達実績を踏まえた仕様書の見直し等を図り競争
性の拡大に努められたい。なお、必要性、効率性は点検・改善結果の記述の通
りで良いが、有効性については「提供が可能になった」かどうか、事後的に，
定期的に確認する機会が必要である。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 年度内に改善を
検討

本事業は今後、他の事業と整理統合する予定であり、契約に際しては調達実績を踏まえた仕様書の見直し等を図り、
競争性の拡大に努める。また有効性については定期的に確認し、その状況について把握する。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費
                  武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0179 - 00 その他

施策名：1-(1)宇宙・サイバー・電磁波の領域における能力の獲得・強化、2-(3)技術基盤の強化

074 衛星搭載型２波長赤外線センサの研究試作 H27 R6 2,289 2,289 2,289 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・契約実績の分析及びコスト低減方策の検討等を実施し、その結果を今後の類似事業に適切に反映されたい。 - - - 年度内に改善を
検討

・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

防衛装備庁技術戦
略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0306 - 00 平成29年度対象

施策名：1-(1)宇宙・サイバー・電磁波の領域における能力の獲得・強化、2-(6)情報機能の強化

075 陸自電算機防護システムの整備 H16 終了予定なし 1,534 1,534 1,435 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・引き続き、一者応札の案件が見受けられる。分析した結果、競争性の働く見込みがないのであれば、十 部分に内容を精査
し透明性を確保したうえで、可能な限り詳細な見積内容を入手してコスト縮減の余地を検討し、原価精査や価格交渉等によ
る価格面での適正化に努めることも検討すべき。

1,440 1,442 2 年度内に改善を
検討

 見積基づくコスト縮減の検討及び価格交渉等による適正化について既に実施しているところであるが、今後は本シス
テムの整備所要の見直し等、幅広く検討するとともに、企業との緊密な調整により単価の低減を継続する。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0192 - 00 平成29年度対象

施策名：1-(2)従来の領域における能力の強化

076 弾薬（海上自衛隊） S40 終了予定なし 69,596 101,097 101,600 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・引き続き、契約実績を分析し更なるコスト低減方策の検討等を行い効率的な予算執行、予算要求に努められたい。
・次期契約時に向けて、競争性が働く見込みがない分野であれば、契約方式の妥当性を検証のうえ、価格面に注力した取組
を推進し、価格の低減に努めてほしい。

25,858 74,302 48,444 執行等改善
契約実績を分析し更なるコスト低減方策の検討等を行い効率的な予算執行、予算要求に努めるとともに、競争性が働
く見込みがない分野については契約方式の妥当性を検証し、価格の低減に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0001 - 00 平成28年度対象

077 主機等オーバーホール H3 終了予定なし 7,021 6,524 4,572 

・平成30年度において執行率の低下がみられるが、その要因分析を行い、その
結果をレビューシートに記載するとともに、その結果を踏まえて、適切な予算
計上及び予算執行に努められたい。
・元年度に実施している内容がどのような契約形態であり、仮に一者応札、随
意契約であった場合はその要因分析と対策を記載すべき。
・改善の方向性の修理間隔延伸の範囲拡大の調査をいつまでに終えるのか詳細
に記載をすべき。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 9,447 11,082 1,635 執行等改善

・平成３０年度の執行率低下の要因をレビューシートの増減理由欄に記載した。エンジンの使用時数減少に伴うオー
バーホール計画の見直しにより、整備台数が減少したことが主な要因である。今後の要求においては、最新の運転時
数、運用計画等を踏まえてオーバーホール計画を精査し、適切な予算計上及び予算執行に努める。
・契約形態は公募随意契約であり、ガスタービンのオーバーホールを実施するには、製造メーカーからの整備ライセ
ンス取得が必要であることが主な要因である。引き続き、競争性確保のため、他の整備会社への働きかけ等の努力を
継続する。
・修理間隔延伸のためのＭ１Ａ－３５型ガスタービン機関の技術調査は、令和６年１月終了予定である。今後、技術
調査の結果を反映し、より効率的かつ経済的な事業の執行に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）艦船整備費
　　　（大事項）艦船の整備維持に必要な経費

防衛省 0002 - 00 令和元年度対象

078 ソーナー用ラバーウィンドウの整備 H4 終了予定なし 933 797 775 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・繰越額について、納期変更によるとの説明であるが、具体的理由をレビューシートに記載すべき。
・活動実績は見込みをすべて達成しているとの説明だが、調達数においては、実績数と見込み数にかい離がみられる。その
理由について、レビューシートに記載することにより、国民により分かりやすくなるのではないか。
・単位当たりコストをみると防衛省のみで調達しているため、「コスト水準は妥当」とあるが、価格の妥当性がこの記述か
らでは不明である。価格の妥当性について分析し、適正価格を追求する余地があれば、見積精査等において更なる経費節減
を追求されたい。
　また、それらの取組をレビューシートに記載し、より透明性を確保すべき。

586 1,487 901 年度内に改善を
検討

・繰越額については、その理由を事業の効率性欄に記載した。
・活動実績数と見込み数の乖離については、上記同様の理由により、実績が１式、令和２年度に繰り越しとなった旨
を事業の効率性欄に記載した。
・価格の妥当性は、過去の取得実績を比較することで分析し、妥当と判断している。引き続き、見積精査等において
更なる経費節減を追及する。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0003 - 00 平成29年度対象

079 機雷探知機の整備等 H2 終了予定なし 696 696 926 

・やむを得ず随意契約を行わなければならない場合には、原価精査や価格交渉
等による価格面での適正化に努められたい。
・公募の結果随意契約となっている状況が継続しているのであれば、その要因
を分析し応札者の拡大に努められたい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 1,317 1,670 353 執行等改善
・引き続き、原価精査や価格交渉等による価格面での適正化に努めてゆく。
・整備に必要なライセンスを保有している企業が国内１社であるため随意契約となっているが、公募において参入を
制約する事項は規定していない。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0004 - 00 その他

080 製造中止部品対策（水中武器の部） H21 終了予定なし 320 320 310 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業の特性上、競争性が働きづらく、競争性による価格の妥当性を高めることは困難であると思われるものについては、
引き続き価格交渉や原価精査等による価格面での適正化を実施し、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

23 422 399 年度内に改善を
検討

引き続き価格交渉や原価精査等による価格面での適正化を実施し、効率的な予算要求、予算執行に努める。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0005 - 00 平成29年度対象

081 イージス戦闘システムに関わる国内整備態勢
の整備

H1 終了予定なし 802 802 774 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・工数低減に努めていることが認められる。引き続きコスト低減方策の検討等を行い効率的な予算要求、予算執行に努めら
れたい。

828 601 ▲ 227 現状通り
・行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、引き続き執行実績の分析等を行い、効率的な予算要求、予算執行に
努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0006 - 00 令和元年度対象

082 機雷処分具等の整備等 H12 終了予定なし 745 745 559 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・次年度以降の契約にあたっては、経済性、効率性を追求し、予算要求、予算執行に適切に反映されたい。 1,511 1,515 3 執行等改善 次年度以降も経済性、効率性を追求し、計画的な予算の要求及び執行への反映を図る。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0007 - 00 令和元年度対象

083 ＭＫ４６魚雷等の定期検査 H7 終了予定なし 1,510 1,510 1,342 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・引き続き、定期検査の延伸、一部部品の共通化等のコスト縮減の取組を進められたい。
・随意契約にあたっては、詳細な内訳を入手し、コスト縮減の余地がないかを検証し、価格交渉等において更なる価格の妥
当性向上に努められたい

2,583 2,006 ▲ 577 現状通り
・引き続き、定期検査の延伸、一部部品の共通化等のコスト縮減の取組を進める。
・契約実績等に基づき、習熟効果及び原価精査等の価格適正化に努めている。引続き、価格の低減に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0008 - 00 令和元年度対象

084 魚雷の修理等 S36 終了予定なし 238 238 224 

・応札1者で、随意契約、落札率99，99%である。検査・修理の内容と数量につ
いては、安定している部分は過去の実績、変動部分については包括サービス契
約とすればいいと考えうるが、このレビューシートで、こうした部分に関して
明らかにする記載となっていない。
・単位当たりコスト等の水準については、事業所管部局による点検・改善にお
いて「妥当である」と評価しているが、単位当たりコストの推移では毎年度上
下している。明確な理由をレビューシートに記載するべきである。
・引き続き、在庫や将来の必要数を勘案した上で、適切な予算要求、予算執行
に努められたい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 282 300 18 年度内に改善を
検討

・引き続き、在庫や将来の必要数を勘案した上で、適切な予算要求、予算執行に努める。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0009 - 00 その他

085 魚雷整備用消耗品 S37 終了予定なし - - 597 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・令和元年度においては、魚雷整備用消耗品の調達の見込みがあり執行額も計上されているのにも関わらず、予算額が計上
されていない。その理由についてレビューシートにおいて説明し、執行の妥当性について国民の理解を得られるようにする
とともに適切な予算要求、予算執行に努められたい。

1 42 42 年度内に改善を
検討

・令和元年度については、諸器材等維持費として包括した報告となったため本レビューシートには予算額を計上しな
かった。
・執行の妥当性について国民の理解を得られるようにするとともに適切な予算要求、予算執行に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0010 - 00 その他
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086 不用弾薬の外注処分 H7 終了予定なし 357 357 432 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・令和元年度の成果目標及び成果活動（処分重量）について、活動実績が当初見込みを下回っているものの、執行額は予算
額を超過している。なぜ超過しているのか、理由についてレビューシートにおいて説明されたい。
・引き続き、契約実績の分析及びコスト縮減方策の検討等を不断に実施し、その結果を反映することにより、効率的な予算
要求、予算執行に努められたい。

- 430 430 年度内に改善を
検討

契約実績を予算要求に反映しコスト縮減に努めている。引続き、効率的な予算要求、予算執行に努める。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0011 - 00 平成29年度対象

087 潜水艦の主蓄電池の換装及び購入 H16 終了予定なし 5,136 5,136 5,060 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・インセンティブを適用しコストの削減を図っていることは評価できる。引き続き、競争性が働く見込みがない分野であれ
ば、契約方式の妥当性を検証のうえ、価格面に注力した取組を推進し、価格の低減に努めてほしい。

3,519 5,210 1,691 現状通り
・引き続き、透明性を確保したうえでの契約方式の検証及び直近の実績単価を参考とするだけでなく、詳細な内訳を
入手し、コスト低減の余地がないか検証し、価格交渉等において更なるコスト縮減に努める

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）艦船整備費
　　（大事項）艦船の整備維持に必要な経費

防衛省 0013 - 00 その他

088 潜水艦救難態勢の維持 H20 終了予定なし 95 95 99 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・引き続き、次期契約時に向けて、競争性が働く見込みがない分野であれば、一般競争における価格の妥当性追求には限界
があることから契約方式の妥当性を検証のうえ、価格面に注力した取組を推進し、価格の低減に努めてほしい。
・その他コスト削減について、「購入する品目及び数量については、機器の状態把握に努め必要最小限とする」とあるが、
具体的にどのような効率化が図られたのか、レビューシートに記載すべき。

306 1,071 765 年度内に改善を
検討

・引き続き、直近の実績単価を参考とするだけでなく、詳細な内訳を入手し、コスト低減の余地がないか検証し、価
格交渉等において更なるコスト縮減に努める。
・その他コスト削減について、具体的な実施事項を追記した。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
 （項）艦船整備費
　　（大事項）艦船の整備維持に必要な経費

防衛省 0014 - 00 令和元年度対象

089 潜水艦潜舵の換装 H21 R7 - - - 

・形式的に一般入札にすべき案件ではなく、随意契約にすべき案件であると考
える。入札時に、要求性能は開示できるのか。また、製造元と異なる事業者が
製造できるものと想定しているのか。一般競争入札を実施している理由を説明
するべき。
・競争性が働きづらいのであれば、価格が高止まりになり、高落札率が継続す
る傾向があることから、価格面に注力した取組（仕様精査等）をさらに推進
し、価格の低減に努めてほしい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 執行等改善
・潜水艦建造能力のある造船所であれば、製造元でなくても潜舵の製造ができることから一般競争入札を実施してい
る。
・引き続き、仕様精査等を推進し、価格の低減に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）艦船整備費
　　（大事項）艦船の整備維持に必要な経費

防衛省 0015 - 00 平成28年度対象

090 艦船修理費（海自） S40 終了予定なし 71,560 73,093 73,567 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業の特性上、競争性が働きづらく、競争性による価格の妥当性を高めることは困難であると思われるものについては、
引き続き価格交渉や原価精査等による価格面での適正化を実施し、効率的な予算要求・予算執行に努められたい。

77,112 88,373 11,261 執行等改善 引き続き価格交渉や原価精査等による価格面での適正化を実施し、効率的な予算要求・予算執行に努めてゆく。
「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
1,847

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）艦船整備費
　　（大事項）艦船の整備維持に必要な経費

防衛省 0016 - 00 その他

091 乙類（誘導弾） S39 終了予定なし 289 304 214 

・事業所管課における自己点検において、定期的な検査や校正間隔の延伸によ
る経費節減の検討、製造企業等を通じ新たな取組に関する検討を行っていると
のことであり、応札者も限られていることから、引き続き、コスト縮減につな
がる取組の検討に努められたい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 755 240 ▲ 515 執行等改善
適切に所要を見積り、執行段階でも努めて競争性を確保するなど、予算・執行の効率化に努めつつ、事業を継続す
る。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0017 - 00 平成30年度対象

092 誘導弾 H15 終了予定なし 48,762 62,940 63,066 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・ファミリー化によるコスト低減の取り組みについては引き続き実施し、効率的な予算執行、予算要求に努められたい。
・随意契約にあたっては、詳細な内訳を入手し、コスト低減の余地がないかを検証し、価格交渉等において更なるコスト縮
減に努めてほしい。

24,336 48,762 24,427 現状通り
引き続き、契約に際して詳細な内訳を入手するとともに、必要な数量を確保して量産効果を獲得するなど、単価低減
などに努め、さらなるコスト縮減を図る。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0018 - 00 その他

093 ９６式多目的誘導弾システム H8 終了予定なし 1,230 1,230 1,269 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業内容の特殊性から競争性の確保が困難な分野であるものの、価格交渉や原価精査等による価格面での適正化を実施
し、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

- 2,064 2,064 執行等改善 予算要求・予算執行に際し、適切な数量をまとめて契約するなど、効率的な執行に努める。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0019 - 00 平成28年度対象

094 基地防空用SAM S56 終了予定なし 379 379 364 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・昨年度公開プロセスでは、「延伸間隔に係る調査役務について、既存の事業者以外が本調査役務を実施できない場合、防
衛省において厳しい視点で妥当性を検証すべき」と指摘があったが、検証結果についてレビューシートに記載し、国民の理
解を得られるようにすべき。

20,869 897 ▲ 19,972 年度内に改善を
検討

下記備考欄のとおり。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0020 - 00 平成28年度対象

095 弾薬（航空自衛隊） S51 終了予定なし 3,749 21,733 21,756 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一者応募と思われる案件でかつ高落札率となっているものがある。事業の特性上、競争性が働きづらいものについては、
可能な限り詳細な見積もり内容を入手しコスト縮減の余地を検証し、原価査定や的確な価格交渉等により、更なる価格の妥
当性向上に努められたい。

10,127 21,032 10,905 年度内に改善を
検討

価格の妥当性向上について年度内に検討し、要すれば次年度の概算要求への反映について検討する。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0021 - 00 令和元年度対象

096 ﾎｰｸ(誘導武器装備品維持分　部品) S48 終了予定なし - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・引き続き、契約実績を分析し更なるコスト低減方策の検討等を行い効率的な予算執行、予算要求に努められたい。
・次期契約時に向けて、競争性が働く見込みがない分野であれば、契約方式の妥当性を検証のうえ、価格面に注力した取組
を推進し、価格の低減に努めてほしい。

- - - 執行等改善 ・R3年度の契約は予定していないものの、今後の契約を見据え、効率的な執行に向けた各種取組を実施する。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0022 - 00 平成28年度対象

097 短ＳＡＭ（Ｃ）地上器材の定期整備 H19 終了予定なし 662 662 708 

・事業所管課における自己点検において、企業等との意見交換を通じ、ＰＢＬ
などの従来と異なる調達手法の導入の可能性及び経費節減効果等について検討
しているとのことであり、応札者も限られていることから、引き続き、コスト
縮減につながる取組の検討に努められたい。

現状通り ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 680 714 34 現状通り 適切に定期整備所要を見積り、単価を精査することで効率化を図る。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0023 - 00 平成30年度対象

098 短ＳＡＭ（誘導武器装備品維持分　部品) S57 終了予定なし - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・次期契約に向けて既契約の価格の検証等を実施し、これまでの執行率も考慮し、効率的な予算要求、予算執行に努められ
たい。

- - - 執行等改善

あくまで必要な調達をその都度実施する。長期一括契約などにより、価格低減を図るべきところではあるが、長期に
わたる故障を予測したうえで所要を精確に見積もることは困難であることから、所要が発生した都度見積もりを取得
して部品を取得することで効率化を図る。
なお、これまでの執行率を考慮し、効率的な予算要求、執行に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0024 - 00 平成29年度対象

7/25



様式１ 別添１

令和２年度 令和３年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ ３つを超える場合

（単位：百万円）

事業
番号

事　　業　　名 事業開始
年度

事業終了
(予定)年度

令和元年度
補正後予算額

令和元年度

外部有識者の所見

行政事業レビュー推進チームの所見

執行
可能額

執行額 評価結果 所見の概要 反映額

差引き
基金

１つ目 ２つ目 ３つ目

反映状況

反映内容

平成３１年度（令和元年度）レビューシート番号
外部有識者点検対象
（公開プロセス含
む）
※対象となる場合、
理由を記載

委託
調査

備　考 担当部局庁 会計区分 項・事項 補助
金等

099 多目的誘導弾ｼｽﾃﾑ地上器材の定期整備 H20 終了予定なし 1,018 1,018 985 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・事業の効率性において、事前調査により定期交換が必要な部品を局限し、定期整備に必要な経費をより縮減できるよう契
約体系を工夫をするなど、効率性を追求しているような取組は評価できる。
・各種効率化を反映し、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

710 735 25 現状通り 引き続き効率性を追求した予算要求、予算執行に努める。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0025 - 00 令和元年度対象

100 武器修理費(陸自) 不明 終了予定なし 17,673 17,657 16,515 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一者応札となっているものについては、高落札率となる傾向があるため、十分な要因分析を実施し、競争性の確保に努め
られたい。

22,688 19,845 ▲ 2,843 執行等改善
一者応札においては、実施内容を精査し、過去の実績のデータを活用するなど、十分な分析を実施することで効率化
を図る。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0026 - 00 令和元年度対象

101 弾薬整備等に関わる民間委託 S43 終了予定なし 570 570 577 

・公募を実施しているが、一者応札かつ高落札率となっている.事業の性質上競
争性の確保が困難と思われるのであれば、十分に内容を精査し透明性を確保し
たうえで、随意契約とし原価精査や価格交渉による価格面での適正化に努める
ことも検討すべき。なお、コスト縮減の取組として、前年度の契約実績を原価
計算に反映させ、価格の削減を図っているとのことであるが、単位当たりコス
トは実際には横ばいであるように見え、詳細がわからないこともあり、記載に
違和感を感じるところである。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 447 646 199 執行等改善
本事業は、弾薬整備等の高度な技術を必要とするものであり、競争性の中で価格の妥当性を図ることは困難であるた
め、随意契約とし原価精査や価格交渉等による価格の縮減について検討する。また、価格の適正化に努めた契約実績
等を今後の予算要求に反映させる。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0027 - 00 平成28年度対象

102 弾薬整備業務のアウトソーシング（総人件費
改革関連事業）

H20 終了予定なし - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・令和元年度の単位当たりのコストが０となっているが、その要因について、国民の理解が得られるよう、コストの妥当性
（増減理由）についてレビューシート上に記載されたい。
・事業内容に特殊性があるものの、一部一般競争を導入し競争性の確保に努めたことは、評価できるので引き続き実施され
たい。

234 226 ▲ 8 執行等改善
本事業は、弾薬整備等の高度な技術を必要とするものであり、競争性の中で価格の妥当性を図ることは困難であるた
め、原価精査や価格交渉等により価格の縮減に努めるとともに、引き続き、一般競争の導入による競争性の確保にも
努める。また、価格の適正化に努めた契約実績等を今後の予算要求に反映させる。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0028 - 00 平成29年度対象

103 潜水艦（SS） H22 終了予定なし 64,125 77,170 72,376 

・事業所管課における自己点検において、機関や搭載武器等の主要装備品の官
給によるＧＣＩＰの重複の局限、他艦で採用されている装備品との共通化によ
る初度費発生の局限を行っているとのことであり、また、船の修理や装備品単
位の開放検査等の間隔の延伸の試行を継続しているとのことから、引き続き、
コスト縮減につながる取組の検討に努められたい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 49,323 73,777 24,455 執行等改善 外部有識者の所見を、今後の本事業、並びに類似事業にも反映させるべく、継続的に執行等の改善を実施していく。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計

（項）平成２６年度潜水艦建造費
　　　（大事項）平成２６年度潜水艦建造に必要な経費
（項）平成２７年度潜水艦建造費
　　　（大事項）平成２７年度潜水艦建造に必要な経費
（項）平成２８年度潜水艦建造費
　　　（大事項）平成２８年度潜水艦建造に必要な経費
（項）平成２９年度潜水艦建造費
　　　（大事項）平成２９年度潜水艦建造に必要な経費
（項）平成３０年度潜水艦建造費
　　　（大事項）平成３０年度潜水艦建造に必要な経費
（項）令和元年度潜水艦建造費
　　　（大事項）令和元年度潜水艦建造に必要な経費
（項）令和２年度潜水艦建造費
　　　（大事項）令和２年度潜水艦建造に必要な経費
（項）艦船整備費
　　　（大事項）艦船建造に必要な経費
（項）令和３年度潜水艦建造費
　　　（大事項）令和３年度潜水艦建造に必要な経費
（項）艦船整備費
　　　（大事項）艦船建造に必要な経費

防衛省 0032 - 00 平成29年度対象

104 掃海艇（MSC） H23 終了予定なし 9,048 13,508 13,505 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・引き続き、官給品の支給及び装備品の調達見直し等により、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。 4,971 434 ▲ 4,537 執行等改善 外部有識者の所見を、今後の本事業、並びに類似事業にも反映させるべく、継続的に執行等の改善を実施していく。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）艦船整備費
　　　（大事項）艦船建造に必要な経費

防衛省 0033 - 00 その他

105 戦闘機（F-15）近代化改修/能力向上 H16 R4 11,224 11,101 11,139 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・経済性、効率性の取組が推進されており、有効な事業の推進に努めていることがレビューシートから確認できる。他方、
競争性が働きづらい分野においては、価格が高止まりになり、高落札率が継続する傾向があることから、価格面に注力した
取組をさらに推進し、引き続き、価格の低減に努めてほしい。

7,054 14,821 7,766 現状通り
今後も、F-15機体改修においては原価監査等を通じてコストを精査するとともに、F-15の能力向上においては米国政
府との調整を通じて価格の透明性を確保し、適正な予算執行に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0035 - 00 平成29年度対象

106 F-15用端末装置の取得 H15 R4 - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・次期契約においては、一括納入等を実施し、コスト削減を図られたい。引き続き、米側との価格交渉により、取得価格の
低減、抑制に努められたい。

- - - 現状通り ・米側との協議等を通じて、取得価格の透明性の確保、低減・抑制に努める。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0047 - 00 平成28年度対象

107 地対空誘導弾ﾍﾟﾄﾘｵｯﾄ S63 終了予定なし 2,885 80,549 80,549 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・平成元年度については繰越が発生している。繰越の理由については、丁寧にレビューシートに記載されたい。
・ライセンスに基づく随意契約については、原価精査や価格交渉等による価格面での適正化に努められたい。また、引き続
き、契約実績の分析及びコスト低減施策の検討等を行い、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

58,502 32,857 ▲ 25,645 年度内に改善を
検討

効率的な予算要求について年度内に検討し、要すれば次年度の概算要求への反映について検討する。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0048 - 00 平成30年度対象

108 ﾍﾟﾄﾘｵｯﾄ･ｼｽﾃﾑの機動展開能力の確保 H21 R1 - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である 終了予定
・本事業は、令和元年度終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組や得られた効果については、類似の事業に適
宜反映していただきたい。

- - - 予定通り終了 類似の事業があれば反映について検討する。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0050 - 00 平成30年度対象

109 BMD任務用機動展開用車両の取得(BMD) H22 R4 2 2 2 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業の有効性について、いずれも成果目標に見合っていないとのことだが、要因について具体的に記載し、国民に理解を
得られるよう努めるべき。

13 - ▲ 13 現状通り 事務局が事業単位の整理を誤ったためであり、概算要求に反映すべき事項はない。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0051 - 00 平成30年度対象

110 甲類（その他） H17 終了予定なし 24,701 24,701 22,859 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業の特性上、競争性が働きづらく、競争性による価格の妥当性を高めることは困難であると思われるものについては、
引き続き価格交渉や原価精査等による価格面での適正化を実施し、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

16,578 17,666 1,088 執行等改善
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、競争による価格低減効果が働きづらい随意契約等による事業の執行に
あたっては、詳細な見積の取得・継続的な価格低減交渉等を実施し、適切な予算執行に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0172 - 00 令和元年度対象

8/25



様式１ 別添１
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委託
調査

備　考 担当部局庁 会計区分 項・事項 補助
金等

111 乙類（武器器材） H17 終了予定なし 1,345 1,345 1,114 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業の特性上、競争性が働きづらく、競争性による価格の妥当性を高めることは困難であると思われるものについては、
引き続き価格交渉や原価精査等による価格面での適正化を実施し、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

644 503 ▲ 141 執行等改善
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、競争による価格低減効果が働きづらい随意契約等による事業の執行に
あたっては、詳細な見積の取得・継続的な価格低減交渉等を実施し、適切な予算執行に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0173 - 00 平成30年度対象

112 武器備品等の損耗更新 H17 終了予定なし 833 1,165 1,014 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業の特性上、競争性が働きづらい分野においては、競争による価格の妥当性を高めることは困難であると思われるた
め、詳細な内訳を入手し、コスト削減の余地がないかを検証し、更なるコスト縮減に努めてほしい。
・１者応募となった要因分析を行い、応札者拡大の検討を行い競争性の確保に努められたい。

867 51 ▲ 816 執行等改善
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、競争による価格低減効果が働きづらい随意契約等による事業の執行に
あたっては、詳細な見積の取得・継続的な価格低減交渉等を実施し、適切な予算執行に努める。また、仕様や入札条
件等から１者応募となった要因を分析し、応札者拡大、競争性の向上を図る施策を検討する。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0174 - 00 平成29年度対象

113 米国における実動訓練 H25 終了予定なし 9 9 7 

・事業所管課における自己点検において、訓練参加者等は必要最小限であり航
空券等の調達は競争入札による経費節減に努めているとされている。他方、航
空券の要件として発着時間に幅を持たせたり、十分な公告期間をとっているに
も関わらず、一者応札及び高落札率となっていることから、引き続き要因を分
析し、競争性の確保に努められたい。

現状通り ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 506 14 ▲ 493 現状通り
訓練の実施内容は、訓練に先立って行う各種調整会議等を経て決定していくため、予算要求段階における訓練内容の
確定は困難であるものの、先行的かつ綿密な部隊及び関係機関との調整を実施することにより、引き続き、訓練実施
内容の早期具体化を図り、予算要求に反映するよう努める。

防衛政策局 一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）統合幕僚監部の運営に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）訓練・演習の実施に必要な経費
                    衛生機能の強化に必要な経費
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0175 - 00 平成29年度対象

114 駐屯地管理用等車両の損耗更新 H17 終了予定なし - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・次期契約に向けて、契約実績の分析及びコスト低減方策の検討等を実施し、効率的な予算要求、予算執行に努められた
い。

33 - ▲ 33 現状通り ・引き続き、契約実績の分析及びコスト低減方策の検討等を実施し、効率的な予算要求及び予算執行に努める。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0176 - 00 平成29年度対象

115 弾薬(陸上自衛隊（防大、防医大含む）） S39 終了予定なし 57,036 66,208 67,981 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・毎年度、一定の繰越額が発生しており、計画的な予算要求、予算執行に努めて欲しい。
・引き続き随意契約に当たっては、価格交渉や原価精査等による価格面での適正化を実施してほしい。

56,761 65,221 8,460 執行等改善
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、まとめ発注等による単価低減方策の検討を行うとともに、計画的な事
業推進を図り、効率的な予算要求及び予算執行に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0178 - 00 平成28年度対象

116 イージス艦へのＢＭＤ機能の付加 H24 R4 3,637 3,637 3,601 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・単位当たりコストについて、年度ごとに大きく異なっている。単位当たりコストの妥当性について、レビューシートにお
いて説明したほうがよい。
・米国政府との価格交渉も含めた経費の更なる低減の方策を検討のうえ、引き続き価格低減に努められたい。

1,792 - ▲ 1,792 年度内に改善を
検討

単位当たりコストの妥当性については、事業の効率性の項に説明を追記した。
引き続き、日米会議等において、調達価格の内訳の開示を継続的に要求するとともに、仕様内容、対象機器等の見直
しを実施し、減額に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0187 - 00 平成30年度対象

117 被服購入等に係る経費 S27 終了予定なし 8,207 9,204 9,395 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・令和元年度においては、予算額に対して執行額が超過しており、繰越も発生している。計画的な予算要求、予算執行に努
めて欲しい。
・一般競争入札を実施しているものの一者応札が見受けられる。要因について分析するとともに、競争性の向上を図ってい
くべき。

9,818 9,514 ▲ 303 ▲ 42.481 縮減

・令和元年度において予算額に対して執行額が超過している理由は、昨年度からの繰越及び翌年度への繰越が発生し
ているためである。また、昨年度からの繰越発生理由は昨年度のレビューシートに記載しており、翌年度への繰越発
生理由は「事業所管部局による点検・改善」欄に記載したとおり。
・一般競争入札の結果、一者応札となっている点については、指摘のとおり要因分析等を行っていく。
・なお、概算要求において42,481千円の縮減を図った。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
2,486

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）施設等機関等の運営に必要な経費
                  統合幕僚監部の運営に必要な経費
                  陸上自衛隊の運営に必要な経費
                  海上自衛隊の運営に必要な経費
                  航空自衛隊の運営に必要な経費

防衛省 0344 - 00 平成28年度対象

118 多重通信網の周波数移行の進捗に係る支援等 H31 R7 7 7 5 ・執行率が低いので、その理由を記載すべき。執行率を踏まえた予算要求を行
われたい。金額が少額なので類似事業との統合を検討されたい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 7 11 3 執行等改善
令和元年度は、複数者入札による競争の結果として執行率が低くなったもの。
令和３年度概算要求においては、複数の事業者の見積りと令和２年度の実績を元に要求額を決定している。

整備計画局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 新31 － 0002 - 00 令和元年度対象

119 陸上配備型イージス・システム（イージス・
アショア）の整備

H29 終了予定なし 14,783 14,783 15,171 
・我が国を取り巻く安全保障環境が一層厳しくなる中、ミサイル防衛のあり方
など我が国の安全保障のありようについて、引き続き、国民の命と平和な暮ら
しを守るための検討に努められたい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 14,583 - ▲ 14,583 年度内に改善を
検討

引き続き、今後のミサイル防衛の在り方などについて、国家安全保障会議における議論を踏まえ、防衛省において鋭
意検討してまいりたい。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

防衛政策局
整備計画局

一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費
　　　　　　　 訓練・演習の実施に必要な経費
　　　　　　 　運用基盤等の強化に必要な経費
（項）武器車両等整備費
　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費
　　　　　　 　武器車両等整備維持に必要な経費

防衛省 新31 － 0003 - 00 平成29年度対象

120 南西地域への陸自警備部隊等の配置に伴う施
設整備

H24 終了予定なし 24,750 24,016 21,102 

・自衛隊配置の空白地域となっている島嶼部への平素からの部隊配備は極めて
重要とのことだが、繰越額が大きい状況が見受けられる。繰越の要因は、地中
埋設物及び地中障害物の発生、用地取得に係るものなど、不測の事態によると
のことであるが、国民の命と平和な暮らしを守るため、引き続き、安全保障環
境に即した施設の整備に努められたい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 18,872 26,404 7,532 執行等改善
・当初計画どおりに施設の整備が完了するよう、適切な事業管理を行っているところであるが、やむを得ず繰越制度
を活用した事業であっても、例えば、繰越した事業の早期契約、建設工事の工程の見直しなどにより、国民の命と平
和な暮らしを守るため、安全保障環境に即した施設の整備により一層努める。

整備計画局 一般会計 （項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）運用基盤等の強化に必要な経費

防衛省 0184 - 00 前年度新規

施策名：1-(2)従来の領域における能力の強化、1-(3)持続性・強靭性の強化

121 Ｔ７００エンジンの整備 H16 終了予定なし 708 597 579 

・ライセンスに基づく随意契約については、原価精査や価格交渉等による価格
面での適正化に努められたい。
・取り外した部品の転用などコスト削減に取り組んでいる点は評価できるが、
整備間隔の延伸の検討状況については、レビューシートに記載するべきではな
いか。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 160 398 238 年度内に改善を
検討

・契約時に価格面での妥当性の検討や効率化の取り組んでいるところではあるが、継続して適正化に努める。
・整備間隔の延伸の余地及び延伸による本事業への効果について検討する。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0044 - 00 前年度新規

122 救難飛行艇（ＵＳ－２）の取得 H17 終了予定なし 16,003 16,003 15,783 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業の特性上、競争性が働きづらく、競争による価格の妥当性を高めることかが困難である場合は、可能な限り詳細な見
積もり内容を入手しコスト縮減の余地を検証し、厳格な原価査定等により、更なる価格の妥当性向上に努められたい。

7,851 - ▲ 7,851 年度内に改善を
検討

詳細見積もりを入手し、コスト縮減の余地を検証した上で厳格な原価査定等により、更なる価格の妥当性向上に努め
る。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の購入に必要な経費

防衛省 0168 - 00 その他

123 ＴＣ－９０／ＬＣ－９０型航空機の整備業務
の民間委託

H7 終了予定なし 785 785 776 
・事業所管課における自己点検において、効率的な官給品支給及び用途廃止機
からの部品取り下ろしにより経費節減に努めているとのことであり、引き続
き、コスト縮減につながる取組の検討に努められたい。

現状通り ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 814 962 148 現状通り
原価精査等を行い、価格面での適正化を追求するとともに、契約実績の分析及びコスト縮減方策の検討を行い、効率
的な予算要求・予算執行に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0012 - 00 平成28年度対象

124 ＳＨ－６０Ｋ搭載電子機器整備用構成品 H15 終了予定なし - 257 257 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・令和元年度に繰越が発生しているが、その理由及び妥当性についての説明に関する記述がないため、執行の妥当性につい
て国民の理解を得られるようレビューシートに丁寧に記載するべき。

242 0 ▲ 242 執行等改善
・契約実績の分析及びコスト縮減方策の検討を行い、効率的な予算要求、予算執行に努める。
・本事業で取り組んだコスト低減策について、後継機の事業に反映していく。
・繰越が発生した際は、繰り越しが発生した原因えを分析し、検討する。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0036 - 00 平成29年度対象

施策名：1-(2)従来の領域における能力の強化、1-(3)持続性・強靭性の強化、2-(4)装備調達の最適化
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様式１ 別添１

令和２年度 令和３年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ ３つを超える場合

（単位：百万円）

事業
番号

事　　業　　名 事業開始
年度

事業終了
(予定)年度

令和元年度
補正後予算額

令和元年度

外部有識者の所見

行政事業レビュー推進チームの所見

執行
可能額

執行額 評価結果 所見の概要 反映額

差引き
基金

１つ目 ２つ目 ３つ目

反映状況

反映内容

平成３１年度（令和元年度）レビューシート番号
外部有識者点検対象
（公開プロセス含
む）
※対象となる場合、
理由を記載

委託
調査

備　考 担当部局庁 会計区分 項・事項 補助
金等

125 Ｐ－１用整備用器材の整備 H19 終了予定なし 4,077 4,077 4,048 

・元年度の支出は国庫債務負担行為による歳出化なのに、なぜ予算額以上に執
行をしているのかについて記載をすべき。
・一者応札について、競争性が働く工夫や価格面での適正化に取り組んでいる
とのことなので引き続き実施されたい。
・単位当たりのコストが、３０年度の３．７から元年度は３８と大幅に増して
いるが、その理由についてレビューシートに記載をすべき。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 327 2,344 2,017 年度内に改善を
検討

１　元年度支出が予算額以上に執行している点について
　　元年度歳出化の支払い金額を再度確認したところ、初度費の支払い金額については契約金額にて計算しており間
違いであったため、レビューシートについては正しい金額に修正を実施した。以後、記入間違いがないよう対応す
る。
２　一者応札について
　　必要以上のスペックとならないよう、引き続き価格面での適正化に取り組んでいく。
３　単位あたりのコストが大幅に増加している点について
　　元年度においては器材単価の高額な試験装置の製品費の支払いが約51％（約20億円）を占めており、また、試験
装置の設計等にかかる初度費の支払いが約17％（約6.7億円）を占めている。このため、単位あたりのコストが大幅に
増加した結果となっている。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0037 - 00 令和元年度対象

施策名：1-(2)従来の領域における能力の強化、1-(3)持続性・強靭性の強化、2-(5)産業基盤の強靭化、3大規模災害等への対応

126 新多用途ヘリコプターの開発 H27 R2 - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である 終了予定
・本事業は、令和2年度終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組や得られた効果については、類似の事業に適
宜反映していただきたい。

- - - 予定通り終了
・本事業の管理に当たって取り入れたWBS、EVMといった進捗管理、コスト管理手法や、リスク管理について、その要
領及び実績等を類似事業を行う部署に情報を共有・反映し、更なるプロジェクト管理に関する知見の深化に努める。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 新31 - 0312 - 00 前年度新規

施策名：1-(2)従来の領域における能力の強化、1-(3)持続性・強靭性の強化、2-(5)産業基盤の強靭化、3大規模災害等への対応、6-(6)国際平和活動等

127 多用途ヘリコプターの取得 H31 終了予定なし 531 531 531 

・ライセンスに基づく随意契約については、原価精査や価格交渉等による価格
面での適正化に努められたい。
・今後の契約については、まとめ買いやＰＢＬの活用等といった維持整備費も
含めたライフサイクルコストの低減を念頭に検討を進められたい。
・「ゲリラや特殊部隊による攻撃」を想定をしているものの、他方で実際には
大規模・特殊災害等への即応、実効的対処能力の維持体制構築はどの程度の出
動実績があり、また今後どの程度出動すると想定しているのかレビューシート
に記載するべきではないか。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - 8,571 8,571 年度内に改善を
検討

・価格交渉や原価精査等の適正化に努めるとともに、まとめ買いやＰＢＬについて検討しライフサイクルコスト低減
に努めていく。
・なお、出動の頻度見通しを記載することは我が方の手の内を明らかにすることとなり困難。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）航空機整備費
　（大事項）航空機の購入に必要な経費

防衛省 新31 - 0004 - 00 平成28年度対象

施策名：1-(2)従来の領域における能力の強化、1-(3)持続性・強靭性の強化、3大規模災害等への対応

128 航空機搭載通信機器維持・通信部品 S47 終了予定なし 1,422 1,434 1,417 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・活動実績は見込みと同値であり、見合ったものとの説明であるが、部品の入手件数（１年後、２年後、３年後）において
実績と見込みにかい離が見受けられるため、その理由についてレビューシートに記載し、国民の理解を得られるようにすべ
き。

4,234 4,886 652 執行等改善 ・実績と見込みのかい離に関して検討を実施し、適切な予算要求、執行に努める。
「新しい日本のため
の優先課題推進枠」3

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0100 - 00 令和元年度対象

129 輸送ヘリコプター（ＣＨ－４７ＪＡ）の取得 H5 終了予定なし 2,566 2,270 2,258 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・既に用途廃止された同型機種の各種部位を、可能な限り購入機へ活用することで経費低減を図るなど効率化に係る取組は
評価できる。
・引き続き、原価精査や価格交渉等により更なる価格の妥当性向上に努めていただきたい。

3,564 26,531 22,967 年度内に改善を
検討

原価精査や価格交渉等により更なる価格の妥当性向上に努めてまとめ買い等の効率的な予算執行を行っていく。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の購入に必要な経費
　　（大事項）特定防衛調達航空機の購入に必要な経費

防衛省 0119 - 00 平成29年度対象

130 乙類（航空機） S39 終了予定なし 1,833 2,189 2,124 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業の特性上、競争性が働きづらく、競争性による価格の妥当性を高めることは困難であると思われるものについては、
引き続き価格交渉や原価精査等による価格面での適正化を実施し、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

626 943 317 年度内に改善を
検討

引き続きコスト縮減の余地を検証し、厳格な原価精査や適切な価格交渉等を行い、更なる価格の妥当性向上に努め
る。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0120 - 00 平成28年度対象

131 整備用部品 S28 終了予定なし 9,407 10,494 10,193 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・ＰＢＬの導入を行うなど予算執行の効率化に努めていることが認められる。引き続きコスト低減方策の検討等を行い効率
的な予算要求、予算執行に努められたい。

11,521 12,916 1,395 現状通り 引き続きコスト低減方策の検討等を行い効率的な予算要求、予算執行に努めていく。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0122 - 00 平成28年度対象

132 定期オーバーホール役務費 S29 終了予定なし 8,728 8,788 8,787 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・昨年度とほぼ同額の繰越しが発生しており、さらに整備が遅れているのではないかとの印象を持たれることから、繰越し
の要因分析を行い適切に事業管理を行うとともに適正な予算要求に努められたい。
・単位当たりコストが増加しているが、増加についての理由を追記しコストの妥当性について説明をすべき。

8,801 8,828 27 年度内に改善を
検討

・繰越の状況については、予期しない不具合発生による追加作業が発生したため妥当であり、一部整備が遅れている
部分はあるものの、全体としては計画通りに整備を実施している。執行の妥当性について国民の理解を得られるよう
引き続き分析等を行い、効率的な予算執行に努める。
・単位当たりコストの増加については今年度の不具合発生について現状無いためであり、今後も計画的な整備に努め
る。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0123 - 00 平成28年度対象

133 部品整備役務費 S29 終了予定なし 7,077 7,008 6,476 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一者応札・一者応募の状況が見受けられることから、要因分析を行い応札者拡大のための検討を実施し、競争性の向上に
努められたい。
・随意契約にあたっては、詳細な内訳を入手し、コスト縮減の余地がないかを検証し、価格交渉等において更なるコスト縮
減に努めてほしい。

8,589 7,322 ▲ 1,267 年度内に改善を
検討

・調達要求時に販売権を持つ複数の企業から見積を取得したり、調達機関のホームページ上に公告に関する情報を掲
載して広く入札者を募る等、引き続き応札者拡大のための検討を行い、コスト縮減の余地を検証し、厳格な原価査定
や適切な価格交渉等を行い、更なる価格の妥当性向上に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0124 - 00 その他

134 航空機技術管理 H10 終了予定なし 302 302 272 

・航空機の可動率に関する目標を設定・評価し公表することは防衛力整備上問
題があるとのことであるため、部隊運用に必要な可動率は分からないが、航空
機の高可動率を維持することにより、引き続き、我が国の平和と国民生活の安
心・安全の確保に努められたい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 302 206 ▲ 95 年度内に改善を
検討

・更なる価格の妥当性向上及び効率的な予算要求、予算執行に努めるともに航空機の高可動率を維持し、引き続き、
我が国の平和と国民生活の安心・安全の確保に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0125 - 00 平成28年度対象

135 航空機修理費(陸自) S38 終了予定なし 18,985 19,050 18,507 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・ＰＢＬ契約の導入によるコスト削減努力は認められるが、随意契約にあたっては、十分に内容を精査し、原価精査や価格
交渉による価格面での適正化をさらに追及されたい。

24,961 15,859 ▲ 9,102 年度内に改善を
検討

・仕様内容を精査し、透明性を確保したうえで随意契約への移行の検討を行うとともに、引き続きコスト縮減の余地
を検証し、厳格な原価査定や適切な価格交渉等を行い、更なる価格の妥当性向上に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費
                  特定防衛調達航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0126 - 00 平成29年度対象

136 航空一般部品 S47 終了予定なし 31,784 28,006 30,800 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・毎年度、多額の繰越が発生している。また執行額についても予算額を超過している状況が継続している。要因分析のう
え、適切な予算要求、予算執行に努められたい。
・また、執行額が予算額を超過している理由については、レビューシートにおいて説明し、執行の妥当性について国民の理
解を得られるようにしたほうがよい。

20,554 39,368 18,814 年度内に改善を
検討

・今後、繰越の低減を図るべく事業管理を適切に行うとともに、執行額が予算額を超過する割合を軽減するよう適切
な予算要求に努める。
・執行額の超過の主要因は、前年度からの繰越によるものが大きいことから、繰越の低減に努めることで是正を図
る。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
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防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0127 - 00 平成30年度対象

137 ティルト・ローター機（Ｖ－２２）の取得 H30 終了予定なし 61,226 61,226 61,226 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・米国政府との価格交渉も含めた機体取得に係る経費の更なる低減の方策を検討のうえ、引き続き価格低減に努められた
い。
・一般競争入札を実施しているものについても一者応札が見受けられる。要因について分析するとともに、競争性の向上に
努められたい。

71,368 68,009 ▲ 3,359 年度内に改善を
検討

・引き続き米国との調整を密にし,適切に価格低減の取り組みに努める。
・一者応札が見受けられるものについて要因を分析するとともに、競争性の確保に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の購入に必要な経費

防衛省 0132 - 00 平成30年度対象

138 機体オーバーホール S44 終了予定なし 7,612 7,585 9,133 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・引き続き、ライセンス等に基づく随意契約については、原価精査や価格交渉等による価格面での適正化に努められたい。
・連続して発生してる繰越については、可能な限りそれらの要因を分析し、その結果を反映することにより、効率的な予算
要求、予算執行に努められたい。

12,483 7,842 ▲ 4,641 年度内に改善を
検討

・随意契約については、引き続き原価精査等により価格の適正化に努める。
・繰越については、令和元年までの要因分析を実施し、令和２年度以降の定期修理工程に反映した。令和２年度以降
も要因を分析し、結果を反映することにより、効率的な予算執行に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0142 - 00 平成30年度対象

139 発動機オーバーホール S47 終了予定なし 4,762 2,506 1,459 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・オーバーホール時に交換が必要となる機器等を官給することや、オーバーホール間隔の延伸等の各種コスト削減に係る取
組については、引き続き実施していただきたい。
・令和元年度における執行率５８％については、要因分析のうえ、その理由をレビューシートで説明し、執行の妥当性につ
いて国民の理解を得られるようにするべき。

3,611 2,775 ▲ 836 執行等改善
・官給部品の見直し等のコスト削減に係る取り組みを継続して実施していく。
・事由に係らず毎年度繰越があることから、要因分析を行い、執行の適正化に努めているとこではあるが、引き続
き、適正化に向けて改善を図る。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0152 - 00 平成29年度対象

140 連絡偵察機（ＬＲ－２）の取得 H26 終了予定なし 56 56 55 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一者応札となっているものについては、高落札率となる傾向があるため、十分な要因分析を実施し、競争性の確保に努め
られたい。

1,749 201 ▲ 1,548 年度内に改善を
検討

・調達要求時に販売権を持つ複数の企業から見積を取得したり、調達機関のホームページ上に公告に関する情報を掲
載して広く入札者を募る等、引き続き応札者拡大のための検討を行い、競争性の確保に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の購入に必要な経費

防衛省 0159 - 00 平成29年度対象
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141 通信機器等修理 S41 終了予定なし 410 430 415 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・随意契約については、引き続き価格交渉や原価精査等による価格面での適正化を実施し、効率的な予算要求、予算執行に
努められたい。

333 23 ▲ 310 年度内に改善を
検討

・コスト縮減の余地を検討し、厳格な原価査定や適切な価格交渉等を行い、更なる価格の適正化を進め、効率的な予
算要求、予算執行に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0162 - 00 その他

142 航空機搭載通信機器維持修理 S47 終了予定なし - - - 

・極めて高い専門性を必要とするなど、やむを得ず随意契約を行わなければな
らない場合には、習熟効果等を考慮した原価査定や価格交渉等による価格面で
の適正化に努められたい。
・定期修理間隔の見直し、取り外した部品の転用などコスト縮減に取り組んで
いる点は評価できる。引き続きこれら取組を進められたい。
・平成３０年度の維持できた機数の達成度が１００％であるものの、予算執行
率が８０％となっているのは、予算見積もりが正確でなかったことを意味して
いるのではないか。その理由をレビューシートに記載するべき。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 4,510 6,344 1,834 執行等改善 ・随意契約を含む競争性が働きづらい契約について、見積精査等により予算要求での適正化、低減に努める。
「新しい日本のため
の優先課題推進枠」9

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0164 - 00 平成29年度対象

143 航空機修理費（海自） S30 終了予定なし 37,121 42,853 38,345 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一者応募かつ高落札率の案件が見受けられることから、その要因分析をするとともに、執行にあたっては、可能な限り詳
細な見積内容を入手しコスト縮減の余地を検証し、更なる価格の妥当性向上に努められたい。
・一般競争における一者応札については、引き続き要因分析をし、応札者拡大の検討を実施し、競争性の向上に努められた
い。

38,217 46,980 8,763 ▲ 159.166 縮減

・一者応募かつ高落札率の案件について、競争性が働きづらい仕様となっていないか確認するとともに、原価精査を
行うなど、価格面の適正化、効率化に努める。
・一般競争入札において一者応札になっているものについて、より余裕をもった公告期間の設定するとともに、過去
に契約実績のある企業や下請け企業等に向けて入札情報周知を行い応札者拡大を図っていく。
・なお、概算要求において159,166千円の縮減を図った。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
30

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費
                  特定防衛調達航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0165 - 00 その他

144 Ｕ－３６Ａ／ＵＳ－２型航空機の整備業務の
民間委託

H5 終了予定なし 877 877 877 

・効率的な官給品支給による経費削減の取組や用途廃止機からの部品取り下し
による経費削減の取組等については、レビューシートに記載して国民の理解が
得られるようにすべきではないか。
・民間能力の活用により人的資源の有効活用を図っているとあるが、どのよう
に有効活用が図られているのかもう少し具体的に説明をしたほうがよい。
・多くの民間企業でもコストカットや人員削減が行われている時代に、また新
型コロナをはじめとする大災害が繰り返される中、その民間会社が防衛省のた
めに整備業務に当たる技術者を安定的に確保できるかものなのか。また安定的
に確保するための予算額はこれで良いのかしっかり検討が必要なのではない
か。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 1,039 1,119 80 年度内に改善を
検討

・本事業の実績の分析及び仕様内容の精査を実施しつつ、安定的な技術者の確保についても検討し、効率的な予算要
求、予算執行に努める。
・本事業は公務員の人権費削減等の観点から、部隊整備能力の一部を削減し、民間能力を活用するものであり、人的
資源の有効活用が図れている。
・詳細な内訳を入手するなどにより、コスト低減に努め、今後の予算要求に反映していく。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0169 - 00 前年度新規

145 護衛艦（ＦＦＭ） H31 終了予定なし 1,617 1,617 1,617 

・事業所管課における自己点検において、設計を共通化してコスト低減を図る
とともに、企画提案方式で決定された建造所による８隻連続建造によりコスト
低減を図っているとのことであるため、令和元年度整備着手の２隻のコスト縮
減取組等については、他の６隻についても適宜反映してもらいたい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 10,898 103,866 92,968 執行等改善 外部有識者の所見を、今後の本事業、並びに類似事業にも反映させるべく、継続的に執行等の改善を実施していく。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計

（項）令和元年度甲Ｖ型警備艦建造費
　（大事項）令和元年度甲Ｖ型警備官建造に必要な経費
（項）令和２年度甲V型警備艦建造費
　（大事項）令和２年度甲V型警備艦建造に必要な経費
（項）令和３年度甲V型警備艦建造費
　（大事項）令和３年度甲V型警備艦建造に必要な経費

防衛省 新31 - 0005 - 00 平成30年度対象

146 マイナーオーバーホール S47 終了予定なし 12,121 10,784 9,457 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・繰越の状況が継続していることから、要因分析のうえ執行の妥当性について国民の理解を得られるようにするとともに、
不用率についても約２０％と高いため、その理由をレビューシートに記載することとし、適切な予算要求、予算執行に努め
られたい。

9,670 11,779 2,108 年度内に改善を
検討

・今後、繰越の状況改善を図るべく事業管理等を適切に行うとともに、要因分析を実施し適切な執行及び予算要求に
反映する。
・また、不用額の発生については、仕様内容及び納期等の見直しを含めた要因分析を実施し、不用率の低減に努める
とともに適切な予算要求に反映する。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
191

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0105 - 00 前年度新規

施策名：1-(2)従来の領域における能力の強化、2-(3)技術基盤の強化、2-(4)装備調達の最適化

147 回転翼哨戒機（能力向上型）の開発 H27 R4 25,511 23,211 23,204 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・引き続き、見積精査に当たり、直近の実績単価を参考とするだけでなく、詳細な内訳を入手し、コスト低減の余地がない
か検証し、更なるコスト縮減に努め、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

16,581 - ▲ 16,581 年度内に改善を
検討

・引き続き、見積精査に当たるとともに、直近の実績単価を参考とするだけでなく、詳細な内訳を入手して検討する
等、コスト縮減に努め、適切な予算要求・執行に努める。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0310 - 00 最終実施年度

148 次期装輪装甲車技術の研究 H31 R3 - - - 

・レビューシートにおいて開示する情報が少なすぎる。少なくとも研究開発費
の内訳とともにその説明をするべきである。レビューシートとして正確に評価
することができない。
・既存の部品等を利活用する等、経費削減の取組等について評価できるもの
の、公募を実施した結果、応札者が一者応札となっている。事業の性質上、競
争性を高めることが困難と思われるものは、十分に内容を精査し透明性を確保
したうえで、形式的な競争性を求めるのではなく、随意契約とし、原価精査や
価格交渉等による価格面での適正化に努めることも検討するべき。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - 999 999 執行等改善 行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、原価精査や価格交渉等による価格面での適正化に努める。
防衛装備庁

プロジェクト管理
部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 新31 - 0006 - 00 平成29年度対象

施策名：1-(2)従来の領域における能力の強化、2-(3)技術基盤の強化、5-(1)日米防衛協力の強化

149 将来水陸両用技術の研究試作 H29 R4 2,386 2,386 2,386 

・本事業においては研究試作（その１）が重要であり、当初契約時に実施した
競争性の確保の取組及び１者応札となった分析をし、その内容をレビューシー
トの「事業所管部局による点検・改善）」欄に継続的に記載をすべき。
・また、研究試作（その1）の成果活用の観点から（その2）の契約が随意契約
となる場合は、詳細な見積を取得後、「品目の必要性」「数量の適正性」「単
価の妥当性」を精査し価格交渉等において適正価格の追求に努めて欲しい。
・一般競争入札が不落になった故の随意契約とのことなので、その不落となっ
た背景についての分析を行い、今後に生かすべき。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 4,521 - ▲ 4,521 執行等改善
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、適正価格の追求及び一般競争入札の不落の分析を通じた価格面での適
正化に努める。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 新31 - 0007 - 00 その他

施策名：1-(2)従来の領域における能力の強化、2-(4)装備調達の最適化

150 固定翼哨戒機（Ｐ－１)の取得 H19 終了予定なし 36,779 71,416 71,467 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業の特性上、競争性が働きづらく、競争性による価格の妥当性を高めることは困難であると思われるものについては、
引き続き価格交渉や原価精査等による価格面での適正化を実施し、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

44,214 49,893 5,679 年度内に改善を
検討

令和２年度要求は能力向上及び部品枯渇対策等を図ったため機体価格が全体的に上昇した。令和３年度要求において
は真に必要な部分を精査し概算要求をしているものの、レートやGCIP率の変更により価格の上昇は否めない。引き続
き価格交渉による低減を図っていく。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　　（大事項）航空機の購入に必要な経費
　　　（大事項）特定防衛調達航空機の購入に必要な経費

防衛省 0034 - 00 平成29年度対象

151 民間海上輸送力活用事業に係る事業支援役務 H27 R7 53 53 49 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一者応札となっているものについては、高落札率となる傾向があるため、十分な要因分析を実施し、競争性の確保に努め
られたい。

53 50 ▲ 3 ▲ 3.080 縮減

本事業は、事業の特性上、専門的知識を必要としていることから、入札に当たり適合条件を付しているため、結果と
して一者応札となった。競争性の確保の方策として、適合条件に該当する可能性のある複数の業者に対し、見積を依
頼することにより競争性を確保する。
なお、概算要求において3,080千円の縮減を図った。

防衛装備庁装備政
策部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0254 - 00 平成30年度対象

152 民間海上輸送力活用に係わるPFI事業 H28 R7 2,576 2,576 2,576 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・昨年度の公開プロセスにおける所見を踏まえ、次回の契約における競争性の確保等に向けて、引き続き経済性、有効性の
観点からあらゆる検討を実施されたい。

2,599 2,599 - 執行等改善

昨年度の公開プロセスの指摘を踏まえ、経済性、有効性の観点から以下を含むあらゆる検討を引き続き実施してい
く。
　・　現契約の公募が結果的に１コンソーシアムの応札になったことを踏まえ、次期契約においては複数社が入札に
参加できるよう参加資格要件を検討するとともに、現契約における実績を反映できるよう、改善努力を図っていくこ
ととしたい。
　・　事業目的を達成するための海上輸送力の確保手段として、公開プロセスにおける指摘等も踏まえ、幅広い手段
について改めて検討を行うとともに、適正な契約期間についても検討し、競争性の確保を図るべく検討を進める。 な
お、本事業は令和７年１２月までの既契約済みのものであるところ、防衛省・自衛隊が求める緊急対応時の体制に空
白期間が生じることを防止する観点から、現契約ではなく、次期契約を視野に入れた検討を行っていくこととした
い。
　・　待機時の船舶の有効活用として、本来の目的を阻害しない範囲で特に民間収益事業の充実を図るべきとの指摘
を踏まえ、契約相手方等関係者協議会を開催し、民間収益事業の更なる充実を図るための検討を進める。その際、停
泊中の船舶の活用策や宿泊施設としての活用策等について官側からも提案し、民間収益事業を充実させることで国庫
への返納額の増大を図るべく検討を進めることとしたい。

防衛装備庁装備政
策部

一般会計
（項）艦船整備費
　　（大事項）民間資金等を活用した船舶の維持管理及び運営に必要な経費

防衛省 0257 - 00 平成30年度対象

施策名：1-(2)従来の領域における能力の強化、2-(6)情報機能の強化

153 早期警戒機（Ｅ－２Ｄ）の取得 H27 終了予定なし 7,753 7,753 9,562 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り ・執行にあたっては、引き続き米国政府との価格交渉を行い、取得価格の低減、抑制に努められたい。 59,305 57,210 ▲ 2,095 現状通り 執行にあたっては、引き続き米国政府との価格交渉を行い、取得価格の低減、抑制に努めていく。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計

（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の購入に必要な経費
　　（大事項）特定防衛調達航空機の購入に必要な経費

防衛省 0137 - 00 平成30年度対象

154 滞空型無人機等の取得(省統一) H27 終了予定なし 7,994 7,994 7,994 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・引き続き、米国と調整を密にし、適正な価格低減の取組を推進されたい。
・また、諸外国の情報を入手したり、原価の情報を入手する等、可能な限り、滞空型無人機の取得価格の妥当性について、
レビューシートに記載するなど国民の理解を得るための工夫をすべき。

28,193 21,428 ▲ 6,765 ▲ 121.728 縮減
・引き続き、米国と調整を密にし、価格低減の取組を推進するとともに、諸外国及び原価の情報の入手に努める。
・なお、概算要求において121,728千円の縮減を図った。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の購入に必要な経費

防衛省 0171 - 00 最終実施年度 ○

施策名：1-(2)従来の領域における能力の強化、2-(6)情報機能の強化、3大規模災害等への対応

155 海上航空作戦指揮統制システムの整備 H19 終了予定なし - - 253 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・令和元年度においては、予算額はないものの執行額が計上されている。どのような理由で執行が必要になったのか、レ
ビューシートからでは分からないので必要性については記載したほうがよい。
・一般競争入札を実施しているものの一者応札となっている。要因について分析するとともに、競争性の向上に努められた
い。

3,124 1,407 ▲ 1,716 年度内に改善を
検討

・所見のとおり、競争性を確保するために他社が事業に参入できるよう仕様の見直し等を関係部隊等と検討を継続し
ていく。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
128

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0133 - 00 令和元年度対象

156 地域通信処理システム用器材の借料 H18 終了予定なし 2,855 2,855 2,855 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一般競争入札を実施しているものの、一者応札の状況が見受けられることから、要因分析のうえ、その理由についてレ
ビューシートにおいて説明し、事業者選定の妥当性について国民の理解を得られるようにするとともに応札者拡大のための
検討を実施し、競争性の向上に努められたい。

3,035 3,099 65 執行等改善
一者応札となった要因は、設置調整期間が短期であったことによるもの。今後の換装時の調達では、設置調整期間を
十分に確保することなど、改善策を講じて、競争性の確保に努める。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
471

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0134 - 00 その他

157 情報支援システムの維持整備 H12 R2 660 660 624 ・本事業は令和2年度が終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組等
については類似事業に適宜反映してもらいたい。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 559 - ▲ 559 予定通り終了 ・外部有識者の所見を踏まえて、類似事業に、各種取り組み（競争性を確保した効率的な予算執行等）を反映する。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0135 - 00 平成30年度対象

11/25
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む）
※対象となる場合、
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備　考 担当部局庁 会計区分 項・事項 補助
金等

158 海上作戦部隊指揮統制支援システム用器材
（借上）

H14 終了予定なし 1,338 1,338 1,338 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・引き続き、１者応札が継続していることから、見積精査において新たなコスト低減の余地がないかなどの検証を行うとと
もに、契約実績等の分析を行い、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

1,940 1,483 ▲ 457 年度内に改善を
検討

見積精査において新たなコスト低減の余地がないかなどの検証、契約実績等の分析を行い、効率的な予算要求、予算
執行に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0136 - 00 その他

159 大型通信電子器材の外注整備 S55 終了予定なし 318 318 328 

・事業所管課における自己点検において、昨年度のレビューシートを踏まえ、
公募による競争性及び透明性の確保、交換部品の官給、自隊で対応可能な範囲
の精査を行っているとのことであり、引き続き、コスト縮減につながる取組の
検討に努められたい。
・「国費投入の必要性」の3項目について、評価に関する説明にまったく同じ文
章が並んでいる。必要だから必要だというようなトートロジー的な内容で、も
う少し丁寧で具体的な説明が必要ではないか。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 658 433 ▲ 225 執行等改善

・公募による競争性及び透明性の確保、交換部品の官給、自隊で対応可能な範囲の精査を行っており、引き続き、更
なるコスト縮減につながる取組の検討に努めていく。
・「国費投入の必要性」の3項目のうち、「地方自治体、民間等に委ねることが出来ない事業」の説明、及び「政策目
的の達成手段として必要かつ適切な事業」の説明を丁寧かつ具体的に記述した。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0166 - 00 平成29年度対象

160 対潜資料隊用器材の借上げ H3 終了予定なし 1,128 1,128 1,109 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・レンタル方式を採用するなど予算執行の効率化に努めていることが認められる。引き続きコスト低減方策の検討等を行い
効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

1,401 1,284 ▲ 116 現状通り ・引き続きコスト低減方策の検討等を行い効率的な予算要求、予算執行に努める。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0167 - 00 平成30年度対象

161 地理情報システムの整備(レンタル料) H4 終了予定なし 535 535 1,013 

・現在のシステムが一般競争入札を実施しても結果として1者応札となっている
ことから、自己点検にある、契約方式の改善に取り組んでいるとの記載につい
て具体的に記載をすべき。
・次期契約に向けて、システム整備計画の見直しを行い、整備所要の精査を進
められたい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 534 565 31 年度内に改善を
検討

クラウドへの収容のための検討と併せて、次期契約方式について検討を継続する。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0183 - 00 平成29年度対象

施策名：1-(2)従来の領域における能力の強化、3大規模災害等への対応

162 空中給油・輸送機（ＫＣ－４６Ａ）の取得 H28 終了予定なし 13,007 30,170 30,178 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り ・執行にあたっては、引き続き米国政府との価格交渉を行い、取得価格の低減・抑制に努められたい。 160 26,498 26,339 現状通り
令和３年度予算要求において、部品等包括契約を行うとともに、初度部品等の取得時期について精査を行い経費の縮
減を図る。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の購入に必要な経費

防衛省 0046 - 00 令和元年度対象

163 車両更新 H22 終了予定なし 1,539 1,747 1,223 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・繰越しの状況が継続していることから、要因分析の上、その理由についてレビューシートにおいて説明し執行の妥当性に
ついて国民の理解を得られるようにするとともに効率的な予算執行に努められたい。
・見積もり額で要求をしたところ契約額と大きく差がついたことが不用の理由として記載されているので、予算要求にあ
たっては、可能な限り最新の見積もりを反映し、適切な予算要求に努められたい。

799 1,949 1,149 ▲ 57.793 縮減

行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、繰越状況を要因分析し効率的な予算執行に努める。また、引き続き予
算要求時に最新見積りの反映を図るとともに、契約実績の分析及びコスト低減方策の検討等を行い、効率的な予算執
行、予算要求に努める。
なお、概算要求において57,793千円の縮減を図った。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0121 - 00 最終実施年度

164 航空管制器材の損耗更新 H4 終了予定なし 74 74 64 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

 ・引き続き、１者応札が継続していることから、見積精査において新たなコスト低減の余地がないかなどの検証を行うと
ともに、契約実績等の分析を行い、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

- - - 年度内に改善を
検討

本事業は引き続き継続事業であり、今後の予算化に向けて、予算要求に伴う見積もり要件、要求内容をさらに具体化
し、予算要求額を精緻化することで、適切な予算要求、予算執行に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0129 - 00 平成30年度対象

165 艦船需品の整備 S29 終了予定なし 1,243 1,274 1,263 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・落札率が100%のものが多く見受けられる。要因について分析し、その結果をレビューシートに記載することにより支出先
選定の妥当性について国民の理解を得られるようにするとともに、その分析結果を踏まえ、まとめ買いの導入、検討も踏ま
えて応札者拡大のための検討を行い、競争性の確保に努められたい。

1,404 2,176 771 執行等改善
高落札率の契約は、調達実績を基に調達要求を実施しているのが主要因と分析しており、落札率低下のためには応札
者数の拡大が必要と考えている。仕様の特殊性から新規参入が難しい場合が多いものの、競争性を確保するため応札
者拡大等の検討に努めるとともに、引き続き効率的な予算執行及び予算要求に尽力する。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
415

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0130 - 00 平成29年度対象

166 護衛艦（DDG) H27 R2 58,039 56,699 56,259 

・一般競争入札において、１者応札で落札率が１００％という案件が見受けら
れるが、その要因の分析について国民に理解が得られるように詳細に記載をす
べき。
・コスト縮減については引き続き取組を実施されたい。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 22,038 - ▲ 22,038 予定通り終了
一般競争において1者応札で落札率100%となった契約は、応急器材物品で、民生品と異なる要求仕様であり、1者しか
応札者いなかった。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）平成２７年度甲Ⅳ型警備艦建造費
　　（大事項）平成２７年度甲Ⅳ型警備艦建造に必要な経費
（項）平成２８年度甲Ⅳ型警備艦建造費
　　（大事項）平成２８年度甲Ⅳ型警備艦建造に必要な経費
（項）艦船整備費
　　（大事項）艦船建造に必要な経費

防衛省 0131 - 00 令和元年度対象

167 哨戒ヘリコプター（ＳＨ－６０Ｋ）の取得 H14 終了予定なし 14,370 20,508 20,504 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一定の繰越額の発生が続いており、計画的な予算の計上・執行に努めて欲しい。
・引き続き、価格交渉や原価精査等による価格面での適正化を実施してほしい。

16,997 11,283 ▲ 5,714 年度内に改善を
検討

・事業管理等を適切に実施し適切な予算の計上・執行に努める。
・競争性が働きづらい随意契約を含め、原価精査により価格面での適正化に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の購入に必要な経費
                  特定防衛調達航空機の購入に必要な経費

防衛省 0143 - 00 その他

168 護衛艦（DD） H21 終了予定なし 5,294 8,072 7,550 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業の効率性において、「主契約企業とその下請企業が製造する以外の装備品（機関、搭載武器、艦艇器材等）を官給し
ており、ＧＣＩＰの重複を局限しコストを低減している」とあるが、従来の積算と比べて具体的にどれくらいコスト低減が
図れているかなど、可能な限りレビューシートに記載し、国民の理解を得られるようすべき。

42,432 - ▲ 42,432 執行等改善

官給品によるコスト低減は、行政事業レビューが開始される以前から常態的に実施しており、会社の統合、合併や、
まとめ買い、機器の更新に伴う初度費など、情勢に応じて、常に最適な手法を追及し続けている。そのため、現状官
給している装備品を、官給品使用せずに艦船を建造した実績は事実上なく、実績との比較は不可能であるほか、想定
するにしても、同時期に複数艦を建造するしたり、連続して建造がある場合など、建造工期と官給調達品のリードタ
イムなどの兼ね合いから、そのコスト低減を定量的に見積もることは困難であるため。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計

（項）平成２６年度甲型警備艦建造費
　　（大事項）平成２６年度甲型警備艦建造に必要な経費
（項）平成３０年度甲型警備艦建造費
　　（大事項）平成３０年度甲型警備艦建造に必要な経費
（項）艦船整備費
　　（大事項）艦船建造に必要な経費

防衛省 0144 - 00 その他

169 支援船 H25 終了予定なし 232 232 232 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業の効率性において、「主契約企業とその下請企業が製造する以外の装備品（機関、搭載武器、艦艇器材等）を官給し
ており、ＧＣＩＰの重複を局限しコストを低減している」とあるが、従来の積算と比べて具体的にどれくらいコスト低減が
図れているのかなど、可能な限りレビューシートに記載し、国民の理解を得られるようすべき。

1,693 3,406 1,713 執行等改善

官給品によるコスト低減は、行政事業レビューが開始される以前から常態的に実施しており、会社の統合、合併や、
まとめ買い、機器の更新に伴う初度費など、情勢に応じて、常に最適な手法を追及し続けている。そのため、現状官
給している装備品を、官給品使用せずに艦船を建造した実績は事実上なく、実績との比較は不可能であるほか、想定
するにしても、同時期に複数艦を建造するしたり、連続して建造がある場合など、建造工期と官給調達品のリードタ
イムなどの兼ね合いから、そのコスト低減を定量的に見積もることは困難であるため。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）艦船整備費
　　（大事項）艦船建造に必要な経費

防衛省 0145 - 00 平成29年度対象

170 艦船需品費 S30 終了予定なし 5 5 5 

・支出先リストを参照すると、一般競争入札を実施しているものの、落札率が
100%となっている契約が見受けられる。価格の妥当性について理由を説明し、
国民の理解が得られるようにするとともに、随意契約にあたっては、見積もり
内容の精査を十分に行い価格の適正化に努められたい。
・少なくとも、カッターに関しては、海自幹部学校、幹部候補生学校、術科学
校と一括管理・調達できるのではないか。さらにいえば、海保や水産庁間の学
校とのまとめ買いもありうるのではないか。ヨットに関して、同様の調査・検
討をしてほしい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 5 5 0 ▲ 0.122 縮減
・落札率が100％となっているが、価格の妥当性については購入実績等を考慮し適切な予定価格を算出している。
・海自幹部学校等との一括調達について検討し、効率的な予算執行、予算要求に努める。
・また、令和3年度概算要求においては、契約実績を反映し122千円の縮減をした。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0146 - 00 平成30年度対象

171 艦船の整備維持に必要な経費 S30 終了予定なし 27 27 26 

・自己点検に仕様要件を必要最低限にしているのに、価格面を考慮し応札を断
念したと分析をしているが、価格面と仕様要件が合致していないのではない
か。
・一者応札が継続していると思慮されるが、今の対策以外の具体的な対策につ
いてどのように検討しているのかを記載すべき。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 21 29 8 ▲ 0.270 縮減

・仕様要件については必要最低限の設定とするよう努めており、過去には同様案件において本件以外の者が落札した
経緯もあることから、過去の契約実績等から他者は断念したと分析している。よって、応札者拡大に向け、入札参加
可能な業者が参加しなかった理由について要因分析を行うとともに、今後もHPに仕様書を掲載し、仕様内容を開示し
て応札者の拡大に努める。
・また、令和3年度概算要求において、契約実績を反映し270千円の縮減を図っている。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）艦船整備費
　　（大事項）艦船の整備維持に必要な経費

防衛省 0147 - 00 令和元年度対象

172 救難ヘリコプター（UH-６０Ｊ）の取得 H23 R10 16,818 16,818 18,231 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・次回以降の契約に当たっては、今までのコスト縮減施策を反映するとともに、可能な限り詳細な見積内容を入手してコス
ト縮減の余地を検証し、厳格な原価査定や適切な価格交渉等により、更なる価格の妥当性向上に努められたい。

3,528 2 ▲ 3,526 執行等改善

・５機まとめ買いや米国の機体との部品の共通化によりコストの低減を図った結果、令和３年度概算要求を8,742百万
円縮減させている。
・現在、用途廃止機からの部品利活用によるコストの縮減について会社と調整中であり、引き続き、効率的な予算要
求、予算執行に努めていく。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の購入に必要な経費

防衛省 0150 - 00 その他

173 自給式呼吸器（ＳＣＢＡ）用吸気充填機等の
装備

H20 R4 124 124 134 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・契約実績の分析及びコスト縮減方策の検討等を不断に実施し、その結果を反映することにより、効率的な予算要求、予算
執行に努められたい。

- 114 114 執行等改善 引き続き、契約実績を分析し更なるコスト低減方策の検討等を行い効率的な予算執行、予算要求に努める。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）艦船整備費
　　（大事項）艦船の整備維持に必要な経費

防衛省 0154 - 00 最終実施年度

174 一般用救命装備品等 H17 終了予定なし 1,380 1,380 1,003 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・救命装備品は自衛隊特有の装備品であり、製造可能業者が少ないこと等が高落札率になっている要因との分析であるが、
引き続き、契約実績の分析及びコスト縮減方策の検討等を行い、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

1,430 2,033 603 ▲ 95.992 縮減

・一般競争入札により応札者を募るなど、競争性の確保に努めているものの、救命装備品は自衛隊特有の装備品であ
り、その性能を満たす製品を製造可能な会社が少ないこと、また、それらを維持補修する技術を有する会社が限定的
であることから、高落札率になっていると考えられる。
・防衛省としても、引き続き、契約実績の分析及びコスト縮減方策の検討等を行い、その結果を反映することによ
り、効率的な予算要求及び予算執行に努める。
・なお、概算要求において95,992千円の縮減を図った。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0160 - 00 平成28年度対象

175 名古屋空港着陸料 H17 終了予定なし 916 916 779 

・現在、この金額について愛知県庁とは調整がついているとは思うが、愛知県
との金額調整を再検討するべきと考える。その際、旧軍時代に建設された頃と
違い、今は人口周密になっている大都市近郊の小牧基地を民間と共用で使用し
続けるかどうか、これも考慮に入れるべき。

事業内容の一部
改善

・近年、予算の執行が低下している。執行実績の分析を行うとともに、適切な予算要求、予算執行に努められたい。併せ
て、外部有識者の所見についても、検討いただきたい。

916 916 - 執行等改善

・「名古屋空港着陸料」は、航空自衛隊の任務遂行に必要な飛行部隊等の練度の維持向上及び小牧基地の機能維持を
図るために必要な事業である。
共用使用及び着陸料については、関係法令等に基づき定められているため、短期間での見直しは困難であるが、継続
的な検討を実施。
また、執行率については、予算の執行の分析を行うなどして、今後も適切な予算要求及び執行に努める。

統合幕僚監部 一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0161 - 00 平成28年度対象
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176 音響測定艦（ＡＯＳ） H29 R2 5,301 12,674 12,672 ・本事業は令和2年度が終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組等
については類似事業に適宜反映してもらいたい。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 8,667 - ▲ 8,667 予定通り終了
音響測定艦については、事業終了であるが、引き続き、類似事業におけるコスト縮減のための取組等については、継
続的に反映していく。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）艦船整備費
　　（大事項）艦船建造に必要な経費

防衛省 0163 - 00 平成29年度対象

177 乙類（衛生器材） S39 終了予定なし 276 465 438 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一般競争入札を実施しているものの一者応札が見受けられる。要因について分析するとともに、引き続き競争性の向上に
努められたい。
・令和元年度については不用率が約２０％と高いため、その理由をレビューシートに記載することとし、適切な予算要求、
予算執行に努められたい。
・随意契約に当たっては可能な限り詳細な見積内容を入手してコスト縮減の余地を検証し、厳格な原価査定や適切な価格交
渉等により、更なる価格の妥当性向上に努められたい。

529 281 ▲ 248 執行等改善
・一者応札の要因を分析するとともに、仕様書の見直し等の施策を引き続き実施し、競争性の向上に努める。
・従前より随意契約の際にはオープンカウンター方式により複数者の見積を取得することで、価格の妥当性向上に努
めていたところであり、引き続き価格の妥当性向上に努める。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
239

人事教育局
整備計画局

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0181 - 00 平成29年度対象

178 乙類（車両） H17 終了予定なし 4,259 16,627 16,540 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・引き続き、応札者拡大のための検討を行い、競争性確保に努められたい。
・令和元年度執行では、当初予算＋補正予算に対する執行額の割合（％）が２８０％となっている。その要因を可能な限り
レビューシートで説明し、執行の妥当性について国民の理解を得られるよう努められたい。

4,546 10,818 6,272 執行等改善
・応札者拡大のための検討を実施し、競争性確保に努める。
・当初予算及び補正予算に加え前年度からの繰越し分を執行したため、執行額の割合（％）が２８０％となったもの
である。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0182 - 00 その他

179 輸送機（Ｃ－２）の取得 H23 R8 11,376 34,529 32,034 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・引き続き、契約に当たっては、可能な限り詳細な見積内容を入手し、コスト縮減の余地を検証し、厳格な原価査定や適切
な価格交渉により、更なる価格の妥当性向上に努められたい。
・繰越について、「本機に必要な構成品であり、納期を延期してでも取得しなければならないと判断」とあるが、その理由
を国民の理解を得られるようレビューシートに記載し、説明すべき。

25,259 56,571 31,312 執行等改善
繰越は、構成品の一部不具合の修復に時間を要するとの理由で発生したもので、国民の理解は得られるものと思慮す
るが、次年度以降、発生した場合は丁寧な説明に努めたい。引き続き原価精査及び価格交渉等により価格面での妥当
性の向上及び適正化に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の購入に必要な経費

防衛省 0185 - 00 令和元年度対象

180 乙類（需品器材） S29 終了予定なし 4,426 12,599 12,506 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一者応札となっているものについては、高落札率となる傾向があるため、十分な要因分析を実施し、競争性の確保に努め
られたい。

7,395 4,051 ▲ 3,344 執行等改善
一括調達の拡大等の各種検討を継続的に行うとともに、随意契約に至った事業についてはその要因を把握・分析し、
他の事業のコスト削減のための取り組み事例等も参考にして、更なる効率的な予算要求・執行に努める。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
1,371

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

整備計画局
一般会計

（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0186 - 00 平成28年度対象

施策名：1-(3)持続性・強靭性の強化

181 搭載武器支援器材 S47 終了予定なし 13 - - 

・昨年度から本年度への繰越が発生しているが、運用上問題はなかったのか。
レビューシート上の成果目標及び成果実績（アウトカム）からでは部隊運用支
援態勢の確保は図られていると思われる。どのような計画で予算要求を行って
いるのかレビューシートに説明を記載するべきではないか。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 執行等改善
・引き続き、コスト低減方策の検討等を行い、効率的な予算要求及び予算執行に努める。
・なお、関連する他事業の遅れに伴い、昨年度から本年度への繰越が発生したが、本事業で取得予定の器材について
は、関連する他事業の進捗に合わせ必要時期までに取得できる見込みであり、運用上の問題は生じていない。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0038 - 00 平成28年度対象

182 緊急射出装置用部品 S47 終了予定なし 2,048 2,304 1,576 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・不用率の理由の記載に「事業の効率的な実施を図りつつ、適正な執行に努めたため」とあるので、予算要求にあたって
は、執行実績を適切に反映されたい。

3,060 3,812 752 ▲ 145.014 縮減 事業の効率的な実施を図り、令和３年度概算要求額を約１４５百万円縮減した。
防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0045 - 00 平成28年度対象

183 通信機器購入費（空自） S47 終了予定なし 48,491 47,320 44,268 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・引き続きまとめ買い等の検討を行い、取得単価の低減に努められたい。
・随意契約に当たっては、原価精査や価格交渉による価格面での適正化を更に追求されたい。

31,269 49,087 17,818 ▲ 230.259 縮減
・一括調達等により予算執行のコスト低減を図り、令和３年度概算要求額を約２３０万円縮減した。
・随意契約に当たっては、原価精査や価格交渉による価格面での適正化を引き続き追求していく。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
831

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0049 - 00 その他

184 諸器材購入費（空自） 不明 終了予定なし 20,432 22,428 27,729 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・繰越の状況が継続していることから、引き続き、要因分析のうえ、可能な限り予算要求に反映するなど効率的な予算執行
に努められたい。
・一者応札、一者応募の分析を行い、更なる応札者等の拡大の検討を行うとともに、コスト低減や効率化に向けた工夫の検
討に努められたい。

21,608 14,981 ▲ 6,627 執行等改善

・繰越については、原材料又は製造等に必要な部品の取得に係る期間が当初計画より長く要することとなったもの
や、関連事業の遅延があり、その遅延を踏まえた計画変更が生じたもの等、いずれも避けがたい理由からやむを得ず
繰り越しているものである。しかしながら、計画的に調達を実施していく観点から、引き続き、繰越を可能な限り抑
えるよう努める。
・一者応札・一者応募については、適宜に仕様書等を見直すなど、応札業者拡充に努めるとともに、事業の特性等に
応じた事業内容の合理化及び要求内容の精査を行いつつ、透明性を確保したうえで価格交渉による更なるコスト低減
に努める。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
1,023

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0078 - 00 平成30年度対象

185 諸器材等維持費（空自） 不明 終了予定なし 14,826 15,471 13,070 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一般競争入札を実施しているものの一者応札が見受けられる。要因について分析するとともに、まとめ買いの導入、検討
も踏まえて応札者拡大のための検討を行い、引き続き競争性の確保に努められたい。

14,832 16,904 2,072 執行等改善 引き続き、仕様書の見直し等により応札業者等の拡充、競争性の確保に努めていく。
「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
83

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0128 - 00 防衛省 0039 - 00 その他

186 老朽整備器材更新(機体) 不明 終了予定なし 151 151 15 

・令和元年度の執行額は昨年度に続き予算額を超過し、執行率も大幅に増加し
ている状況であることから理由をレビューシートに記載をすべき。またその理
由を踏まえ適切な予算執行及び予算要求に努められたい。
・適宜仕様書等を見直し応札業者の拡充に努めらているとのことであるが引き
続き実施し、適切な価格低減の取組みを推進されたい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 663 1,049 386 執行等改善

・執行額が予算額を大幅に下回っている状況は、経費項目「老朽整備器材更新（機体）」のうち、事業名「諸器材購
入費（空自）」として執行された予算が存在することが影響している。令和３年度以降、事業名「諸器材購入費（空
自）」を「老朽整備器材更新（機体）」に統合し、事業名を一本化する。なお、事業名「諸器材購入費（空自）」と
「老朽整備器材更新（機体）」を合わせた場合、令和元年度の執行率は、106％となる。
・執行時の見積価格が予算要求時の見積価格と比して、部材費の高騰により、高くなる場合があるため、最新の過去
実績等を反映するとともに、詳細な内訳を入手し、コスト低減の余地がないか検証することにより、価格交渉等にお
いて更なるコスト縮減に努める。
・応札者拡大のため、一者応札、一者応募の要因分析を行い、十分な公示期間の設定に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0148 - 00 平成29年度対象

187 ＩＲＡＮ（航空機定期修理）経費等 S34 終了予定なし 35,020 34,432 27,769 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・ライセンス等に基づく随意契約については、原価精査や価格交渉等による価格面での適正化に努められたい。
・また、令和元年度については、不用率が約２０％となっている。契約実績等を反映するなど、適切な予算要求に努められ
たい。

40,561 38,687 ▲ 1,874 執行等改善
・ライセンス等に基づく随意契約にあたっては、的確な原価監査及び商議等により価格面での適正化を図りつつ、直
近のＩＲＡＮ実績を踏まえて工数や部材費等の適正化を図っている。
・今後も執行実績の分析及びコスト低減の検討を行い、更に効率的な予算執行、予算要求に努める。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
435

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0151 - 00 平成30年度対象

188 航空機整備器材修理費 不明 終了予定なし 2,322 2,322 2,006 

・一般競争入札により入札参加者を多く募り競争性を確保しているとのことだ
が、結果的に1者応札かつ高落札率となっている。何が要因であるのか分析を行
い、応募者数の拡大を図る方策を検討し、競争性確保に努められたい。また、
やむを得ず随意契約を行わなければならない場合においても、習熟効果等を考
慮した原価査定や価格交渉等による価格面での適正化に努める必要がある。
・大きな視点から、１者応札かつ高落札率にならざるを得ない（やむを得な
い）背景理由を、分析・公表すると共に、仮に非常事態（たとえば新型コロナ
や大災害）に遭遇しても官民連携がスムーズに進むように検討するべきではな
いか。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 2,025 1,893 ▲ 132 執行等改善

・１者応札となっている要因を分析し、十分な公示期間の設定により応札者の拡大を図る等、更なる競争性・透明性
の確保に努める。
・見積精査に当たり、直近の実績単価を参考とするだけでなく、詳細な内訳を入手し、コスト低減の余地がないか検
証することにより、価格交渉等において更なるコスト縮減に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0155 - 00 令和元年度対象

189 航空機維持部品 S29 終了予定なし 54,828 57,832 74,760 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・引き続き、事業の性質上、競争性を高めることが困難と思われるものについては、競争性のない契約とならざるを得ない
事情を十分に検討し、やむを得ない場合には形式的な競争性を求めるよりは、随意契約とすることも検討し、可能な限り詳
細な見積もりを入手してコスト縮減の余地を検証し、厳格な原価査定や適切な価格交渉等により、更なる価格の妥当性向上
に努められたい。

100,546 52,873 ▲ 47,673 ▲ 78.446 縮減

・可能な限り繰越を発生させないよう関係会社と調整するとともに、納品までのリードタイムの短縮化や早期予算執
行等に努める。
・市場調査を十分に実施し、競争性のないものについては形式的な競争性を求めるのではなく随意契約とすることも
検討するとともに、可能な限り詳細な見積りを入手して、更なる価格の妥当性向上に努める。
・なお、概算要求において78,446千円の縮減を図った。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
4,748

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0156 - 00 最終実施年度

190 ｴﾝｼﾞﾝ･ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ経費 H1 終了予定なし 7,884 6,711 4,067 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・点検検査間隔の延長等を実施し予算執行の効率化に努めていることが認められる。引き続きコスト低減方策の検討等を行
い効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

7,474 7,922 448 現状通り
契約実績の分析及びコスト低減の検討を行うなど、今後も引き続き更なる効率的な予算執行、予算要求に努めるとと
もに、繰越の要因を分析・特定し、その是正に努めていく。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0157 - 00 平成28年度対象

191 航空機修理費（空自） 不明 終了予定なし 208,988 202,702 176,274 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一者応札となっているものについては、高落札率となる傾向があるため、十分な要因分析を実施し、競争性の確保に努め
られたい。

182,491 148,378 ▲ 34,113 ▲ 305.964 縮減

応札者が１者応札となっている契約について、事業の性質上、競争性を高めることが困難であるものについては十分
に内容を精査し透明性を確保したうえで随意契約とするとともに、的確な原価監査及び商議等により価格面での適正
化を図る。また、各種入札者の誘引施策を検討し、競争性向上に努めるとともに、引き続き契約実績の分析及びコス
ト低減の検討を行う。
なお、概算要求において305,964千円の縮減を図った。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
3,517

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費
　　（大事項）特定防衛調達航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0158 - 00 前年度新規 ○

192 飛行点検機（Ｕ－６８０Ａ）の取得 H29 R2 4,841 4,841 4,846 

・プライベート・ジェットクラスの民生品であることを考えると、中古機では
だめだったのかレビューシートに説明を記載する必要があると考える。
・単位当たりコスト等の水準については、事業所管部局による点検・改善にお
いて「妥当である」と評価しているが、単位当たりコストの推移では大きく下
がっている。前年度と比較してなぜ妥当なのか明確な理由をレビューシートに
記載するべきである。今後の維持整備費についても、コスト削減の工夫に努め
て頂きたい。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 1,740 - ▲ 1,740 予定通り終了

・プライベート・ジェットクラスの中古機を対象とした場合、当該機の機齢によっては運用期間が制限されるほか、
早期に部品枯渇の問題が発生し、維持経費が増大すること、また、企業から経費の提案を受けるに当たり、合理的に
予測することが困難となると考え、新造機の取得としたものである。
・単位当たりコストが大きく下がったのは、国庫債務負担行為の年割額が下がったことによるものである。
・今後維持整備費についても、見積り内容の精査、実績の確認を行い、コスト削減に努めていく。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の購入に必要な経費

防衛省 0177 - 00 最終実施年度
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193 市ヶ谷地区の維持管理に要する経費 H12 終了予定なし 6,294 6,638 5,747 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・競争性の確保に努めていることは評価できるが、施設管理業務については結果として一者応札となっている業務が多いの
で、一者応札の要因分析を行い、改善策を検討し、更なる競争性の確保に努められたい。 6,383 7,263 880 執行等改善

引き続き、契約実績の分析を行い、受注者や、入札に参加しなかった者の意見を踏まえつつ、受注者が保有すべき資
格や人員体制など可能な限り見直し仕様書に反映するなどして競争性の拡大を図る。

大臣官房 一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費
                  施設等機関等の運営に必要な経費
                  統合幕僚監部の運営に必要な経費
                  陸上自衛隊の運営に必要な経費
                  海上自衛隊の運営に必要な経費
                  航空自衛隊の運営に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）運用基盤等の強化に必要な経費
         　　　　知的基盤の強化に必要な経費
（項）防衛装備庁共通費
　　（大事項）防衛装備庁一般行政に必要な経費

防衛省 0221 - 00 平成30年度対象

194 先端製造技術の利活用に関する各種事例等の
調査研究に要する経費

H31 終了予定なし 10 10 8 

・コスト等の水準について、一般競争をえた契約であると妥当との記載につい
てもその理由が不明瞭であることから具体的に記載をするべき。
・成果目標について、三次元積層造形技術の調査によりどれくらいの装備品の
部品の製造が可能となるのかについて具体的に記載をすべき。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 5 32 27 年度内に改善を
検討

・御指摘の妥当性について、具体的な理由を追記した。
・本事業は、調達リードタイムの縮減等、装備品の効率的な運用を目指す上で必要となる部品を取得するためのプロ
セス等を構築するための検討であり、すべての部品を三次元積層造形で製造することを目的としていないが、部品数
に関する知見が得られた場合、本レビューシートの適切な箇所への記載を行う。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 新31 - 0008 - 00 平成30年度対象

195 Ｐ－３Ｃ部品互換性調査 H31 R1 43 43 41 ・本事業は令和元年度が終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組
等については類似事業に適宜反映してもらいたい。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了 本事業におけるコスト縮減の取組等は、今後行う類似事業に対して随時適用する。
防衛装備庁

プロジェクト管理
部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 新31 - 0009 - 00 令和元年度対象

施策名：1-(3)持続性・強靭性の強化、2-(1)人的基盤の強化

196 自衛隊施設整備 S29 終了予定なし 91,012 118,067 111,408 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・引き続き、公開プロセスにおいて指摘された一者応札の改善に係る取り組みを推進し、効果の検証までのプロセスを確実
に進められたい。

111,836 159,686 47,850 執行等改善
・令和２年度は、一者応札の対策案についてより具体化すると共に、効果検証のための事業者へのアンケートの立案
及び評価手法を作成する。また、事業者へのヒアリング等を引き続き実施する。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
77,210

整備計画局 一般会計

（項）防衛本省施設費
　　（大事項）防衛本省施設整備に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）衛生機能の強化に必要な経費
              運用基盤等の強化に必要な経費
（項）地方防衛局施設費
　　（大事項）地方防衛局施設整備に必要な経費
（項）防衛装備庁施設費
　　（大事項）防衛装備庁施設整備に必要な経費

防衛省 0184 - 00 平成29年度対象

197 特別借受宿舎 S39 終了予定なし 13,107 13,107 13,034 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・国家公務員共済連合会が建設し、国が金利６．５％の金利を含めた借受料で借り受けている宿舎の買い取りの促進を図
り、国の借受料の負担総額を軽減するよう努められたい。

12,783 13,300 518 ▲ 516.536 縮減

　令和３年度概算要求においては、特別借受宿舎６７３戸の買取経費７，７１０百万円を計上している。令和２年度
予算と比較して買取経費を１，０３４百万円増額したことにより買取の促進を図り、特別借受宿舎の早期解消と借受
料の節減に努めているところであり、令和３年度概算要求では借受料を５１７百万円低減することができた。
　なお、金利の支払額低減に努めるため、買取については、原則として残金利額の大きい、直近の建設年度の特別借
受宿舎から買い取ることとしている。

人事教育局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）運用基盤等の強化に必要な経費

防衛省 0222 - 00 平成28年度対象

198 一般借受宿舎 S48 終了予定なし 4,059 4,059 3,943 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・引き続き、宿舎設置の必要性自体を精査するとともに、周辺宿舎の空室状況を十分に調査し、必要最小限の借上となるよ
う努めることにより、効率的な予算要求、予算執行を行っていただきたい。

4,277 4,211 ▲ 66 ▲ 264.608 縮減

令和３年度概算要求において、新規借受分については周囲に所在するその他の宿舎の貸与状況を勘案して必要戸数を
精査している。
また継続借受分については、未入居宿舎の廃止等を行ない、借上戸数を３３６戸減らしたことで２６５百万円の縮減
を図っている。

人事教育局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）運用基盤等の強化に必要な経費

防衛省 0223 - 00 その他

199 宿舎（建設等） S37 終了予定なし 23,260 21,150 18,468 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業の有効性について、「宿舎建設等を着実に実施しており、見合ったものとなっている」とのことだが、令和元年度に
おける当初見込みと活動実績にかい離がみられる。その理由について、可能な限りレビューシートに記載し、国民の理解を
得られるよう努めるべき。
・毎年度繰越を発生させているところ、その要因については、「入札不調、地元との調整に時間を要するものなど、不足の
事態によるもの」とのことであるが、引き続き、事業管理に万全を期していただきたい。

26,190 21,931 ▲ 4,259 執行等改善

・令和元年度における当初見込みと活動実績のかい離については、一部事業にて建設に必要な用地取得の進捗が当初
計画より遅延したことに伴うものである。令和３年度概算要求においては、計画の進捗状況を鑑みた上で、実行可能
な宿舎整備を実施していくとともに、宿舎の廃止等を検討するなど効率的な宿舎整備を実施する。
・引き続き事業計画の最適化に努め、繰越を発生しないよう努めていく。

人事教育局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）運用基盤等の強化に必要な経費

防衛省 0224 - 00 平成29年度対象

施策名：1-(3)持続性・強靭性の強化、2-(3)技術基盤の強化

200 相互防衛援助協定交付金 S29 終了予定なし 152 152 152 

・米国との協定に基づき実施される資金交付については、引き続き相互防衛援
助事務所と協議を実施し、経費の精査に努められたい。
・現物提供における一社応札への取組については、評価できることから引き続
き取組を維持してほしい。

現状通り ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 153 153 - 現状通り
相互防衛援助事務所との間で経費の必要性について十分な協議を行い、引き続き適切な予算要求及び予算執行に努め
る。
また、公募にあたっては、応札者拡大のための検討を不断に実施し、更なる競争性の向上に努める。

大臣官房 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）相互防衛援助協定交付金等に必要な経費

防衛省 0226 - 00 平成29年度対象

施策名：2-(1)人的基盤の強化

201 滑空機の性能確認検査 S30 終了予定なし 0 0 0 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業の特性上、競争性が働きづらく、競争性による価格の妥当性を高めることは困難であると思われるものについては、
引き続き価格交渉や原価精査等による価格面での適正化を実施し、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

0 0 - 年度内に改善を
検討

・行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、引き続き見積もり内容等の精査による価格の適正化を図るととも
に、近隣部隊等の掲示板への公告の貼り出し依頼、HP掲載の公告への仕様書添付、郵便入札の実施など応札者拡大を
図ることによる競争性の向上により、効率的な予算執行、予算要求に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0041 - 00 平成30年度対象

202 航空機修理部品及び整備用消耗品 S30 終了予定なし 2 2 6 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・随意契約に当たっては、可能な限り詳細な見積内容を入手し、コスト縮減の余地を検証し、厳格な原価査定や適切な価格
交渉により、更なる価格の妥当性向上に努められたい。
・２年連続、執行額が予算額を上回っているので、予算と執行の乖離が発生しないように適切な予算要求に努められたい。

2 5 3 ▲ 0.141 縮減

・行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、随意契約について引き続き見積もり内容等の精査による価格の適正
化を図るとともに、近隣部隊等の掲示板への公告の貼り出し依頼、HP掲載の公告への仕様書添付、郵便入札の実施な
ど応札者拡大を図ることによる競争性の向上により、効率的な予算執行、予算要求に努める。
・滑空機の修繕費用を予算要求し、安全かつ円滑な運用に努める。
・また、令和3年度概算要求においては、契約実績を反映し141千円の縮減をした。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）航空機整備費
　　（大事項）航空機の整備維持に必要な経費

防衛省 0042 - 00 その他

203 家族支援経費 H22 終了予定なし 45 45 51 

・事業所管課における自己点検において、現状では、インマルサット衛星通信
回線等を活用し、艦艇との通信に必要な知見を持った業者が１者のみとのこと
であるため、引き続き、通信技術の進歩や新規参入業者の情報に注視し、競争
性の確保に努められたい。

現状通り ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 63 63 0 現状通り
・インマルサット衛星通信回線等を活用し、艦艇との通信に必要な知見を持った業者が１者のみであるものの、通信
技術の進歩や新規参入業者の情報を注視し、競争性の確保に努め、適切に対応したい。

人事教育局 一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0216 - 00 平成28年度対象

204 庁内託児施設の整備 H19 終了予定なし 248 60 24 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・予算の執行率が低く、不用理由からやむを得ない面もあるが、綿密な調整と計画において、適切な予算執行、予算要求に
なるよう努めてほしい。

304 2 ▲ 302 執行等改善 ・綿密な調整と計画により、適切な予算執行、予算要求になるよう努める。 人事教育局 一般会計

（項）防衛本省施設費
　　（大事項）防衛本省施設整備に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）運用基盤等の強化に必要な経費
                    衛生機能の強化に必要な経費

防衛省 0220 - 00 平成29年度対象

205 緊急登庁支援用備品等 H23 終了予定なし 16 17 13 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・引き続き、契約実績の分析及びコスト低減方策の検討等を行い、効率的な予算執行に努められたい。
・また、一定程度の不用率があることから契約実績の分析を行い、適切な予算要求に努められたい。

22 19 ▲ 4 ▲ 5.862 縮減
緊急登庁支援を必要とする隊員数を精査し、備品等の購入・更新の実施、また、最新の見積りや実績等を勘案した要
求を行った結果、5,862千円を縮減した。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
64

人事教育局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）運用基盤等の強化に必要な経費
                  人的基盤の強化に必要な経費

防衛省 0225 - 00 平成28年度対象

206 防衛大学校における教育訓練に要する経費 S28 終了予定なし 2,170 2,170 2,082 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・一般競争入札を実施しているものの、一者応札となっている状況が散見されることから、要因分析を実施し、応札者拡大
のための検討して競争性の向上に努められたい。

1,901 2,130 229 ▲ 19.695 縮減
・応札者拡大に向け、入札参加可能な業者が参加しなかった理由について要因分析を行うとともに、今後もHPに仕様
書を掲載し、仕様内容を開示して応札者の拡大に努める。
・また、令和3年度概算要求においては、契約実績を反映し20百万円の縮減をした。

人事教育局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）運用基盤等の強化に必要な経費
                  人的基盤の強化に必要な経費

防衛省 0228 - 00 平成28年度対象

207 自衛官等募集活動に要する経費 S28 終了予定なし 1,337 1,337 1,317 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・一般競争入札を実施しているものの、一者応札となっている状況が散見されることから、要因分析を実施し、応札者拡大
のための検討をして競争性の向上に努められたい。

1,405 1,473 68 現状通り
１者応札となっている入札については、仕様書の記述が適切な表現となっているか検討するとともに、要因分析のう
え、見直しを実施し複数者が入札できる状況にする。また、事業者からの見積書についても内容を精査し、効率的な
予算要求及び予算執行に努める。

人事教育局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費

防衛省 0229 - 00 その他

208 援護業務に要する経費 S45 終了予定なし 156 156 156 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・引き続き、一者入札（応募）については要因分析を行い、更なる応札者拡大の検討を行い、適切な予算要求、予算執行に
努められたい。

160 165 5 ▲ 0.099 縮減
・旅費単価の見直しにより99千円の節約を行った。
・競争性の拡大に努めるとともに、引き続き執行状況を把握し、効率的な予算要求及び予算執行に努めてまいりた
い。

人事教育局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）運用基盤等の強化に必要な経費
                    人的基盤の強化に必要な経費

防衛省 0230 - 00 平成30年度対象
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209 募集事務地方公共団体委託費 S28 終了予定なし 84 84 82 

・支出先リストを参照すると、業務概要の記載が同じ場合でも、支出先により
支出額の差異が生じているため、レビューシートにおいて内訳を丁寧に説明
し、国民の理解が得られるようにすべきではないか。
・「国費投入の必要性」の2項目について、評価に関する説明に同じ文章が並ん
でいるうえに、自衛隊法を記述しただけにとどまっている。必要だから必要だ
というようなトートロジー的な内容で、もう少し丁寧で具体的な説明が必要で
はないか。安全保障環境が厳しさを増すなかで優秀な人材の確保は喫緊の課
題、また少子高齢化が進むなかで人員を確保するためには積極的な募集業務が
不可欠、といった説明にはならないのか。
・「成果目標及び成果実績」について、目標値（採用予定人員）と成果実績
（採用実績）が毎年完全に一致している。募集予定人数が毎年過不足なく充足
されることがありうるか。

現状通り ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 85 92 7 現状通り

　防衛省・自衛隊においては、厳しい募集環境が継続する中においても、現役高校生を中心に広く国民一般から多数
の人材を募集し、優秀な人材を将来にわたり安定的に確保する必要があることから、地方の総合行政主体であり、地
域社会と密接なつながりを有する地方公共団体と連携することが必要不可欠であると認識している。
　今後も引き続き、毎会計年度終了後に行っている各地方公共団体からの募集事務実績報告により委託費の執行状況
を把握するとともに、執行においては、年度途中の執行実績に応じた再配分を行うことにより更なる効率的・効果的
な執行に努める。
「国費投入の必要性」及び「成果目標及び成果実績」の記載について、ご指摘を踏まえ修正をした。

人事教育局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費

防衛省 0231 - 00 令和元年度対象

210 自衛官等募集試験等に要する経費 S28 終了予定なし 274 274 260 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一者応札となっているものについては、高落札率となる傾向があるため、十分な要因分析を実施し、競争性の確保に努め
られたい。

283 303 20 執行等改善
　１者応札となっている入札については、仕様書の記述が適切な表現となっているか検討するとともに、要因分析の
うえ、見直しを実施し複数者が入札できる状況にする。また、事業者からの見積書についても内容を精査し、効率的
な予算要求及び予算執行に努める。

人事教育局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費

防衛省 0232 - 00 その他

211 自衛官等募集広報宣伝に要する経費 S28 終了予定なし 621 621 618 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一者応札となっているものについては、高落札率となる傾向があるため、十分な要因分析を実施し、競争性の確保に努め
られたい。

623 662 39 執行等改善
１者応札となっている入札については、仕様書の記述が適切な表現となっているか検討するとともに、要因分析のう
え、見直しを実施し複数者が入札できる状況にする。また、事業者からの見積書についても内容を精査し、効率的な
予算要求及び予算執行に努める。

人事教育局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費

防衛省 0233 - 00 令和元年度対象

212 企業主招へいに要する経費 S53 終了予定なし 36 36 33 

・引き続き、執行状況の分析等を不断に実施し、その結果を反映することによ
り、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。
・また、企業主等の自衛隊や就職援護の理解を得ることについて、企業主等招
へい人数がなぜ毎年約４千人も必要であるのかレビューシートに丁寧に記載し
たほうが国民に理解されるのではないか。

現状通り ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 32 34 2 現状通り

・引き続き、執行状況を把握し、効率的な予算要求及び予算執行に努めてまいりたい。
・幅広い分野への再就職を可能とするためには既に雇用実績のある企業の企業主、人事担当者やこれから雇用が見込
まれる企業の企業主、人事担当者等を招へいし理解を得る必要がある。官用車の利用を組み込む等経費の節減に留意
し、効率化に努めているところである。自衛官の人事制度が若年定年制、任期制であること自体の認知を広げ、再就
職職域の拡大、再就職先の確保等を図るため、引き続き、事業効果の分析に配慮しつつ実施してまいりたい。

人事教育局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費

防衛省 0234 - 00 令和元年度対象

213 進路相談部外委託に要する経費 H8 終了予定なし 87 87 87 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・次回の契約にあたっては、前回の一者応札となった要因として昨年度のレビューシートに記載をしていた「手続きに必要
な期間の十分な確保」及び「ホームページ等で入札情報を広く周知」について実施をし、競争性の確保に努められたい。

95 91 ▲ 3 現状通り ・競争性の確保に努めるとともに、複数の業者が参加しやすい状況となるよう配慮してまいりたい。 人事教育局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費

防衛省 0235 - 00 平成28年度対象

214 援護業務民間委託に要する経費 H19 終了予定なし 1,260 1,260 1,249 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り ・引き続き、執行状況の把握及び分析を行い、さらなる効率的な予算要求、予算執行に努められたい。 1,338 1,463 125 現状通り ・引き続き、執行状況の把握に努めるとともに、効率的な予算要求及び予算執行に努めてまいりたい。 人事教育局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費

防衛省 0236 - 00 平成30年度対象

215 退職予定自衛官就職援護業務費補助金 S54 終了予定なし 365 365 365 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・引き続き、補助事業者からの報告を受ける「補助事業実施状況報告書」を精査し、使途及び経済的な支出になっているか
コスト縮減の視点で適切に管理して欲しい。

369 370 1 現状通り
・引き続き、補助事業実施状況報告書を精査し、執行状況を把握するとともに、効率的な予算要求及び予算執行に努
めてまいりたい。

人事教育局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費

防衛省 0237 - 00 平成29年度対象 ○

216 貸費生貸与金 S30 終了予定なし 16 9 8 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・成果目標及び成果実績（アウトカム）について、採用予定人員の確保の達成度が近年５０％台と低い。事業の有効性を説
明するうえでも、達成度が低い理由や対応策を含め、レビューシートに丁寧に記載したほうがよい。

17 17 - 執行等改善

　貸費学生の人員確保が低調であるのは、近年、労働市場が売り手市場であったところ、卒業後に自衛隊に勤務する
ことの魅力について、就職活動前の学生の興味・関心を惹くような形で、十分に周知活動が行えていなかったことが
原因の一つであると考えられる。
　学生に対し、在学中に専攻した学術を活かして自衛隊の幹部として勤務できるという魅力について、今まで以上に
丁寧に説明を行うなど、貸費学生制度の周知を強化し、所要の人員確保に努める。

人事教育局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費

防衛省 0238 - 00 平成29年度対象

217 予備自衛官に必要な経費 S29 終了予定なし 2,543 2,764 2,439 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・引き続き、契約実績の分析及びコスト縮減方策の検討等を不断に実施し、その結果を反映することにより、効率的な予算
要求、予算執行に努められたい。

2,499 2,459 ▲ 40 現状通り
引き続き、契約実績の分析及びコスト縮減方策の検討等を実施し、効率的な予算要求、予算執行に努めるともに、
「人的基盤の強化に関する検討委員会」の検討結果を適切に反映する。

人事教育局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費

防衛省 0239 - 00 平成29年度対象

218 即応予備自衛官に必要な経費 H9 終了予定なし 3,747 3,721 3,418 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・訓練出頭率は、勤務先の経営状況に影響され、コストによる費用対効果が得にくいものであるなど、防衛省のみでの改善
は困難であるといった点は理解できる。引き続き、出頭率向上のため、各種施策の見直し等に努めていただきたい。

3,789 3,682 ▲ 107 現状通り
即応予備自衛官がより柔軟に訓練出頭できるよう、引き続き制度改善施策を検討するとともに、「人的基盤の強化に
関する検討委員会」の検討結果を適切に反映する。

人事教育局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費

防衛省 0240 - 00 最終実施年度

219 予備自衛官補に必要な経費 H14 終了予定なし 177 158 152 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・訓練出頭率は、勤務先の経営状況に影響され、コストによる費用対効果が得にくいものであるなど、防衛省のみでの改善
は困難であるといった点は理解できる。引き続き、出頭率向上のため、各種施策の見直し等に努めていただきたい。

153 183 29 執行等改善
予備自衛官補がより柔軟に教育訓練に出頭できるよう、引き続き制度改善施策を検討するとともに、「人的基盤の強
化に関する検討委員会」の検討結果を適切に反映する。

人事教育局 一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費

防衛省 0241 - 00 平成28年度対象

220 入校、講習、研修等に要する旅費 S28 終了予定なし 1,887 1,887 1,706 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・旅費の執行について、引き続き、関係法令に基づくとともに、官用機の利用や部隊等における部内泊をするなど効率的か
つ抑制的な執行に努められたい。

1,846 1,838 ▲ 9 ▲ 0.064 縮減

令和３年度概算要求では、行先の変更や運賃見直しにより、64千円の縮減を図った。
また、行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、官用機の利用、部隊等における部内泊、旅行パック等の更なる
活用といった効率的、抑制的な執行を図るとともに、引き続き効率的な予算要求及び関係法令に基づき適切な予算執
行に努める。

人事教育局
防衛政策局

一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費
                  衛生機能の強化に必要な経費
                  装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0218 - 00 その他

221 部外講師の招へいに要する旅費 S43 終了予定なし 15 15 11 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り ・旅費の執行について、引き続き、関係法令に基づき、適切に実施されたい。 16 17 1 現状通り
行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、引き続き、官用機の利用といった効率的かつ抑制的な執行を図るとと
もに、効率的な予算要求及び関係法令に基づき適正な予算執行に努める。

人事教育局 一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費
                  衛生機能の強化に必要な経費
                  装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0219 - 00 令和元年度対象

施策名：2-(2)装備体系の見直し

222 電子計算機システムの新技術実用化等に関す
る技術支援

H28 R1 - - - 

・本事業は最終年度であるが、本事業の成果について国民に理解が得られるよ
うに記載をされたい。
・本事業におけるコスト縮減の取組や得られた効果については類似事業におい
て活用されたい。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了
・今後の類似する事業において、予算要求に伴う見積もり要件、要求内容をさらに具体化し、予算要求額を精緻化す
ることで、適切な予算要求、予算執行に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0258 - 00 最終実施年度 ○

施策名：2-(3)技術基盤の強化

223 研究開発推進事業 H19 終了予定なし 50,575 47,790 44,090 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・繰越の状況が継続していることから、要因分析を行い、適切な事業管理の実施のもと、効率的な予算執行に努められた
い。
・引き続き官給品、民生品の活用及び技術的成果の利活用によるコスト削減を推進し、適切に予算要求に反映されたい。

59,077 61,593 2,517 ▲ 456.360 縮減

・研究開発の進捗状況に応じた事業計画の修正等により、繰越が発生しているが、予算執行にあたっては研究開発の
推進に真に必要な内容となっていることを常に精査しながら実施しているところであり、今後も適切な事業管理に努
めていく。
・技術的成果の利活用等により、概算要求において456,360千円を削減している。
・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
65

防衛装備庁技術戦
略部

一般会計

（項）防衛装備庁共通費
　　（大事項）防衛装備庁一般行政に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0287 - 00 最終実施年度 ○
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224 戦闘機搭載用統合火器管制システムの研究試
作

H24 R4 - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・契約実績の分析及びコスト低減方策の検討等を実施し、その結果を今後の類似事業に適切に反映されたい。 - - - 年度内に改善を
検討

・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

防衛装備庁技術戦
略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0288 - 00 令和元年度対象

225 将来ミサイル警戒技術の研究試作 H24 R3 438 23 - ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・繰越が発生している。適切な事業管理の実施のもと、効率的な予算執行に努められたい。
・本事業で得られた成果やコスト縮減の取組については他の事業においても活用されたい。

- - - 年度内に改善を
検討

適切な事業管理の実施のもと、効率的な予算執行に努める。また、本事業で得た成果やコスト縮減の取組について
は、今後、他の事業においても活用する。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0291 - 00 令和元年度対象

226 先進統合センサ・システムの研究試作 H22 R1 - - - ・本事業は令和元年度が終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組
等については類似事業に適宜反映してもらいたい。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了 本事業におけるコスト縮減の取組等については類似事業に適宜反映する。
防衛装備庁

プロジェクト管理
部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0292 - 00 平成28年度対象

227 ウェポンリリース・ステルス化の研究試作 H25 R1 - - - 

・民生品の積極的活用や過去の技術的成果の利活用による経費の低減の取組は
評価できる。本事業は令和元年度が終了年度であるが、本事業におけるコスト
の縮減の取組等については類似事業に適宜反映してほしい。
・平成29年度に開始する前に検討した際の事業目標が、事業終了後どうであっ
たか。「実施し、試作し、終了した」では説明になっていないと考える。目標
をどのように達成し、十分なものであったかどうか、その説明をするべき。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了

・試作品の製作及びそれを用いた試験の実施により、ウェポン内装化技術等に関する技術的課題を解明し、所期の目
的である将来戦闘機のステルス性を向上させるために必須のウェポンリリース・ステルス化に関する技術的知見を取
得した。
・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

防衛装備庁技術戦
略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0293 - 00 平成30年度対象

228 航空機搭載型小型赤外線センサシステムイン
テグレーションの研究試作

H25 R1 - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である 終了予定
・本事業は、令和元年度終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組や得られた効果については、類似の事業に適
宜反映していただきたい。

- - - 予定通り終了
・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

防衛装備庁技術戦
略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0294 - 00 最終実施年度

229 短波帯表面波レーダの研究試作 H26 R1 - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である 終了予定
・本事業は、令和元年度終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組や得られた効果については、類似の事業に適
宜反映していただきたい。

- - - 予定通り終了
・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

防衛装備庁技術戦
略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0298 - 00 令和元年度対象

230 安全保障技術研究推進制度 H27 終了予定なし 7,149 6,763 5,920 

・国民の関心が高い事業であることから、研究成果について、１つの例ではな
く、国民に理解の得られるように具体的に記載をされたい。
・研究課題の終了評価について記載があるが、防衛省の研究開発にどのように
活用していくのかを具体的に記載されたい。
・本制度で得られた基礎研究の成果から「橋渡し研究」を実施しているとある
が、どれくらいの研究成果が活用されているかを記されたい。
・令和元年度は執行率が低下しているがその要因について記載をするとともに
適切な予算執行及び予算要求を行われたい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 8,824 9,274 449 執行等改善

　引き続き、効率的な予算要求及び予算執行に努めるとともに、委託研究の終了評価結果を踏まえ、その後の事業で
の活用について検討する。
　なお、令和元年度は執行率が低下しているが、令和元年度における大規模研究課題の採択においては、1次募集（８
月採択課題決定）では応募数が６件と少なかったが、研究課題の質を下げないために厳正な審査を実施したことか
ら、３件の採択（研究開始１１月下旬）に留まった。その後実施した２次募集（１２月採択課題決定）では、４４件
の応募が集まり、５件の研究課題の採択（研究開始３月上旬）につながった。このため、予算の大部分を活用するこ
とができたが、２次募集の採択研究課題は、令和元年度中の研究実施期間が実質１ヶ月弱と短くなってしまったた
め、令和元年度の年割分について、執行率が低下したものである。
　令和２年度は、より多くの優れた応募がなされるといった効果を期待して、公募期間をより長く確保した結果、１
２０件の応募があり、そのうち２１件を採択した。本年度は２次募集の予定はなく、高い執行率を確保できると考え
られることから、これまで同様の概算要求を実施していく。

防衛装備庁技術戦
略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0299 - 00 最終実施年度

231 軽量化機体構造の研究試作 H26 R4 - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・試作品の構成の一部に既存品（民生品・汎用品）を活用することにより、予算執行の効率化に努めていることが認められ
る。
・引き続きコスト低減方策の検討等を行い効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

- - - 現状通り
・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

防衛装備庁
技術戦略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0300 - 00 最終実施年度

232 長期運用型ＵＵＶシステム構成要素の研究試
作

H26 R1 - - - ・本事業は令和元年度が終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組
等については類似事業に適宜反映してもらいたい。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了
・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

防衛装備庁技術戦
略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0302 - 00 令和元年度対象

233 次世代護衛艦用新戦術情報処理装置の研究試
作

H26 R1 - - ・外部有識者抽出点検の対象外である 終了予定
・本事業は、令和元年度終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組や得られた効果については、類似の事業に適
宜反映していただきたい。

- - - 予定通り終了
　類似事業についても、民生品・汎用品の活用が可能な部分については引き続き活用を図る。また、技術的問題点を
明確にすることにより、検証が必要な箇所を必要最低限に極限するとともに、他箇所については過去の研究成果を積
極的に採用する。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0303 - 00 令和元年度対象

234 適応制御ミリ波ネットワーク装置の研究試作 H26 R1 1,590 1,590 1,590 

・レビューシートにおいて開示する情報が少なすぎる。少なくとも研究開発費
の内訳とともにその説明をするべきである。レビューシートとして正確に評価
することができない。
・本事業は令和元年度が終了年度であるが、本事業におけるコストの縮減の取
組等については類似事業に適宜反映してほしい。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了

・本事業における費用は、その費用全体が試作品の設計及び製造等を実施する契約相手方企業に対して１つの契約と
して支払われており、内訳を明記するのは困難である。
・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

防衛装備庁技術戦
略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0304 - 00 平成30年度対象

235 マイクロ波評価装置の研究試作 H26 R1 - - - 

・令和元年度、2年度は歳出がなく、試作品の契約もすでに終了しているのであ
れば、本事業の終了年度は平成30年度になるはず。
・本事業におけるコスト縮減の取組や得られた効果については類似事業におい
て活用されたい。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了

・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。
・なお、令和元年度については、本事業で取得した試作品を用いて試験を実施し、試験に必要な経費については「研
究開発推進事業」において計上している。

防衛装備庁技術戦
略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0305 - 00 平成30年度対象

236 将来射撃管制レーダ構成要素の研究試作 H26 R1 - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である 終了予定
・本事業は、令和元年度終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組や得られた効果については、類似の事業に適
宜反映していただきたい。

- - - 予定通り終了
・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

防衛装備庁
技術戦略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0308 - 00 令和元年度対象

237 電動アクチュエーションシステムの研究試作 H27 R1 - 1,259 1,259 ・外部有識者抽出点検の対象外である 終了予定
・本事業は、令和元年度終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組や得られた効果については、類似の事業に適
宜反映していただきたい。

- - - 予定通り終了
・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

防衛装備庁
技術戦略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0311 - 00 令和元年度対象
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様式１ 別添１

令和２年度 令和３年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ ３つを超える場合

（単位：百万円）

事業
番号

事　　業　　名 事業開始
年度

事業終了
(予定)年度

令和元年度
補正後予算額

令和元年度

外部有識者の所見

行政事業レビュー推進チームの所見

執行
可能額

執行額 評価結果 所見の概要 反映額

差引き
基金

１つ目 ２つ目 ３つ目

反映状況

反映内容

平成３１年度（令和元年度）レビューシート番号
外部有識者点検対象
（公開プロセス含
む）
※対象となる場合、
理由を記載

委託
調査

備　考 担当部局庁 会計区分 項・事項 補助
金等

238 高高度迎撃用飛しょう体技術の研究試作 H27 R3 930 930 930 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・民生品の積極的活用や過去の技術的成果の利活用による経費の低減を実施し、経費の抑制に繋がった点は評価できる。
・本事業で得た技術的成果等を積極的に他事業に利活用することで経費の抑制に繋がるか否かの検討を行い、効率的な予算
要求、予算執行に努められたい。

1,953 - ▲ 1,953 年度内に改善を
検討

・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

防衛装備庁
技術戦略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0313 - 00 最終実施年度

239 先進対艦・対地弾頭技術の研究試作 H27 R5 - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・民生品の積極的活用や過去の技術的成果の利活用による経費の低減を実施し、経費の抑制に繋がった点は評価できる。
・本事業で得た技術的成果等を積極的に他事業に利活用することで経費の抑制に繋がるか否かの検討を行い、効率的な予算
要求、予算執行に努められたい。

- - - 年度内に改善を
検討

・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

防衛装備庁
技術戦略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0314 - 00 最終実施年度

240 ＩＥＤ走行間探知技術の研究試作 H27 R1 - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である 終了予定
・本事業は、令和元年度終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組や得られた効果については、類似の事業に適
宜反映していただきたい。

- - - 予定通り終了
・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

防衛装備庁
技術戦略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0315 - 00 令和元年度対象

241 潜水艦内空気清浄技術の研究試作 H27 R1 - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である 終了予定
・本事業は、令和元年度終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組や得られた効果については、類似の事業に適
宜反映していただきたい。

- - - 予定通り終了
・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

防衛装備庁
技術戦略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0316 - 00 平成30年度対象

242 新型護衛艦用レーダシステムの研究試作 H27 R1 - 2,473 2,473 ・本事業は令和元年度が終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組
等については類似事業に適宜反映してもらいたい。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了
　類似事業についても、民生品・汎用品の活用が可能な部分については引き続き活用を図る。また、技術的問題点を
明確にすることにより、検証が必要な箇所を必要最低限に極限するとともに、他箇所については過去の研究成果を積
極的に採用する。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0318 - 00 平成30年度対象

243 次世代データリンク高速・高信頼化技術の研
究試作

H27 R1 1,591 1,591 1,591 
・研究試作の契約について、随意契約の理由となった点等について記載してあ
ることは評価できる。令和元年度事業が終了とのことなので、本事業で得られ
た効果やコスト縮減の取組については類似事業において活用されたい。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了
・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

防衛装備庁
技術戦略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0319 - 00 平成30年度対象

244 戦術データリンク妨害用送受信技術の研究試
作

H27 R1 - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である 終了予定
・本事業は、令和元年度終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組や得られた効果については、類似の事業に適
宜反映していただきたい。

- - - 予定通り終了
・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

防衛装備庁
技術戦略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0320 - 00 令和元年度対象

245 高機動パワードスーツの研究試作 H27 R3 - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・民生品の活用や過去の技術的成果の利活用によってコストの低減に努めていることが確認できた。本事業で得られた効率
化等のノウハウについては、今後、類似の事業に適切に反映されたい。

- - - 現状通り
・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

防衛装備庁
技術戦略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 0321 - 00 令和元年度対象

246 生体検出レーダの研究試作 H29 R3 509 - - ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・繰越が発生している。適切な事業管理のもと、効率的な予算執行に努められたい。 - - - 年度内に改善を
検討

・本事業における繰越は、研究開発の進捗状況に応じた事業計画の修正の結果生じた試作品の納期延期に伴うもので
あり、今後も適切な事業管理に努めていく。
・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

防衛装備庁
技術戦略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 - 0322 - 00 最終実施年度

247 将来軽量橋梁構成要素の研究試作 H29 R3 - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・民生品の活用や過去の技術的成果の利活用によってコストの低減に努めていることが確認できた。本事業で得られた効率
化等のノウハウについては、今後、類似の事業に適切に反映されたい

385 - ▲ 385 現状通り
・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

防衛装備庁
技術戦略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 - 0323 - 00 前年度新規

248 戦闘機用エンジンシステムの研究試作 H30 R1 - - - ・外部有識者抽出点検の対象外である 終了予定
・本事業は、令和元年度終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組や得られた効果については、類似の事業に適
宜反映していただきたい。

- - - 予定通り終了 本事業におけるコスト縮減の取組や得られた効果については、類似の事業に適宜反映する。
防衛装備庁

プロジェクト管理
部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 - 0324 - 00 前年度新規

249 研究試作事業（技術計画官） H30 終了予定なし 13,890 7,072 7,072 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・繰越について、「試作品の納期延期に伴うものであり、やむを得ない」との説明であるが、どのような要因による納期延
期が発生したのかなど、できる限り具体的にレビューシートに記載して国民の理解得られるよう努めるべき。

13,085 6,273 ▲ 6,812 年度内に改善を
検討

・本事業における繰越は、研究開発の進捗状況に応じた事業計画の修正の結果生じた試作品の納期延期に伴うもので
あり、今後も適切な事業管理に努めていく。
・本事業において得られた効率化等のノウハウは、今後の類似事業に適切に反映するよう努める。また、本事業の契
約実績は、今後の類似事業に対し、過去実績として参照できるよう、資料を整理し活用するよう努める。

防衛装備庁
技術戦略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 - 0326 - 00 前年度新規

250 欧州軍耐空性規則の調査・分析役務に関する
経費

H31 R1 84 84 28 

・本事業については、令和元年度が終了年度であるが、本事業における成果や
今後の取組について国民にわかるように詳細に記載をされたい。
・また、本事業におけるコスト縮減の取組や得られた効果について類似事業に
適宜反映されたい。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了
・本事業によって得られた調査・分析結果を関係部署と共有し、自衛隊機の安全性審査の体制や耐空証明制度の構築
等に関する検討の資として活用していく。
・競争性の確保を含め、価格低減につながった要因を分析し、類似事業に適宜反映していく。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 新31 - 0010 - 00 前年度新規

251 次期警戒管制レーダ装置 H30 R5 - - - 
・研究試作（その2）の契約については、成果活用の観点から随意契約となって
いるが、自己点検に記載のあるコスト縮減の取組みについては評価できるので
記載の内容をレビューシートにも記載されたい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 年度内に改善を
検討

外部有識者の所見を踏まえ、コスト縮減の取り組みによる効果の分析を行う。
防衛装備庁

プロジェクト管理
部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 新31 - 0011 - 00 前年度新規
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様式１ 別添１

令和２年度 令和３年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ ３つを超える場合

（単位：百万円）

事業
番号

事　　業　　名 事業開始
年度

事業終了
(予定)年度

令和元年度
補正後予算額

令和元年度

外部有識者の所見

行政事業レビュー推進チームの所見

執行
可能額

執行額 評価結果 所見の概要 反映額

差引き
基金

１つ目 ２つ目 ３つ目

反映状況

反映内容

平成３１年度（令和元年度）レビューシート番号
外部有識者点検対象
（公開プロセス含
む）
※対象となる場合、
理由を記載

委託
調査

備　考 担当部局庁 会計区分 項・事項 補助
金等

252 誘導弾の開発試作 H31 終了予定なし 5,398 5,398 5,396 

・研究試作のその1以降の契約について、随意契約であることは理解をするが、
どのように価格の適正化に取り組んだのか。また、その1の研究試作について、
公募の結果随意契約となっているが、その要因を分析し今後の類似の契約に反
映をすべき。
・今後の装備品の導入につながる試作については、、その事業の検証が必要不
可欠であること及び国民に対して丁寧に説明をする必要があることから、個々
の試作品に対応するレビューシートを作成すべき。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 15,521 17,291 1,771 年度内に改善を
検討

・研究試作（その１）以降の契約（随意契約）の価格については、契約予定相手方の見積をベースとしつつ、標準資
料、類似品の材料費や作業時間等を参考に、規模比等を考慮する等、契約予定相手方の見積のみによらない予定価格
の算定に努めることにより適正化に努めている。また、公募の結果、随意契約となった要因については分析し、以降
の契約において競争性を確保できないか検証しているが、誘導弾の開発という事業の特性上、契約の履行に当たって
は、特殊な技術的ノウハウ、設備等が必要であり、可能な限り新規参入者の受入可能性を追求しているが、新規参入
が見込みにくい状況である。
・今後の装備品の導入につながる試作については、個々の試作品に対応するレビューシートを作成する。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 新31 - 0012 - 00 前年度新規

253 静粛型動力装置搭載魚雷 H30 R4 - - - 

・民生品の積極的活用や過去の技術的成果の利活用による経費の低減の取組は
評価できる。極めて高い専門性を必要とするなど、やむを得ず随意契約を行わ
なければならない場合には、習熟効果等を考慮した原価査定や価格交渉等によ
る価格面での適正化に努める必要がある。
・事業の進捗状況は何％程度なのか、国民にも分かるように示すことはできな
いか検討してほしい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 1,493 7,929 6,436 年度内に改善を
検討

ご意見を受けて、今後検討する。今後も、民生品の積極的な活用や技術的成果の利活用を進め、経費の低減化を図
り、やむを得ず随意契約を実施する場合であっても、経費の適正化が図れるよう努力する。また、事業の進捗状況に
ついても、行政事業レビュー推進チーム等関係各所と調整しながら、その提示方法などについて検討できるよう努力
して行きたい。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 新31 - 0013 - 00 最終実施年度

254 ＦＣネットワークの研究試作 H31 R5 - - - 

・事業所管課における自己点検において、既存の戦術情報処理装置ソフトウェ
アへの機能付加によるコスト削減を行っているとのことであり、また、新戦術
情報処理装置の研究試作で得た成果の活用により研究経費を抑制しているとの
ことから、引き続き、コスト縮減につながる取組の検討に努められたい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 執行等改善
　民生品・汎用品の活用が可能な部分については引き続き活用を図る。また、技術的問題点を明確にすることによ
り、検証が必要な箇所を必要最低限に極限するとともに、他箇所については過去の研究成果を積極的に採用する。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 新31 - 0014 - 00 最終実施年度

255 潜水艦用高効率電力貯蔵・供給システムの研
究試作

H31 R5 - - - 

・事業所管課における自己点検において、試作成果を反映（装備化）する将来
の潜水艦に整備周期の延伸によるライフサイクルコスト低減が可能となるよう
設計を実施しているとのことであり、また、技術課題が解明できる必要最小限
の組み合わせを試作することで研究期間の短縮及びコスト低減を図っていると
のことから、引き続き、コスト縮減につながる取組の検討に努められたい。

現状通り ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 現状通り ・外部有識者の所見を踏まえて、引き続きコスト縮減について、努力する。
防衛装備庁

プロジェクト管理
部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 新31 - 0015 - 00 前年度新規

256 潜水艦用静粛型駆動システムの研究試作 H30 R4 - - - 

・本事業は平成３０年度から令和３年度にかけてシステム設計・装置等を試作
し、令和元年度から令和３年度に試験等を実施するとの事だが、令和元年度は
予算額が計上されていないことから、「資金の流れ」や「支出先リスト」に記
載が無く、システム設計、装置等の試作、試験が全て契約業者で行われたの
か、一部、官側で行っているのか不明である。また、この試作品が装備品化さ
れ使用するのは自衛隊であることから、「自衛隊のニーズ」を把握し、それに
沿った試作研究を行ったのかも記載が無く不明であることから、事業の妥当性
を判断するために何かしらレビューシート上で説明する必要があるのではない
か。
・また、事業の進捗状況が分かるような作業工程表を作成、公表できないのか
検討してほしい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - 5,725 5,725 年度内に改善を
検討

ご意見を受けて、今後検討する。今後は、システム設計、装置等の試作、試験が全て契約業者による役務作業で実施
すること及び本事業が海上自衛隊のニーズを反映した事業であることが分かるよう記載する。また、事業の進捗状況
についても、行政事業レビュー推進チーム等関係各所と調整しながら、その提示方法などについて検討できるよう努
力して行きたい。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 新31 - 0016 - 00 防衛省 0248 - 00 平成28年度対象

257 可変深度ソーナーシステム（バイ／マルチス
タティック用）

H28 R1 15,116 15,116 15,116 ・本事業については、令和元年度が終了年度であるので、本事業におけるコス
ト縮減の取組や得られた効果について類似事業に適宜反映されたい。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了
本事業により得られた技術的な成果及び、本事業の中で活用した民生品・汎用品の知見を積極的に活用することによ
り、今後のソーナー事業のコスト縮減に努める。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 新31 - 0017 - 00 防衛省 新31 - 0024 - 00 平成30年度対象

258 消磁用ＵＥＰ低減装置の研究試作 H28 R1 733 733 733 

・研究開発費の内訳とともにその説明をしてほしい。
・民生品の積極的活用や過去の技術的成果の利活用による経費の低減の取組は
評価できる。本事業は令和元年度が終了年度であるが、本事業におけるコスト
の縮減の取組等については類似事業に適宜反映してほしい。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了

・本事業では艦艇の消磁性能向上のため、平成２８年度から令和元年度にかけて以下の装置の試作を行った。
　・ＵＥＰ計測装置（161,244（千円））：掃海艇船底に取り付けたUEPセンサにより船底極近傍のUEPを計測する。
　・ＵＥＰ分布推定装置（33,480（千円））：UEP計測装置で計測した近傍UEPから掃海艇周辺のUEPを推定計算し、そ
のUEPを低減するカウンター電流値を計算する。
　・カウンター電流自動通電装置（212,436（千円））：UEP分布推定装置で計算した値のカウンター電流を船底に取
り付けた電極から自動で通電する。
　・外部計測装置（326，160（千円））：掃海艇周辺のUEP及び磁界を計測する。
・上記試作品の性能を確認するため、「研究開発推進事業」にて令和元年度から令和３年度にかけて、試作品の掃海
艇への艤装、海上試験等を実施する。
・本事業におけるコストの縮減の取組等については、今後の類似の事業に適切に反映する。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 新31 - 0018 - 00 平成29年度対象

259 戦闘機等のミッションシステム・インテグ
レーションの研究試作

H31 R7 - - - 

・研究試作（その1）の成果活用の観点から（その2）の契約が随意契約となる
場合は、詳細な見積を取得後、「品目の必要性」「数量の適正性」「単価の妥
当性」を精査し価格交渉等において適正価格の追求に努めて欲しい。
・コスト削減や効率化に向けて工夫の欄に記載がないので、工夫について記載
をされたい。
・応札者拡大に向けてどのような取組をしたのかについて記載をされたい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 年度内に改善を
検討

・研究試作（その2）の契約方式については検討中であるが、随意契約となる場合でも、「品目の必要性」「数量の適
正性」「単価の妥当性」を精査し、商議において適正価格の追求に努めていく。
・コスト削減や効率化に向けて工夫として、試作品の構成の一部に、既存品（他事業の試作品・民生品・汎用品）を
活用する計画であり、本試作の経費削減を図っている旨記載済みである。
・応札者拡大に向けて、複数社から事前に見積もりを取得し、履行可能な社が複数いることを事前に確認する等の取
り組みを行った旨追記した。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）技術基盤の強化に必要な経費

防衛省 新31 - 0019 - 00 平成30年度対象

施策名：2-(3)技術基盤の強化、2-(5)産業基盤の強靭化

260 防衛生産・技術基盤の維持強化に要する経費 H27 終了予定なし 341 334 262 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業の特性上、競争性が働きづらく、競争性による価格の妥当性を高めることは困難であると思われるものについては、
引き続き価格交渉や原価精査等による価格面での適正化を実施し、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

303 488 184 年度内に改善を
検討

・国際防衛装備品展示会への出展に係る業務委託については、少額随契以外は、基本的に一般競争入札を実施すると
ともに、事業者の見積りの精査等を十分に行いコスト低減に努めている。
・総合コンサルタント契約においては、限られた予算内で調査案件数を当初見込みよりも増やして効率的な予算執行
に努めている。

防衛装備庁装備政
策部

技術戦略部
プロジェクト管理

部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0253 - 00 平成29年度対象 ○

施策名：2-(3)技術基盤の強化、2-(5)産業基盤の強靭化、6-(3)装備・技術協力

261 防衛装備移転等に関する調査 H29 終了予定なし 151 151 188 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・随意契約については、引き続き価格交渉や原価精査等による価格面での適正化を実施し、効率的な予算要求、予算執行に
努められたい。

252 484 232 執行等改善
 所見を踏まえ、引き続き、事業における必要経費の精査を行い、可能な限りのコスト縮減に努め、適切かつ効率的な
予算要求、予算執行に努める。

防衛装備庁
装備政策部

プロジェクト管理
部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0263 - 00 令和元年度対象 ○

262 防衛装備・技術協力に係る調整等 H28 R2 35 35 3 ・外部有識者抽出点検の対象外である 終了予定
・本事業は令和２年度が終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組等については類似事業に適宜反映してもらい
たい。

18 - ▲ 18 予定通り終了

　職員を現地へ長期派遣するため、関係部署と様々な事前調整や調査を実施してきたが、結果として実現には至ら
ず、そのため本事業の執行率は低い状況となっている。
　協力相手国における情報収集及び協議フォーラム等を行うなど、防衛装備・技術協力の推進に効果的な事業である
が、現地へ長期派遣の実施が令和３年度以降も未定であること、加えて本事業の目的を概ね達成したこともあり、令
和３年度は継続せず要求しないこととした。

防衛装備庁装備政
策部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0260 - 00 平成29年度対象

263 防衛装備・技術協力における通訳支援 H29 終了予定なし 15 15 2 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・予算の執行率が極端に低い状況が継続していることから、国民の理解を得られるように、不用の理由及び改善策をレ
ビューシートに詳細に記載をすべき。
・予算要求についても、執行実績を反映し適正に行われたい。

15 15 ▲ 0 執行等改善

　新型コロナウイルス感染症の影響により、昨年度末に予定していた各国との協議や行事等が中止となったため、通
訳支援役務の実施が予定していた回数よりも少なくなり、それに伴い本事業の執行率は低くなっている。
　予算要求においては、新型コロナウイルス感染症の影響も考慮しながら、真に必要な国を検討し、可能な限り非英
語圏における言語の通訳に絞る等見直しを行い、必要経費を精査しつつ、予算要求を行う。

防衛装備庁
装備政策部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0267 - 00 平成28年度対象

264 防衛装備協力（ＡＳＥＡＮ諸国への民間技師
派遣）

H28 終了予定なし 28 28 5 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・毎年度、執行額が著しく低くなっている。事業の性質上、相手国との調整等によりやむを得ない事情もあると思われる
が、相手国の状況にも留意し適切な予算執行、予算要求に努めてほしい。

21 28 7 ▲ 5.823 縮減

　昨年度末に新型コロナウイルス感染症の世界的流行を鑑み、相手国政府等との調整の結果、実施不可能となった事
業が複数あり、そのため執行金額も低くなっっている。
　新型コロナウイルス感染症の影響も考慮しつつ、相手国政府等と綿密に調整を行いながら、防衛装備・技術協力の
より一層の推進のため、本事業を効果的・効率的に実施できるよう努めながら、予算執行及び予算要求に反映してい
く。
　なお、概算要求において5,823千円の縮減を図った。

防衛装備庁装備政
策部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0280 - 00 令和元年度対象

265 防衛装備品等の海外移転推進のための諸施策 H30 終了予定なし 11 11 3 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・毎年、予算の執行率が低く、また、令和２年度も同規模の予算額となっているが、執行実績を採用する等、適切な予算要
求が必要ではないか。
・活動実績（アウトプット）についても当初見込みを下回ってる。理由等についてもレビューシートで丁寧に説明した方が
よい。
・事業所管部局に点検・改善欄の単位当たりコスト等の水準の妥当性についても記載するべき。

10 20 10 ▲ 10.145 縮減

　執行金額については、一般競争や随意契約により契約金額を抑えたり、コスト縮減に努めているため、低くなって
いる。
　また、広報や説明ツールとして 本事業により作成したパンフレット等については、新型コロナウイルス感染症の影
響により展示会等の開催がいくつか中止となったため、結果として活動実績（アウトプット）が当初見込みを下回っ
ている。
　令和３年度の予算要求においては、活動実績（アウトプット）の改善に向けて、官民間で意見交換・情報共有を効
果的に行うことができる、海外移転ポータルサイトや、国際装備品展示会で上映する広報用動画など、新たな取組を
追加したため、事業全体としては要求額が増加している。
　なお、概算要求において10,145千円の縮減を図った。

防衛装備庁
装備政策部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0282 - 00 平成29年度対象 ○

施策名：2-(4)装備調達の最適化

266 資料の信頼性確保のための調査 H10 終了予定なし 14 14 13 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・一般競争入札を実施しているものについては、全て複数者応札となっており評価できる。引き続き、要因について分析す
るとともに、競争性の向上・拡大に努められたい。

26 26 - 現状通り
今年度以降についても複数社応札となるよう、入札結果の分析及び応札できる公認会計士事務所の確認を行ってい
る。

防衛装備庁調達管
理部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0252 - 00 平成30年度対象

267 将来装備品の取得手段の調査 H28 終了予定なし 61 61 25 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一般競争入札による一者入札が見受けられる。十分な要因分析を実施し、競争性の拡大を図れたい。また、毎年、予算の
執行率が低いため、執行実績を採用する等、引き続き適切な予算要求に努められたい。

39 60 22 執行等改善

一般競争入札による一者入札となった要因については、複数の企業が応札の可能性を示していたものの、結果として
一者入札となったことから、企業内での契約の優先順位等の事由によるところが大きいと推測されるため、今後は調
達時期等を考慮し、競争性の拡大が図れるよう努める。また、予算要求については、毎年実施する内容が異なるた
め、一概に執行実績を採用することは難しいものの、本事業における共通事項（報告書作成、成果報告会の実施等）
にかかる予算については、実績を反映して予算要求を実施し、予算と執行の乖離を極限できるよう努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0259 - 00 最終実施年度 ○
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268 取得に関する諸外国の制度の調査に係る経費 H29 終了予定なし 1 1 1 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り ・引き続き、本事業を有効に活用し、効率的・効果的な装備品等の調達制度の検討、運用に反映されたい。 1 1 1 現状通り 引き続き、本事業を効率的・効果的な装備品等の調達制度の検討・運用に反映していく。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
装備政策部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0265 - 00 最終実施年度

269 新弾道ﾐｻｲﾙ防衛用誘導弾の構成品生産準備に
係る経費

H28 R2 - - - 

・ＳＭ－３ブロックⅡＡの生産を円滑に行うため、本事業を先行的に着手して
いるとの事だが、事業の一部を先行することにより得られる効果（経済性、効
率性）がレビューシートでは確認することができない。国民への説明責任を果
たすうえでも本事業を先行的に着手することにより得られる効果（経済性、効
率性）をレビューシートにわかりやすく記載すべき。
・また、単位当たりのコストについては平成３０年度と比べて大きく上昇して
いるが単位当たりコストの妥当性を判断するために何かしらレビューシートで
説明する必要があるのではないか。
・レビューシートの「活動指標及び活動実績（アウトプット）」が「構成品生
産準備」とだけ記述している。他のどこにも説明がなく、これではH２８年度か
らR２年度まで、何をしたのかの内容が不明であり説明になっていない。効率の
議論をするうえで、どこのコストを削ったのかも分からないので活動の工程を
分解して分かりやすく説明したほうが良い。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 6,010 - ▲ 6,010 予定通り終了

・本事業は日米が共同開発したＳＭ－３ブロックⅡＡの日本側の製造担当構成品の専用製造設備を整備・調整し、量
産が開始する時点で必要な生産体制を構築するためのものである。
平成28年度契約では日本側担当構成品のノーズコーン本体の部材の製造設備、第３段ロケットモータの圧力容器関連
の製造設備を整備し、生産体制を構築した。また、平成29年度契約では、ノーズコーンの加工設備、第３段ロケット
モータの組立室、上段分離部の試験設備、第２段操舵部の加工設備等を整備し、生産体制を構築している。
SM-3ブロックⅡAの量産に先立ち、本事業を先行的着手することにより、平成30年度から製造作業を開始したＳＭ－３
ブロックⅡＡの量産弾を滞りなく取得でき、迅速に防衛力整備を行うことができる。また、ＳＭ－３ブロックⅡＡの
量産においては、当該構成品を開発した国が、日米双方の量産弾の当該構成品を全数製造することとなっており、双
方が自国分のみを製造する場合と比べ、ＳＭ－３ブロックⅡＡの量産弾の取得コストの低減が可能となる。また、我
が国の防衛産業・技術基盤の維持・強化にもつながるため、経済的効率性に大きく貢献するものである。
・単位当たりのコストついては、2件の契約は目的は同じであるものの、整備対象の製造設備が異なっており、両契約
を比較しての評価は困難である。なお、それぞれの契約において整備する専用製造設備は重複しておらず、また、Ｓ
Ｍ－３ブロックⅡＡの生産用途のみ使用される、真に必要な設備である。
・なお、本事業により整備・調整するＳＭ－３ブロックⅡＡの専用製造設備は、計画されている年間生産数量に対応
する必要最小限の数量及び能力のものとしており、コストの最小化、効率化を最大限考慮している。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）防衛産業基盤の強靭化に必要な経費

防衛省 0268 - 00 最終実施年度

270 装備品等のコスト削減の検討に係る支援役務 H26 R1 22 22 13 

・本事業については、令和元年度が終了年度であるが、本事業における成果に
ついて国民にわかるように詳細に記載をされたい。また、本事業におけるコス
ト縮減の取組や得られた効果について類似事業に適宜反映されたい。
・専門的知見を生かしたコンサル業務については、今後最低価格自動落札方式
以外の方法を模索すべきではないか。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了
・今後、同様の事業を実施する際には、外部有識者の所見も踏まえて適切に対応する。
・得られた成果についてを活用し、装備品のさらなるコスト削減に努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）防衛装備庁共通費
　　（大事項）防衛装備庁一般行政に必要な経費

防衛省 0273 - 00 その他 ○

271 ＰＢＬに関する人材育成 H25 R1 1 1 - 

・レビューシートに記載の期間の執行額が０であることから教育ができていな
いと思慮されるが、なぜ元年度を予算要求したのかについて、国民に疑念を持
たれないよう、その理由を記載すべき。
・相当な期間教育ができなかったならば、その間他の手段を追求したのか等、
人材育成の影響の有無について説明をすべき。
・今後類似事業を実施する場合は、その事業の実施の可否について綿密に検討
をすべき。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了

27年度から米国防取得大学によるオンライン教育のシステム障害により、受講できない状況が続いていたが、契約担
当者等を通じて再開の時期についての確認を進めており、再開した際には、受講期間の前期分しか契約できていない
受講者の後期分の契約を行う必要があったため、元年度も引き続き予算要求を行った。PBLの活用については、米国で
多くの事例・ノウハウが蓄積されており、体系的に学習する手段としては本課程が効率的である。今後類似事業を実
施する場合は、安定した受講環境を確保できるかどうかという点についても十分に確認する。

防衛装備庁長官官
房

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0274 - 00 令和元年度対象

272 ライフサイクルコスト教育 H19 終了予定なし 2 2 2 

・今まで何人が博士号を取得しその結果どのような効果があったのかを具体的
に記載をすべき。
・平成19年度から実施しており、人材の育成は進展しているはずだが本教育に
ついての今後の展望もあわせて記載をすべき。
・予算も少額であることから、他の教育の事業との統合を検討すべき。

現状通り ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 2 2 0 現状通り

取得マネジメントに関する国内留学を開始した平成２２年度以降現在までの留学者５名のうち、博士号の取得者は１
名（修士号は４名）であり、卒業後は主にプロジェクト管理に関与する部署の中堅として、留学で得た知識を取得マ
ネジメント業務またはコスト管理業務等の中で存分に活用している。なお、当該留学研修は、将来のプロジェクトマ
ネージャーとして活躍できる人材の育成を目的としており、プロジェクトマネージャーの選考要件においては、原則
として当該研修の経験者であることを条件とすることを検討している。また、ライフサイクルコスト教育に係る経費
の統合については、教育関連事業全体の中の本事業の位置付け等を整理した上で、統合についても検討してまいりた
い。

防衛装備庁長官官
房

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0275 - 00 平成28年度対象

273 情報システム等の取得に関する検討 H27 終了予定なし 145 145 143 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・１者応札となった要因についての分析を行うとともに、見積書の精査等も行い、引き続き競争性の確保に努め、適切な予
算執行及び予算要求に努められたい。

145 145 ▲ 0 執行等改善
執行については、引き続き、競争性のある調達を実施するとともに、本事業の契約実績等を分析・評価し、効率的な
予算要求・執行に努める。
応札者拡大のための方策を引き続き検討していく。

整備計画局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0276 - 00 平成29年度対象

274 取得マネジメント（プロジェクト管理）に係
る人材育成

H27 終了予定なし 28 28 25 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り ・引き続き、真に必要な講義内容に限定し、効率的な予算執行、予算要求に努めてほしい。 29 29 - 現状通り
引き続き、研修効果の分析と研修内容への反映を通じて、研修効果の向上を図り事業として高い効果が得られるよう
努めることとする。

防衛装備庁長官官
房

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0277 - 00 平成30年度対象

275 業態調査に要する経費 H13 終了予定なし 11 11 10 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一般競争入札による一者入札が見受けられる。十分な要因分析を実施し、競争性の拡大を図るとともに、引き続き効率的
な予算要求、執行に努められたい。
・また、活動実績（アウトプット）については、改善は図られているものの、まだ十分な水準とまでは言えないのではない
か。引き続き、改善の方策の検討を実施されたい。

11 11 - 年度内に改善を
検討

・契約実績会社以外にも、見積依頼を行う等、競争性の拡大に努めていく所存。
・ご意見を踏まえ、更なる利用回数増に資するべく、本事業についての情報共有を関係部署に対して行う所存。

防衛装備庁
調達管理部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0278 - 00 最終実施年度

276 監察監査機能の強化のための部外監査法人等
の活用

H29 終了予定なし 1 1 1 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・随意契約に当たっては、可能な限り詳細な見積内容を入手してコスト縮減の余地を検証し、更なる価格の妥当性向上に努
められたい。

1 1 ▲ 0 ▲ 0.130 縮減
・今後も随意契約に当たっては、可能な限り詳細な見積内容を入手してコスト縮減の余地を検証し、更なる価格の妥
当性向上に努めることとしたい。
・なお、概算要求において130千円の縮減を図った。

防衛装備庁
長官官房

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0281 - 00 令和元年度対象

277
プロジェクト管理等に資するマネジメントの
知識・業務体系化及び教育プログラム化のた
めの事例研究

H30 R1 - - - 

・こうした調査研究事業は、その成果がいかに活用されるかが重要である。本
事業における成果については、プロジェクト管理に関する業務改善及び人材育
成の強化に最大限の活用を図ってもらい、最適な防衛装備品の取得を実現でき
るように努めて頂きたい。
・今、成果を明らかにすることは難しいと思われるが、可能なかぎり調査研究
事業の成果、有効性、調査の妥当性はレビューシート上で説明されたい。
・Ｈ30年度の予算執行率がなぜ43％にとどまっていたのか、説明が必要であ
る。
・事例研究とはどのような研究なのか。またこの事例研究によって、どのよう
な形でプログラム化ができるのかの説明が必要である。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了

・本事業における成果については、今後も最大限の活用を図り、最適な防衛装備品の取得を実現できるよう努めてい
く。
・調査研究の成果も踏まえ、プロジェクト管理強化のための検討行い、令和元年度に規則の改正を実施した。
・予算執行率の説明を事業の効率性の欄に追記した。
・事例研究とはどのような研究なのか、どのような形でプログラム化できるのかについて事業概要に追記した。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0284 - 00 最終実施年度 ○

278 プロジェクト管理関連職員のための米国ＧＳ
の課程受講

H30 終了予定なし 0 0 0 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・昨年度、外部有識者より指摘のあった他事業との統合等に向けた効果的な検証のあり方については、「令和２年度行政事
業レビューに向けて検討する」とされていたため、検討結果をレビューシートで記載すべき。

1 0 ▲ 0 年度内に改善を
検討

類似事業と統合等については、本事業は単にプロジェクト管理に関する知識を得るだけでなく、本場のプロジェクト
管理経験者から実体験に基づいたプロジェクト管理のノウハウ等を意見交換も交え学ぶものであり、国内での類似の
研修と統合することには難しい面があるが、引き続きプロジェクト管理に関する研修の効果的な実施について検討し
ていきたい。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0285 - 00 前年度新規

279 ライフサイクルコスト見積りの改善等のため
の調査研究に要する経費

H30 R1 23 23 8 

・本事業は令和元年度が終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組
等については類似事業に適宜反映してもらいたい。
・「国費投入の必要性」の3項目について、評価に関する説明にほぼ同じ文章が
並んでいる。必要だから必要だというようなトートロジー的な内容で、もう少
し丁寧で具体的な説明が必要ではないか。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了
・本事業は令和元年度が終了年度であるが、本事業における取組の成果については、システム化によるコスト管理の
効率化に適宜反映したい。
・「国費投入の必要性」の3項目について、評価に関する説明を、より丁寧で具体的な説明に改訂した。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0286 - 00 最終実施年度 ○

280 経営学等に関する国内留学 H31 終了予定なし 2 2 2 

・専門的知見等を習得された人材について、その人材がいかに活用されるかが
重要である。年間何人派遣しているのか。そして何人修士資格を取らせたいの
か。あるいは将来的に全職員を修士の資格を取らせるのか。レビューシートで
説明する必要があるのではないか。
・授業料の安い国公立大学でも経営学、会計学の修士課程、とくにプロジェク
ト・マネジメントの講座を持っている大学はある。より授業料の安い国公立大
学を考えることが必要ではないのか。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 2 2 - 執行等改善

過去に類似する派遣により専門的知見を習得した人材については、調達の制度等を検討する部署に配置され、新たな
制度等の企画立案を行うなど重要な役職を担っている。本事業における年間の派遣人数については、業務と予算の兼
ね合い等から、派遣２年目に修士の資格を得られた後、新たに派遣する計画としており、また、派遣先についても私
立のみならず国公立を含め毎回検討しているところである。

防衛装備庁
調達管理部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 新31 - 0020 - 00 平成30年度対象

281 栄養摂取基準の見直しに資する調査役務 H31 R2 - - - 

・本事業は令和2年度が終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組等
については類似事業に適宜反映してもらいたい。
・「国費投入の必要性」の3項目のうち、「地方自治体や民間に委ねることがで
きない事業である」ことの説明については、もう少し説得的な説明が必要では
ないか。なぜ自衛隊が「自ら調査のための検査内容を確認しながら事業を行う
必要がある」のかがよく分からない。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 94 - ▲ 94 予定通り終了
・本事業におけるコスト縮減の取組等を類似事業に反映する。
・「国費投入の必要性」の３項目うち、「地方自治体や民間に委ねることができない事業である」ことの説明につい
て修正した。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 新31 - 0021 - 00 平成28年度対象

施策名：2-(4)装備調達の最適化、2-(5)産業基盤の強靭化

282 作業効率化促進 H16 終了予定なし 101 101 59 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一者応札となった要因について分析を行い、応札者拡大の検討を行い競争性の向上に努められたい。
・執行率が低いにも関わらず、目標に対する達成度が１００パーセントとなっているので、なぜ予算の執行率が低くても達
成度が１００パーセントになるかについて、国民の理解を得られるようにレビューシートに記載をすべき。
・昨年度のレビューシートにおいて、事業所管部局による点検結果を丁寧に記載をすべきとの所見に対しての改善が見られ
ず、他の事業のレビューシートに比べて国民への説明が不足している状況なので再度記載についての検討をされたい。

103 93 ▲ 10 執行等改善

「工数鑑定の支援」の契約においては、米国accenture社との技術提携契約が必要で、これを締結している者は１者し
かないと思われるものの、他に締結している者がないとは言い切れないことから、今後も引続き公募を実施する。
「工数鑑定能力取得のための研修受講経費」については、平成２８年度に仕様書を改正し、競争性の拡大を図ってい
るところ。更なる使用内容の改善を検討する。

防衛装備庁調達管
理部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0251 - 00 平成29年度対象

283 防衛装備品等のコスト縮減を推進するための
調査役務

H27 終了予定なし 28 28 25 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・執行率の改善が図られたことは評価できるので、当初予算からのコスト削減については検討の上、適切に予算要求に反映
されたい。
・一者応札となった要因分析を行い、応札者拡大の検討し、更なる競争性の確保に努められたい。

- 46 46 年度内に改善を
検討

・見積もり精度の向上等を図ることによって、当初予算からコスト削減に取り組み、引き続き、適切に予算要求に反
映できるよう努めてゆく。
・要因を確認の上、競争参加者数を確保できるよう図り、引き続き、競争性の確保に努めてゆく。

防衛装備庁装備政
策部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0255 - 00 平成29年度対象 ○

施策名：2-(5)産業基盤の強靭化

284 サプライチェーン調査結果活用データベース
システムの構築

H28 終了予定なし 50 50 24 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・予算の執行率が低く、また、令和２年度も同規模以上の予算額となっているが、執行率が低い理由をレビューシートに記
載することとし、執行実績を採用する等、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

50 26 ▲ 24 ▲ 24.310 縮減

令和元年度はデータベースの運用管理において当初見込んでいたプログラム改修の所要が生じなかったため、契約金
額が低減した結果、執行率が低くなった。令和２年度は改修の可能性を考慮し前年度と同額を要求したが、令和３年
度概算要求においては、執行実績を踏まえて要求額を見直した。
なお、概算要求において24,310千円の縮減を図った。

防衛装備庁装備政
策部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）防衛産業基盤の強靭化に必要な経費

防衛省 0247 - 00 前年度新規
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様式１ 別添１

令和２年度 令和３年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ ３つを超える場合

（単位：百万円）

事業
番号

事　　業　　名 事業開始
年度

事業終了
(予定)年度

令和元年度
補正後予算額

令和元年度

外部有識者の所見

行政事業レビュー推進チームの所見

執行
可能額

執行額 評価結果 所見の概要 反映額

差引き
基金

１つ目 ２つ目 ３つ目

反映状況

反映内容

平成３１年度（令和元年度）レビューシート番号
外部有識者点検対象
（公開プロセス含
む）
※対象となる場合、
理由を記載

委託
調査

備　考 担当部局庁 会計区分 項・事項 補助
金等

285 調達情報セキュリティ監査要員の養成 H16 終了予定なし 5 5 4 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一般競争入札による調達を実施しているが一者入札となっている。十分な要因分析を実施し、競争性の拡大を図るととも
に、引き続き、効率的な予算執行に努められたい。
・また毎年度、一定程度の不用が発生している。執行実績を採用する等、引き続き適切な予算要求に努められたい。

5 5 ▲ 0 ▲ 0.298 縮減
行政事業レビュー推進チームからの指摘を踏まえ、一者入札の要因分析を実施することにより競争性の拡大に努める
こととしたい。また、過年度の執行実績を分析することにより、令和３年度概算要求額を縮減（対前年度比：▲３０
万円）することとした。引き続き、効率的な予算要求を実施することとしたい。

防衛装備庁装備政
策部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0279 - 00 最終実施年度

286 新情報セキュリティ基準対応に係る支援役務 H31 R3 - - - 

・令和3年度に114の企業に適合支援提供を行うと記述しており、他方で1億4200
万円の記述が資金の流れの予定部分に出てくるが、金額の内訳について詳細に
記載するべきであり、レビューシートとして正確に評価することができない。
・本事業は監査担当者の技術的・専門的知見の蓄積・習得を行うため、専門的
な知識を有する部外コンサルティング等の支援を令和３年度まで受けるもので
あるが、監査業務は令和４年度以降も続くものと考えられる。蓄積・習得され
た専門的知見等を令和４年度以降どのように活用するのか丁寧にレビューシー
トに記載し説明するべきではないか。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - 142 142 執行等改善

・ご指摘を踏まえ、本事業により部外コンサルティング会社が防衛装備庁を通して、防衛関連企業（１１４社）に実
施する役務内容を「資金の流れ」欄に追記することとした。なお、本事業においては、部外コンサルティング会社か
ら防衛関連企業（１１４社）に対して資金の提供がは行われることはない。
・ご指摘を踏まえ、本事業により蓄積・習得された専門的知見等を令和４年度以降どのように活用するのか、「事業
概要」に追記することとした。

防衛装備庁装備政
策部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 新31 - 0022 - 00 最終実施年度

施策名：2-(5)産業基盤の強靭化、6-(1)ハイレベル交流・政策対話等の推進、6-(3)装備・技術協力、6-(5)海洋安全保障

287 UH-1Hの部品等のフィリピンへの移転に伴う技
術情報の移転支援

H31 R1 29 29 20 

・本事業は令和元年度が終了年度であるが、本事業におけるコスト縮減の取組
等については類似事業に適宜反映してもらいたい。
・「事業の有効性」の3項目の評価の説明に同じ文章が並んでおり、ほとんど説
明になっていない。たとえば、「整備された施設や成果物は十分に活用されて
いる」ことの説明がなぜ「友好国との防衛装備・技術協力は我が国の安全保障
に資する」となるのか。移転した技術がフィリピンにおいてどのように活用さ
れているかを可能な範囲で説明すべきなのではないか。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 - - - 予定通り終了
・同様の事業を実施する場合、本事業におけるコスト縮減の取組等について類似事業に適宜反映していきたい。
・ご指摘を踏まえて書きぶりを修正した。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）防衛産業基盤の強靭化に必要な経費

防衛省 新31 - 0023 - 00 最終実施年度

施策名：2-(5)産業基盤の強靭化、6-(3)装備・技術協力

288 ASEAN諸国等に対する防衛装備・技術協力 H31 終了予定なし 15 15 2 

・翻訳は英語のみで、現地語を含め他言語を用いていないとの印象を持つ。な
ぜ英語のみなのか丁寧な説明が必要。
・予算額が1,500万円である一方、執行額は200万円である。翻訳の質の管理は
どうのように行っているのか。安ければよいというものではないのではない
か。
・必要に応じて、現地語の翻訳も必要でないか。効果を考えるなら、ＡＳＥＡ
Ｎ所在の翻訳業者を含めた国際入札もありえるのではないか。
・単位当たりコストについても大きく上昇しているが単位当たりコストの妥当
性を判断するために何かしらレビューシートで説明する必要があるのではない
か。今後、使用実績の分析を行うとともに、適切な予算執行に努められたい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 34 - ▲ 34 年度内に改善を
検討

翻訳役務については、コスト低減の観点から広く応札者を募るため、契約方式を一般競争契約（最低価格）としてい
る。他方、マニュアルの翻訳作業中に、官による原稿の校正等を複数回行うことで、翻訳の質の確保に努めている。
また、今回は多様な国・地域でマニュアルの活用が可能となるよう英語による翻訳としたが、英語以外の翻訳につい
ても、じ後、ニーズや効果等を踏まえた上で検討して参りたい。

防衛装備庁
プロジェクト管理

部
一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）防衛産業基盤の強靭化に必要な経費

防衛省 0025 - 00 最終実施年度

289 防衛装備行政を円滑に実施するための体制整
備に係る経費

H31 R2 16 16 - 

・本事業は会議室等の改修後に設置する音響機材等を購入・設置する事業であ
り、会議室等改修工事が完了しないことにより予算が不用になったものと思わ
れる。国民の税金である国の予算の適切な執行は重要なことであり、関連事業
の進捗状況にも十分に留意し適切に予算執行・予算要求に努められたい。
・防衛装備行政を円滑に実施するための事業なのだから、令和元年度に予算が
執行できなかった理由等については丁寧に記載するべき。

終了予定 ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 18 - ▲ 18 予定通り終了

・本事業は、当初、第１庁議室等の改修工事を３０年度末から実施し、３１年度６月末頃の工期終了であったもの
の、落札不調・同一契約内における他所工事の優先により、工期が延びることとなったため、Ｒ１年度に工事等が終
了しなかったものである。なお、第１省議室等の工事等は令和２年５月に終了したことから、Ｒ２年度については、
計画通り予算執行を行うべく調整を行っており、来年度の予算要求はなしの予定である。

防衛装備庁
装備政策部
長官官房

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0026 - 00 平成30年度対象

290 ＮＡＴＯカタログ制度の参加レベル引上げに
関する経費

H31 終了予定なし - - - 

・一般競争入札を実施しているものの結果的に一者応札となっているものにつ
いては、要因分析や応札者拡大のための検討を実施し、競争性の向上に努めら
れたい。本事業におけるコストの縮減の取組等については類似事業に適宜反映
してほしい。
・ＮＡＴＯカタログ制度の参加レベル引上げを数字で把握できるような方法
（例えばスケジュールに従ったデータ整備事業、追加改修事業の役務のコスト
を年度、あるいは四半期ごとに示すこと）はできないのか検討してほしい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 235 32 ▲ 203 執行等改善
・調達要求に際しては、複数者から意見、見積を徴収するなどし、可能な限り応札者の拡大及び競争性の確保に努め
る。

防衛装備庁調達管
理部

一般会計

（項）防衛装備庁共通費
　（大事項）防衛装備庁一般行政に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0027 - 00 その他
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様式１ 別添１

令和２年度 令和３年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ ３つを超える場合

（単位：百万円）

事業
番号

事　　業　　名 事業開始
年度

事業終了
(予定)年度

令和元年度
補正後予算額

令和元年度

外部有識者の所見

行政事業レビュー推進チームの所見

執行
可能額

執行額 評価結果 所見の概要 反映額

差引き
基金

１つ目 ２つ目 ３つ目

反映状況

反映内容

平成３１年度（令和元年度）レビューシート番号
外部有識者点検対象
（公開プロセス含
む）
※対象となる場合、
理由を記載

委託
調査

備　考 担当部局庁 会計区分 項・事項 補助
金等

施策名：2-(6)情報機能の強化

291 国外ＦＡＸニュース等の取得
（５機関共同）

H24 終了予定なし 149 149 96 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一者応札となっているものについては、高落札率となる傾向があるため、十分な要因分析を実施し、競争性の確保に努め
られたい。

114 114 1 執行等改善

　本事業においては、確度の高い公刊情報を提供できる通信社と契約する必要があり、国内に対応できる企業は数少
ないと想定している。１者応札にならざるを得ない状況がある一方で、競争入札を実施することにより、新規企業の
参入機会を確保し、可能な限りコスト削減を追求している。
　いただいた所見を踏まえ、点検項目の記載内容をより具体的に修正する等、国民の理解を得られるよう努める。

防衛政策局 一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0197 - 00 令和元年度対象

292 防衛駐在官等支援経費 H26 終了予定なし 32 32 30 

・要求内容と学習・訓練内容との説明が不十分ではないか（要求内容と学習・
訓練内容は一致しているのか）。
・研修言語は何か。
・部内既存の語学学習プログラムと比して、内容や水準の点でどう違うのか。
部外の民間語学学校なら、特段「軍事・安全保障」に重点を置いた、カリキュ
ラムにはなっていないのではないか（専門用語、文献読解なら、高等教育・研
究機関の方が妥当であると考える）。
・政府の他部署（例えば、外務省研修所など）の利用はできないのか。
・外国語能力は短期の付け焼刃でつくものではなく、（防大・幹部候補生学
校）の採用時、教育カリキュラムの時点から始まり、幹部学校，実務経験，留
学のなかで涵養するのであって、この予算項目の妥当性自体に疑義がある。む
しろ、中長期的観点からの人材育成に予算を充当すべきであると考える。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 31 32 1 執行等改善

外部有識者及び行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえて、次回以降、要求内容や学習内容を具体的に記載する
とともに、研修言語の選定理由等も併せて明記し、事業内容の理解容易を図ることとする。
また、防衛駐在官出国までの流れを簡潔に記載し、本事業の位置付けや必要性を明確化するとともに、その上で、制
限の見直しを適宜実施し、競争性を高めることで更なるコスト低減を図ることとする。

防衛政策局 一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費

防衛省 0242 - 00 令和元年度対象

施策名：2-(6)情報機能の強化、3大規模災害への対応

293 ヘリコプター映像伝送装置の整備等 H7 終了予定なし 159 460 592 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・随意契約にあたっては、詳細な内訳を入手しコスト縮減の余地を検証し、厳格な原価査定や適切な価格交渉等により、更
なる価格の妥当性向上に努められたい。
・執行額が予算額を超過している状況が継続しているので、予算要求については執行状況を踏まえ適切に対応されたい。
・また、昨年度同様に、執行額が超過している理由についてレビューシートに記載されたい。

18 18 - 執行等改善

・執行額が予算額を超過している要因については、可動率の増加、更に器材の老朽化や十分な予算の確保が出来てい
ないものと分析している。引き続き、適切な予算の計上及び予算執行に努めていく。
・繰越額が大きくなった要因は、ヘリコプター映像伝送装置の故障部品の取得において、納期が年度内に納まらない
ため繰越したものである。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
18

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0195 - 00 令和元年度対象

施策名：3大規模災害への対応

294 一般車両更新分 S29 終了予定なし 21 45 33 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・予算の執行率が低く、また、令和２年度も同規模の予算額となっている。契約実績等も考慮して、適切な予算要求に努め
られたい。
・また、一般競争入札による一者入札については、十分な要因分析を実施し、競争性の拡大を図られたい。

21 34 13 執行等改善
予算制約を踏まえつつ、更新車両に優先順位を付与し適切な予算要求・予算執行に努める。また、一者入札となって
いるものについて、要因分析を行い複数者が入札できるよう努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費

防衛省 0193 - 00 平成30年度対象

295 校内電子交換装置保守点検 S30 終了予定なし 2 2 2 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一般競争入札による一者入札が見受けられる。十分な要因分析を実施し、競争性の拡大を図るとともに、引き続き民生部
品の導入等に努め、効率的な予算要求、執行に努められたい。

3 2 ▲ 1 年度内に改善を
検討

行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、校内電子交換装置の運用方法も含めて効率的な予算執行・予算要求に
努める。

防衛装備庁プロ
ジェクト管理部

一般会計
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0194 - 00 平成28年度対象

施策名：3大規模災害への対応、6-(2)二国間・多国間の共同訓練・演習の実施

296 パシフィック・パートナーシップ H19 終了予定なし 189 189 73 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・令和元年度については大きく不用額が発生している。艦艇の派遣中止等によりやむを得ない事情もあると思われるが、引
き続き関係国との事前調整を密に行い、適切な予算要求、予算執行に努めてほしい。
・また、一般競争入札による一者入札が見受けられる。十分な要因分析を実施し、競争性の拡大を図られたい。

181 167 ▲ 15 執行等改善

・相手国の状況を踏まえ、必要性、経済性等を勘案し予算要求を実施しているところであるが、指摘を踏まえ、関係
国との事前調整を密に行い、適切な予算要求に、予算執行に努めていく。
・また、余裕を持った調達スケジュールの設定、複数社から見積りを取得するなど、競争性を確保することにより効
率的な予算執行に努めていく。

防衛政策局 一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費
                  統合幕僚監部の運営に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）訓練・演習の実施に必要な経費
                    衛生機能の強化に必要な経費
（項）自衛官給与費
　　（大事項）自衛官の給与に必要な経費
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0196 - 00 平成30年度対象

施策名：4-(1)訓練・演習の実施

297 部隊等における教育・訓練に要する経費 S28 終了予定なし 67,962 68,243 66,178 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・一般競争入札による一者入札が見受けられる。十分な要因分析を実施し、競争性の拡大を図るとともに、引き続き効率的
な予算要求、予算執行に努められたい。

61,311 72,591 11,280 ▲ 13.695 縮減

令和３年度概算要求においては、仕様内容の見直しや要求品目、数量を精査することにより、13,695千円の縮減を
図った。
また、行政レビュー推進チームの所見を踏まえ、競争性を高める工夫や詳細な内訳を入手して価格精査に当たり、引
き続きコスト軽減に努める。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
95

人事教育局
防衛政策局

一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）統合幕僚監部の運営に必要な経費
　　（大事項）海上自衛隊の運営に必要な経費
　　（大事項）人的基盤の強化に必要な経費
                    訓練・演習の実施に必要な経費
                    運用基盤等の強化に必要な経費
                    衛生機能の強化に必要な経費
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費

（項）安全保障協力推進費
　　（大事項）防衛協力・交流の推進に必要な経費

防衛省 0217 - 00 平成30年度対象 ○

施策名：4-(2)衛生機能の強化

298 医療備品、衛生器材等の整備 S29 終了予定なし 5,766 6,158 5,806 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・繰越の状況が継続していることから、その理由についてレビューシートに記載し、執行の妥当性について国民の理解を得
られるように努められたい。

6,960 7,544 585 ▲ 0.628 縮減

・年度内の納入に努めているが、令和元年度においては、新型コロナウイルス感染症の影響により、陸路輸送及び航
空便の減便並びに税関手続きが滞ったことから、年度内での納入が困難となり、やむを得ず繰越となったものであ
る。引き続き、繰越が生じないよう早期契約及び納入に努める。
・引き続き、実績単価等の適正単価の採用、必要数量の精査等によりコスト縮減に努める（縮減額：△６２８千
円）。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
3,381

人事教育局 一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）衛生機能の強化に必要な経費
                  運用基盤等の強化に必要な経費
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費
                  武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0243 - 00 令和元年度対象

299 医療施行費 S29 終了予定なし 12,422 12,439 12,513 
・競争契約における支出先上位10者リストを参照すると、高落札率（100％が5
者、99.9％が5者）であるため、高落札率の妥当性について、レビューシートに
おいて丁寧に説明し、国民の理解が得られるようにすべきではないか。

現状通り ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 12,373 12,306 ▲ 67 ▲ 11.965 縮減

一般競争入札結果が、高落札率になる要因として予定価格算定の際、過去の実績価格や複数者からの見積価格を参考
としているため高落札率となっている。今後、新規業者を含めた更なる応札者の拡大に努め、競争性を高めるよう努
める。
・引き続き、実績単価等の適正単価の採用、必要数量の精査等によりコスト縮減に努める（縮減額：△１１，９６５
千円）。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
10,820

人事教育局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）運用基盤等の強化に必要な経費
　　　　　　　  衛生機能の強化に必要な経費

防衛省 0244 - 00 その他

300 防衛医科大学校における教育に要する経費 S47 終了予定なし 2,167 2,167 2,122 

・事業所管課における自己点検において、応札者が多数見込まれる品目毎に調
達するなど、特定の事業者に限定しないよう努めているとされている。他方、
一般競争契約において一者応札及び高落札率が見受けられることから、引き続
き要因を分析し、競争性の確保に努めるべきではないか。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 2,142 2,380 238 ▲ 4.444 縮減

・令和３年度概算要求においては、実績単価の反映により、4,444千円の減額を図った。
・改善点については、入札参加条件等の見直し、十分な公告期間及び契約準備期間の確保など、引き続き競争性の確
保に努める。
・概算要求については、仕様内容の確認、過去の執行実績を踏まえ要求している。引き続き執行実績の反映等を行
い、予算の効率化に努める。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
402

人事教育局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）衛生機能の強化に必要な経費

防衛省 0245 - 00 その他

301 診療委託費 S29 終了予定なし 12,180 12,750 12,750 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り ・引き続き自衛隊病院等の部内医療機関への利用促進により、診療委託費の節減に努められたい。 12,223 12,544 321 現状通り
・引き続き、健康診断等を通じた隊員の健康管理を図り、初期診療からの自衛隊病院等の部内医療機関への一層の利
用促進に努める。

人事教育局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）衛生機能の強化に必要な経費

防衛省 0246 - 00 令和元年度対象

施策名：4-(3)地域コミュニティーとの連携

302 移転措置事業 S49 終了予定なし 4,489 4,468 3,957 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・繰越については、事業の性質上低減は困難かと思われるが、引き続き低減について検討をし、効率的な予算要求、予算執
行に努められたい。

5,012 2,177 ▲ 2,835 現状通り
・移転措置事業は、建物等の所有者からの移転希望を受け、移転補償等を実施している性質上、所有者の事情に起因
して、やむを得ず繰越が生じており、計画的に本事業を進めることは難しい面もあるが、引き続き、繰越低減につい
て検討をし、効率的な予算執行及び予算要求に努める。

地方協力局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）地域コミュニティーとの連携に必要な経費

防衛省 0327 - 00 平成28年度対象

303 民生安定助成事業 S49 終了予定なし 36,320 34,404 33,088 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・繰越しについては、事業の性質上困難な部分もあるかと思われるが、引き続き低減のための努力を行い、可能な限り予算
の効率的な執行に努められたい。
・補助事業者における入札残については、予算要求にへの反映について検討し、適切な予算要求に努められたい。

34,319 19,425 ▲ 14,894 現状通り
地方公共団体等における事業の進捗状況の把握及び事業内容の精査等を実施し、引き続き効率的な予算要求及び予算
執行に努める。

地方協力局 一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）地域コミュニティーとの連携に必要な経費
（項）在日米軍等駐留関連諸費
　　（大事項）在日米軍の兵力構成見直し等に関する政府の取組の実施に必要な経費

防衛省 0328 - 00 平成29年度対象 ○

304 緑地整備事業等 S49 終了予定なし 843 843 783 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り

・一般競争入札において一者応札が見受けられるものの、要因分析や対策が検討されており、次回入札の際には改善が図ら
れるようにされたい。
・契約実績の分析及びコスト縮減方策の検討等を不断に実施し、その結果を反映することにより、効率的な予算要求、予算
執行に努められたい。

1,038 910 ▲ 128 現状通り
一者応札については、発注単位の見直し等により改善を図ることとする。
また、引き続き、地方公共団体等に対し使用許可を行うことにより、コストの縮減に努めることとする。

地方協力局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）地域コミュニティーとの連携に必要な経費

防衛省 0329 - 00 平成30年度対象
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備　考 担当部局庁 会計区分 項・事項 補助
金等

305 騒音防止事業（住宅防音） S49 終了予定なし 56,284 53,777 52,129 

・効率的な工事内容の採用等により、コスト削減に努めているとのことである
が、引き続きコスト削減に努めらたい。
・繰越しの理由等について現在の記載では理由が不明瞭なため、可能な限り具
体的に記載をすべき。多くの繰越しが発生していることから、計画的な事業の
推進に努めてほしい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 62,883 52,607 ▲ 10,277 執行等改善

・これまでも、効率的かつ効果的な工事内容の採用等、コスト削減に努めてきたところであり、今後もコスト削減策
について引き続き検討する。
・次回より繰越しの理由等（補助事業者の体調不良、工事内容の調整や居住者不在により現地調査に時間を要した
等）について具体的に記載したい。
・防音工事は希望順に実施しているところであるが、個人の様々な事情により繰越しが生じていることから、計画段
階から事業の実施に影響を与える事情の把握に努めるとともに補助事業者と調整し、繰越しが生じないように努めた
い。

地方協力局 一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）地域コミュニティーとの連携に必要な経費
（項）在日米軍等駐留関連諸費
　　（大事項）在日米軍の兵力構成見直し等に関する政府の取組の実施に必要な経費

防衛省 0330 - 00 その他 ○

306 借料 S27 終了予定なし 128,958 128,958 128,685 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・引き続き、防衛施設の継続的・安定的な使用確保のため、適正な評価額の算定に努め、土地所有者の理解のもと円滑に事
業を進められたい。

130,067 130,838 771 現状通り
・行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえて、引き続き、防衛施設の継続的・安定的な使用確保のため、適正な
評価額の算定に努め、土地所有者の理解のもと円滑に事業が進むよう努めていく。

地方協力局 一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）地域コミュニティーとの連携に必要な経費
（項）在日米軍等駐留関連諸費
　　（大事項）沖縄に関する特別行動委員会最終報告に盛り込まれた措置の実施に必要な
経費

防衛省 0331 - 00 平成29年度対象

307 補償経費等 S27 終了予定なし 14,389 14,214 11,490 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・例年繰り越しが生じているが、事業の性質上困難な部分もあるかと思われるが、引き続き低減のための努力を行い、可能
な限り効率的な予算執行に努められたい。
・一般競争入札による一者入札については、十分な要因分析を実施し、競争性の拡大を図られたい。

14,766 12,901 ▲ 1,865 現状通り
・引き続き、可能な限り予算の効率的執行に努めていきたい。
・一般競争入札による一者応札については、発注単位の見直しを行う等の要因分析を実施し、競争性の拡大を図って
参りたい。

地方協力局
整備計画局

一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）地域コミュニティーとの連携に必要な経費
（項）在日米軍等駐留関連諸費
　　（大事項）在日米軍の兵力構成見直し等に関する政府の取組の実施に必要な経費
　　　　　　　　沖縄に関する特別行動委員会最終報告に盛り込まれた措置の実施に必要
な経費

防衛省 0332 - 00 令和元年度対象 ○

308 障害防止事業 S49 終了予定なし 10,186 9,057 8,763 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り

・毎年度繰越を発生させているところ、用地買収に係る地権者との調整の困難性は理解できるが、関係住民の生活の安定及
び福祉の向上への影響もあることから、引き続き、事業管理を適切に進めてほしい。
・地方自治体（補助事業者）が発注する施設工事等に対して、引き続き、競争性の確保やコスト低減に係る取り組みを推進
することにより、費用対効果の高い事業となるよう努められたい。

10,789 3,847 ▲ 6,942 現状通り
・事業の実施については事業管理を適切に進めるとともに、引き続き、競争性の確保やコスト低減に係る取り組みの
推進に努める。

地方協力局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）地域コミュニティーとの連携に必要な経費

防衛省 0333 - 00 平成28年度対象 ○

309 騒音防止事業（一般防音） S49 終了予定なし 11,958 11,808 10,755 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・引き続き、令和元年度公開プロセスの議論及び有識者からのコメント等を踏まえ、補助対象施設の拡大や手続きの簡素化
等などを推進し、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

11,997 9,033 ▲ 2,965 執行等改善
・引き続き、補助対象施設の拡大や手続きの簡素化等の推進に当たっては、関係自治体等の意見及び制度の趣旨を踏
まえながら、今後も慎重に進めていくとともに、効率的な予算要求、予算執行に努める。

地方協力局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）地域コミュニティーとの連携に必要な経費

防衛省 0334 - 00 令和元年度対象 ○

310 道路改修等事業 S49 終了予定なし 7,489 7,158 6,526 

・数値目標を設定するには馴染まないことから、様々なアプリ・ソフトウェア
を利用して、地域的偏りがあるのかないのか等、ビジュアル化した資料の作成
が業務上でも対外的な説明でも望ましい。
・毎年度、多額の繰越額が発生している。用地買収に係る地権者との調整等に
よりやむを得ない事情もあると思われるが、地方公共団体とのヒヤリングにお
いて、事業進捗の状況及び見通しについての留意が必要であり、適切な予算要
求、予算執行に努めてほしい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 7,197 5,076 ▲ 2,120 執行等改善
・指摘のあった資料の作成について、適切に対応する。
・繰越については、やむを得ない事情により生じたものであるが、地方公共団体とのヒアリングにおいて事業の進捗
状況及び見通しについて、確認及び精査を徹底し、適切な事業管理に努める。

地方協力局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）地域コミュニティーとの連携に必要な経費

防衛省 0335 - 00 その他 ○

311 防衛施設周辺整備統合事業 H16 終了予定なし 588 514 488 

・事業の妥当性を検証するのに採択件数率は無意味であり別の視点が必要と考
える、例えばなぜ年度によって採択件数が変わるのか、数字をもっと増やせな
いのかを考えるべきであり、基地関係市町村から様々な要望が出てきていると
思うが、その要望にどのような対応をしてきたのか説明が必要である。
・毎年度、一定程度の繰越額が発生している。地方公共団体等に対し事業進捗
の状況及び見通しについて留意が必要であり、適切な予算要求、予算執行に努
めてほしい。また、事業効果の確認については、アンケートを定期的に実施
し、事業効果の向上に努められたい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 863 672 ▲ 191 執行等改善

・各年度の件数及び金額については、個々の事業の進捗状況等によりバラつきがあるが、防衛施設関連市町村からの
要望については、国の財政状況が厳しい中、出来る限り要望に応えられるよう努力しており、平成２９年度から令和
元年度においては地元要望を全て採択しているところである。

・繰越については、やむを得ない事情により生じたものであるが、地方公共団体等とのヒアリングにおいて事業の進
捗状況及び見通しについて、確認及び精査を徹底し、適切な事業管理に努める。また、事業効果の確認については、
アンケートを定期的に実施し、事業効果の向上に努める。

地方協力局 一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）地域コミュニティーとの連携に必要な経費

防衛省 0336 - 00 その他 ○

施策名：4-(3)地域コミュニティーとの連携、4-(4)知的基盤の強化

312 大規模広報施設 H3 終了予定なし 258 258 237 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・一者応札案件並びに一者応札かつ落札率が１００％という案件が見受けられるので、要因の分析を行い、競争性を高める
方策を検討し、効率的な予算執行に努められたい。

313 266 ▲ 47 現状通り
・2者以上の見積の取得やHP等へ入札情報を広く掲載するなどして、価格競争によるコスト削減ができるよう努めてい
く。

大臣官房 一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）陸上自衛隊の運営に必要な経費
                  海上自衛隊の運営に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）運用基盤等の強化に必要な経費
                  人的基盤の強化に必要な経費
                  民間資金等を活用した防衛施設整備に必要な経費
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費

防衛省 0227 - 00 平成29年度対象

313 行事広報 S29 終了予定なし 326 326 324 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・令和元年度の成果目標の達成度が低いことから、要因分析を行い、事業目的の達成が図られたのかについて国民の理解を
得られるようレビューシートに記載をされたい。
・引き続き、契約実績の分析及びコスト縮減方策の検討等を不断に実施し、その結果を反映することにより、効率的な予算
要求、予算執行に努められたい。

324 319 ▲ 6 執行等改善
・成果目標の達成度が低いことから、要因分析を行い、広報体制の整備に努める。
・引き続き、契約実績の分析及びコスト低減方策の検討等を行い、単価等の見直し等を図るなどして、効率的な予算
要求及び予算執行に努めていく。

大臣官房 一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費
                  陸上自衛隊の運営に必要な経費
                  海上自衛隊の運営に必要な経費
                  航空自衛隊の運営に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）知的基盤の強化に必要な経費
                  地域コミュニティーとの連携に必要な経費
                  運用基盤等の強化に必要な経費

防衛省 0337 - 00 平成28年度対象

314 印刷物広報 S29 終了予定なし 120 120 123 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一般競争入札により競争性を確保しているとのことであるが、結果的に一者応札かつ落札率100%の状況が散見される。十
分に要因分析を行い、応札者拡大のための検討を実施し、競争性の向上に努められたい。

122 120 ▲ 2 執行等改善
・一社応札となった要因については、一定の具備条件を付したことが１つの要因と考えられるため、仕様書の見直し
や複数の業者から見積を取得するほか、HP等へ入札情報を掲載するなどして、入札業者を増やし、競争性の向上に努
める。

大臣官房 一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）知的基盤の強化に必要な経費
                  地域コミュニティーとの連携に必要な経費

防衛省 0338 - 00 令和元年度対象

315 視聴覚広報 S29 終了予定なし 59 59 39 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・予算の執行率が低く、また、令和２年度も同規模以上の予算額となっているが、執行実績を採用する等、効率的な予算要
求、予算執行に努められたい。

61 58 ▲ 3 執行等改善
・入札による価格の競争性が働き、執行率は低かったものの、改善傾向が見られることから、引き続き、執行実績等
の精査を行い、単価等の見直し等を図るなどして、適切な予算要求及び予算執行に努めていく。

大臣官房 一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）知的基盤の強化に必要な経費
　　　　　　　  地域コミュニティーとの連携に必要な経費

防衛省 0339 - 00 平成30年度対象

316 広報体制の整備 S29 終了予定なし 221 221 190 

・一般競争契約において一者応札の状況が見受けられる。一者応札について
は、その要因を分析し、要すれば仕様の見直しなどを行っているとのことであ
るが、特に高落札率の契約について引き続き要因を分析し、競争性の確保に努
められたい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 245 261 16 執行等改善
・一者応札となった要因については、一定の具備条件を付したことが１つの要因と考えられるため、仕様書の見直し
や複数の業者から見積を取得するほか、HP等へ入札情報を掲載するなどして、入札業者を増やし、競争性の向上に努
める。

大臣官房 一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費
                  陸上自衛隊の運営に必要な経費
                  海上自衛隊の運営に必要な経費
                  航空自衛隊の運営に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）知的基盤の強化に必要な経費
                  地域コミュニティーとの連携に必要な経費

防衛省 0340 - 00 その他

施策名：4-(3)地域コミュニティーとの連携、5-(2)在日米軍駐留に関する施策の着実な実施

317 特定防衛施設周辺整備調整交付金 S49 終了予定なし 37,169 36,922 35,948 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・毎年度、一定程度の繰越額が発生している。地方公共団体等に対し事業進捗の状況及び見通しについて留意が必要であ
り、適切な予算執行、予算要求に努めてほしい。

37,075 22,808 ▲ 14,267 現状通り
・繰越については、やむを得ない事情により生じたものであるが、地方公共団体とのヒアリングにおいて、事業の進
捗状況及び見通しについて、これまで以上に確認及び精査を徹底し、適切な予算執行、予算要求に努める。

地方協力局 一般会計

（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）地域コミュニティーとの連携に必要な経費
（項）在日米軍等駐留関連諸費
　　（大事項）在日米軍の兵力構成見直し等に関する政府の取組の実施に必要な経費

防衛省 0207 - 00 令和元年度対象

施策名：4-(4)知的基盤の強化

318 防衛研究所における教育に要する経費 S29 終了予定なし 269 269 249 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・入札条件金額の引き下げなど、競争性の向上の取組については評価できる。
・引き続き、更なる競争性の向上のため少額随契におけるオープンカウンター方式などを実施し、コスト縮減に努められた
い。

275 277 1 ▲ 0.185 縮減
令和３年度概算要求においては、実績単価の反映により、185千円の減額を図った。
また、行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえ、１者応札案件は要件分析を行い、競争性を高められるよう努め
る。また、契約方式の見直しや原価精査や価格交渉等による価格面での適正化に努める。

人事教育局 一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費
                  施設等機関等の運営に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）知的基盤の強化に必要な経費

防衛省 0341 - 00 令和元年度対象

施策名：5-(2)在日米軍駐留に関する施策の着実な実施
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様式１ 別添１

令和２年度 令和３年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ ３つを超える場合

（単位：百万円）

事業
番号

事　　業　　名 事業開始
年度

事業終了
(予定)年度

令和元年度
補正後予算額

令和元年度

外部有識者の所見

行政事業レビュー推進チームの所見

執行
可能額

執行額 評価結果 所見の概要 反映額

差引き
基金

１つ目 ２つ目 ３つ目

反映状況

反映内容

平成３１年度（令和元年度）レビューシート番号
外部有識者点検対象
（公開プロセス含
む）
※対象となる場合、
理由を記載

委託
調査

備　考 担当部局庁 会計区分 項・事項 補助
金等

319 訓練移転費の負担 H8 終了予定なし 860 860 477 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り ・引き続き、日米間で緊密な連携を図り、効率的な予算要求、予算執行に努められたい。 1,009 1,031 22 現状通り 引き続き、日米間で緊密な連携を図り、効率的な予算要求、予算執行に努める。 地方協力局 一般会計
（項）在日米軍等駐留関連諸費
　　（大事項）在日米軍等の駐留に必要な経費

防衛省 0198 - 00 令和元年度対象

320 駐留軍等労働者の労務管理 S53 終了予定なし 152,709 153,305 151,940 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・一者応札となっているものについては、高落札率となる傾向があるため、十分な要因分析を実施し、競争性の確保に努め
られたい。

154,074 155,419 1,345 執行等改善
一者応札の案件（健康診断等）については、検診車を保有する業者が少ない等の理由により、結果的に一者応札と
なったものであるが、引き続き、十分な入札期間を確保するとともに、業者に幅広く声掛けを行うなど、競争性を確
保するための取組みに努める。

地方協力局 一般会計
（項）在日米軍等駐留関連諸費
　　（大事項）在日米軍等の駐留に必要な経費

防衛省 0199 - 00 平成28年度対象

321 提供施設の整備 S54 終了予定なし 20,725 20,740 19,813 

・一般競争入札の採用や十分な公告期間を設ける等の取り組み及びコスト縮減
の取り組みについては引き続き実施されたい。
・繰越しについては、毎年発生しており、状況が改善されている状況には見え
ないことからどのような取組みを実施しているかも記載すべきではないか。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 20,730 21,753 1,022 執行等改善

一般競争入札の採用や十分な公告期間を設ける等の取り組み及び更なるコスト縮減の取り組みについても引き続き実
施していく。また、繰越額が生じている要因としては、予算執行段階において、着手後の現場状況や対米調整の結
果、やむを得ない事情により繰越しているものであるが、毎月の工事進捗状況について十分な把握及び分析を行い繰
越額の低減に努める。

地方協力局 一般会計
（項）在日米軍等駐留関連諸費
　　（大事項）在日米軍等の駐留に必要な経費

防衛省 0200 - 00 その他

322 光熱水料等の負担 H3 終了予定なし 21,934 21,934 21,926 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・光熱水料等の負担は、在日米軍の駐留を維持していく上で必要不可欠であるが、協定上、米側において経費の節減に一層
努めることが規定されていることから、引き続き、米側への節約努力の徹底を要請し、効率的な予算要求、執行に努められ
たい。

22,260 23,433 1,173 現状通り 米側が実施する節約に係る取組を踏まえ、引き続き米側と協議していきたいと考えている。 地方協力局 一般会計
（項）在日米軍等駐留関連諸費
　　（大事項）在日米軍等の駐留に必要な経費

防衛省 0201 - 00 平成30年度対象

323 提供施設移設整備 S38 終了予定なし 729 844 799 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・米側と整備内容、緊要性等について引き続き調整するとともに、予算執行にあたっては、契約実績の分析を行い、入札情
報の幅広い周知などの競争性を高める取組を進められたい。
・毎年度繰越額が生じているため、引き続き執行状況を十分に把握し、予算要求に適切に反映されたい。

1,415 1,662 247 現状通り
引き続き米側と整備内容、緊要性等を十分調整していく。また、予算執行にあたっては、契約実績の分析を行いつ
つ、効率的な予算執行に努める。また、繰越額が生じていることも踏まえ、予算執行状況の十分な把握を行いつつ、
計画的な事業の推進に努める。

地方協力局 一般会計
（項）在日米軍等駐留関連諸費
　　（大事項）在日米軍等の駐留に必要な経費

防衛省 0202 - 00 令和元年度対象

324 米軍再編関係経費 H18 終了予定なし 119,035 135,857 109,800 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・毎年度、繰越額が大きく発生している。事業の性質上、相手国との調整等によりやむを得ない事情もあると思われるが、
相手国の状況にも留意し適切な予算要求、予算執行に努めてほしい。

133,446 - ▲ 133,446 年度内に改善を
検討

　繰越については、予算要求後に、米側より施設の配置計画について変更要望がなされたこと等、やむを得ない事情
によるものであるが、「令和３年度予算の概算要求の具体的な方針について」（令和２年７月２１日閣議財務大臣発
言要旨）に基づき、予算編成過程において米軍等との調整状況を予算に適切に反映させるとともに、執行においても
事業が実施できるよう調整してまいりたい。

地方協力局 一般会計
（項）在日米軍等駐留関連諸費
　　（大事項）在日米軍の兵力構成見直し等に関する政府の取組の実施に必要な経費

防衛省 0203 - 00 平成29年度対象

325 SACO関係経費 H8 終了予定なし 14,599 6,114 6,412 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・例年より大幅に繰越額が大きくなっている。米軍との調整等によりやむを得ない部分もあると思われるが、要因分析を十
分に行い適切な予算要求、予算執行に努めてほしい。

1,931 - ▲ 1,931 現状通り

　繰越については、予算要求後に、米側の施設基準の改正があったこと伴う設計の見直しに時間を要した等、やむを
得ない事情によるものであるが、「令和３年度予算の概算要求の具体的な方針について」（令和２年７月２１日閣議
財務大臣発言要旨）に基づき、予算編成過程において米軍等との調整状況を予算に適切に反映させるとともに、執行
においても事業が実施できるよう調整してまいりたい。

地方協力局 一般会計
（項）在日米軍等駐留関連諸費
　　（大事項）沖縄に関する特別行動委員会最終報告に盛り込まれた措置の実施に必要な
経費

防衛省 0204 - 00 平成28年度対象

326 独立行政法人駐留軍等労働者労務管理機構運
営費交付金

H14 終了予定なし 3,270 3,270 3,270 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・一般競争入札を実施しているものの一者応札が見受けられる。要因について分析するとともに、競争性の向上を図ってい
くべき。
・引き続き、日米地位協定の規定に基づき、円滑かつ公益性のある事業の推進に努められたい。

3,339 3,273 ▲ 66 現状通り
本事業目的に鑑み、引き続き令和２年３月に認可された事業計画に掲げている事項について、適切に実施するよう努
める。

地方協力局 一般会計
（項）独立行政法人駐留軍等労働者労務管理機構運営費
　　（大事項）独立行政法人駐留軍等労働者労務管理機構運営費交付金に必要な経費

防衛省 0205 - 00 平成30年度対象

327 特別調達資金事務処理システムに要する経費 H17 終了予定なし 84 84 85 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・次期更新時には、改善の方向性で示した取組を確実に実施されコスト削減に努められたい。
・また、一般競争入札による一者入札については、十分な要因分析を実施し、競争性の拡大を図られたい。

34 201 167 現状通り
・次期更新時には、コスト低減方策の検討等を実施し、効率的な予算要求、予算執行に努める。
・一者応札については、要因分析を実施し今後の調達における競争性確保に努める。 大臣官房 一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費
（項）在日米軍等駐留関連諸費
　　（大事項）在日米軍等の駐留に必要な経費

防衛省 0206 - 00 平成29年度対象

施策名：6-(1)ハイレベル交流・政策対話等の推進

328 教育訓練履修給付金 H10 終了予定なし 125 110 107 

・引き続き留学生に対するアンケート・聞き取りを行いその結果を踏まえ、効
果的な給付金の有り方の検討を行われたい。
・毎年、当初見込み人員に対して活動実績が少ないことからその要因を記載さ
れたい。

現状通り ・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 135 139 4 現状通り

・支給留学生が規律に違反した場合や退学した場合は給付金の支給を打ち切るため、当初見込み人員に対して活動実
績が少ない場合がある。
・引き続き、留学生に対するアンケートの実施等を通じた適正な予算要求および予算執行の効率化に努めるととも
に、今後も留学生や派遣国に対する意見聴取等を実施し、現状の把握に努め予算要求に反映する。

人事教育局 一般会計
（項）安全保障協力推進費
　　（大事項）防衛協力・交流の推進に必要な経費

防衛省 0212 - 00 その他

329 ジブチ軍に対する災害対処能力強化支援 H28 終了予定なし 70 70 61 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・引き続き、契約実績の分析及びコスト縮減方策の検討等を不断に実施し、可能な限りその結果を反映することにより、効
率的な予算要求、予算執行に努められたい。

67 70 3 ▲ 0.997 縮減

・地理的な特性もあり、他社参入や資源確保が困難な面があるため改善が困難であるが、引き続き効率的な予算要
求、執行に努める。
・執行実績を踏まえ、要求品目を精査しつつ円滑な事業の執行に資する要求を行っていく。
・概算要求において、997千円の縮減を図った。

統合幕僚監部 一般会計
（項）安全保障協力推進費
　　（大事項）防衛協力・交流の推進に必要な経費

防衛省 0213 - 00 令和元年度対象

施策名：6-(1)ハイレベル交流・政策対話等の推進、6-(2)二国間・多国間の共同訓練・演習の実施

330 ハイレベル政策的交流 S45 終了予定なし 245 245 188 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・仕様内容の精査により、官側で用意できる内容は予算要求しないよう効率化に努めていることが認められる。
・引き続きコスト低減方策の検討等を行い効率的な予算要求、予算執行に努められたい。

276 422 146 現状通り
　引き続き競争性のあるものは入札による調達を促進するとともに、出張者の早期確定によるディスカウントチケッ
ト購入を追求する等、効率的な予算要求・予算執行に努めていく。

防衛政策局 一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費
                  統合幕僚監部の運営に必要な経費
                  陸上自衛隊の運営に必要な経費
                  海上自衛隊の運営に必要な経費
                  航空自衛隊の運営に必要な経費
（項）安全保障協力推進費
　　（大事項）防衛協力・交流の推進に必要な経費

防衛省 0209 - 00 その他

331 実務レベル政策的交流 H2 終了予定なし 108 108 163 

・コロナ禍の中で、オンライン・テレビ会議システムが用いられるようになっ
た。実際に派遣する必要がある場合とない場合の、明確な基準策定が必至であ
る。
・活動指標及び活動実績（アウトプット）では活動実績が当初見込みより下
回っているものの、執行額が当初予算より大幅に超過している。理由等につい
てレビューシート上で明らかにするべきではないか。適切な予算要求、予算執
行に努めてほしい。

事業内容の一部
改善

・外部有識者の所見を踏まえて、適切に対応されたい。 108 110 2 ▲ 2.412 縮減

・相手国との関係や協議の内容、性質等によりそれぞれ状況が異なるため一律に定性的・定量的な基準を定めること
は困難な部分が多いが、会議の実施にあたっては、個々の状況を十分に勘案し、可能なものについてはオンラインで
の実施を追求するなど、適切な形態での選定に努める。
・また、令和元年度は出張人数、出張期間増により、執行額が増加しているところであるが、引き続き、出張人数、
出張期間の精査を行い、適切な予算執行に努めていく。
・令和３年度概算要求においては、出張人員、出張回数の縮減、航空運賃の精査により、２，４１２千円の縮減をし
た。

防衛政策局 一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費
                  統合幕僚監部の運営に必要な経費
                  陸上自衛隊の運営に必要な経費
                  航空自衛隊の運営に必要な経費
（項）安全保障協力推進費
　　（大事項）防衛協力・交流の推進に必要な経費

防衛省 0210 - 00 平成28年度対象

332 部隊レベル対話 S44 終了予定なし 45 45 45 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り
・令和元年度の執行率が向上したことは評価できるので、引き続き航空券の割引制度を利用する等、予算執行の効率化に努
められたい。
・予算要求についても執行実績を加味する等適切に行われたい。

52 54 3 ▲ 1.012 縮減
　引き続き競争性のあるものは入札による調達を促進するとともに、出張者の早期確定によるディスカウントチケッ
ト購入を追求する等、効率的な予算要求・予算執行に努めていく。また、令和３年度概算要求においては、出張人員
の縮減、航空運賃の精査により、１，０１２千円の縮減をした。

防衛政策局 一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費
                  統合幕僚監部の運営に必要な経費
                  陸上自衛隊の運営に必要な経費
                  海上自衛隊の運営に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費
　  （大事項）訓練・演習の実施に必要な経費
　  （大事項）人的基盤の強化に必要な経費
（項）安全保障協力推進費
　  （大事項）防衛協力・交流の推進に必要な経費

防衛省 0211 - 00 その他

施策名：6-(2)二国間・多国間の共同訓練・演習の実施

333 多国間・２国間交流 H25 終了予定なし 470 470 349 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・予算の執行率が継続して低く、事業の性質上やむを得ない部分もあるが、相手国との綿密な調整等を実施し、適切な予算
要求に努められたい。

1,586 917 ▲ 669 ▲ 0.027 縮減

訓練の実施内容は、各種調整会議等を経て決定していくため、予算要求段階における訓練内容の確定は困難であり、
参加アセットも、情勢の変化により大きく左右されることから、訓練の中止や参加規模の変更等の事態が発生するも
のの、先行的かつ綿密な関係国及び各部隊との調整により、可能な限り訓練内容等を精査し、予算要求に反映するよ
う努める。
また、予算執行においては、特に、昨今の原油価格高騰に伴い航空券の調達価格が上昇する中、関係国及び各部隊と
の綿密な調整によって各種調整会議、訓練及び演習の参加者を精査し、真に必要な隊員を参加させる等、無駄のない
効率的な予算執行に努めている。
上記取組みの結果、概算要求額を２７千円縮減した。

防衛政策局 一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費
                  統合幕僚監部の運営に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）衛生機能の強化に必要な経費
                  訓練・演習の実施に必要な経費
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の整備維持に必要な経費
（項）安全保障協力推進費
　　（大事項）防衛協力・交流の推進に必要な経費

防衛省 0208 - 00 平成29年度対象

施策名：6-(3)装備・技術協力

334 各種資料の翻訳 H17 Ｒ2 1 1 - ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・２年連続、執行額が発生していない。令和３年度に要求するのであれば、国民の理解が得られるように積算の考えも含め
て丁寧に必要性をレビューシートに記載する必要がある。

1 - ▲ 1 執行等改善
本事業の点検・改善結果及び行政事業レビュー推進チームの所見を踏まえて、今後予算要求は行わず、本事業は終了
することとする。

防衛装備庁
装備政策部
技術戦略部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0262 - 00 平成29年度対象

335 諸外国との防衛装備・技術協力に係る交流に
必要な経費

H30 終了予定なし 1 1 1 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・経費規模が小さく、また、使途を見ても記念品購入とのことだが、同施策の他の事業と統合して事業単位を整理する検討
をしてもよいのではないか。

1 1 - 年度内に改善を
検討

同施策の類似事業と統合して事業単位を整理することについて、事業内容を整理し、検討することとしたい。
防衛装備庁
長官官房

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　（大事項）装備品等の効率的な取得等に必要な経費

防衛省 0283 - 00 令和元年度対象

施策名：6-(3)装備・技術協力、6-(5)海洋安全保障

336 フィリピンへのＴＣ－９０の移転 H28 終了予定なし 171 171 149 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・事業の特性上、競争性が働きづらく、競争による価格の妥当性を高めることは困難であると思われるため、可能な限り詳
細な見積内容を入手してコスト縮減の余地を検証し、厳格な原価査定や適切な価格交渉等により、更なる価格の妥当性向上
に努められたい。

135 - ▲ 135 年度内に改善を
検討

本事業は随意契約であるが、原価精査等により、価格の適正化を行っていく。
防衛装備庁

プロジェクト管理
部

一般会計
（項）防衛力基盤強化推進費
　　（大事項）防衛産業基盤の強靭化に必要な経費

防衛省 0261 - 00 平成29年度対象

施策名：6-(4)能力構築支援

337 能力構築支援事業 H23 終了予定なし 346 346 202 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・令和 ２元年度については、執行率が約６０％である。事業の性質上、相手国との調整等によりやむを得ない事情もあると
思われるが、相手国の状況にも留意し適切な予算要求に努めてほしい。
・また、一般競争入札による一者入札が見受けられる。十分な要因分析を実施し、競争性の拡大を図るとともに、引き続き
効率的な予算執行に努められたい。

362 362 ▲ 0 執行等改善

・相手国のニーズを踏まえ、自衛隊の能力、事業の政策的必要性、経済性等を勘案し予算要求を実施しているところ
であるが、指摘を踏まえ、相手国との調整や意思疎通に一層留意し、適切な予算要求に努める。
・新たな応札候補者の開拓や、余裕を持った調達スケジュールの設定など競争性の確保に努めているところである
が、指摘を踏まえ、調達実施部門である会計課を通じた情報収集を積極的に行うなどにより、適切な要因分析を実施
し、効率的な予算執行に努める。

防衛政策局 一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費
（項）安全保障協力推進費
　　（大事項）能力構築支援に必要な経費

防衛省 0214 - 00 平成29年度対象 ○

施策名：6-(5)海洋安全保障
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様式１ 別添１

令和２年度 令和３年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ ３つを超える場合

（単位：百万円）

事業
番号

事　　業　　名 事業開始
年度

事業終了
(予定)年度

令和元年度
補正後予算額

令和元年度

外部有識者の所見

行政事業レビュー推進チームの所見

執行
可能額

執行額 評価結果 所見の概要 反映額

差引き
基金

１つ目 ２つ目 ３つ目

反映状況

反映内容

平成３１年度（令和元年度）レビューシート番号
外部有識者点検対象
（公開プロセス含
む）
※対象となる場合、
理由を記載

委託
調査

備　考 担当部局庁 会計区分 項・事項 補助
金等

338 海賊対処に要する経費 H21 終了予定なし 3,977 6,003 5,507 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・引き続き、契約実績の分析及びコスト縮減方策の検討等を不断に実施し、可能な限りその結果を反映することにより、効
率的な予算要求、予算執行に努められたい。

4,567 7,191 2,624 ▲ 0.309 縮減
・引き続き、競争性の確保に努めつつ、契約実績の分析及びコスト縮減方策の検討を実施し、効率的な予算要求、予
算執行に努めていく。
・防暑用被服等の調達数量を減少させた結果、309千円の縮減を図ることができた。

「新しい日本のため
の優先課題推進枠」
10

統合幕僚監部 一般会計

（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費
                  統合幕僚監部の運営に必要な経費
                  海上自衛隊の運営に必要な経費
（項）防衛力基盤強化推進費
     （大事項）運用基盤等の強化に必要な経費
　　　　　　　　 人的基盤の強化に必要な経費
              　    衛生機能の強化に必要な経費
（項）武器車両等整備費
　　（大事項）武器車両等の購入に必要な経費
                  武器車両等の整備維持に必要な経費

（項）航空機整備費
     （大事項）航空機の整備維持に必要な経費
（項）艦船整備費
     （大事項）艦船の整備維持に必要な経費

防衛省 0215 - 00 平成28年度対象

施策名：6-(7)軍備管理・軍縮及び不拡散

339 軍備管理・軍縮 S55 終了予定なし 4 4 7 ・外部有識者抽出点検の対象外である 現状通り ・可能な限り、執行実績を予算要求へ反映し、更なる効率的な予算執行に努められたい。 5 5 ▲ 0 ▲ 0.275 縮減
　事業を実施にしていくにあたっては、引き続き複数社から見積りを取得するなど、価格交渉や原価精査等を実施
し、効率的な予算要求、予算執行に努めていく。また、令和３年度概算要求においては、航空運賃の精査により、２
７５千円の縮減をした。

防衛政策局 一般会計
（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費
                    統合幕僚監部の運営に必要な経費

防衛省 0343 - 00 令和元年度対象
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様式１ 別添１

令和２年度 令和３年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ ３つを超える場合

（単位：百万円）

事業
番号

事　　業　　名 事業開始
年度

事業終了
(予定)年度

令和元年度
補正後予算額

令和元年度

外部有識者の所見

行政事業レビュー推進チームの所見

執行
可能額

執行額 評価結果 所見の概要 反映額

差引き
基金

１つ目 ２つ目 ３つ目

反映状況

反映内容

平成３１年度（令和元年度）レビューシート番号
外部有識者点検対象
（公開プロセス含
む）
※対象となる場合、
理由を記載

委託
調査

備　考 担当部局庁 会計区分 項・事項 補助
金等

施策名：なし

340 日露海上事故防止協定年次会合 H6 終了予定なし 2 2 1.4 ・外部有識者抽出点検の対象外である
事業内容の一部
改善

・随意契約については、引き続き価格交渉や原価精査等による価格面での適正化を実施し、効率的な予算要求、予算執行に
努められたい。

- 2 2 現状通り
・引き続き、開催回数の妥当性について見極めつつ、可能な限り、執行実績を予算要求に反映し、さらなる効率的な
予算執行に努める。

統合幕僚監部 一般会計
（項）防衛本省共通費
　　（大事項）防衛本省一般行政に必要な経費

防衛省 0342 - 00 令和元年度対象

行政事業レビュー対象　計 3,622,617 一般会計 3,007,343 3,071,655 ▲ 3,638

行政事業レビュー対象外　計 2,338,119 一般会計 2,295,585 2,418,105 

合　　　　　計 5,960,736 一般会計 5,302,929 5,489,760 

注１．　該当がない場合は「－」を記載し、負の数値を記載する場合は「▲」を使用する。

注２．「執行可能額」とは、補正後予算額から繰越額、移流用額、予備費等を加除した計数である。

注３．「反映内容」欄の「廃止」、「縮減」、「執行等改善」、「年度内に改善を検討」、「予定通り終了」、「現状通り」の考え方については、次のとおりである。

　　　　「廃止」：令和２年度の点検の結果、事業を廃止し令和３年度予算概算要求において予算要求を行わないもの（前年度終了事業等は含まない。）

　　　　「縮減」：令和２年度の点検の結果、見直しが行われ令和３年度予算概算要求において何らかの削減を行うもの（事業の見直しを行い、部分的に予算の縮減を行うものの、事業全体としては概算要求額が増加する場合も含む。）

　　　　「執行等改善」：令和２年度の点検の結果、令和３年度予算概算要求の金額に反映は行わないものの、明確な廃止年限の設定や執行等の改善を行うもの（概算要求時点で「改善事項を実施済み」又は「具体的な改善事項を意思決定済み」となるものに限る。）

　　　　「年度内に改善を検討」：令和２年度の点検の結果、令和３年度予算概算要求の金額に反映は行わないものの、令和２年度末までに執行等の改善を検討しているもの（概算要求時点で「改善事項を実施済み」又は「具体的な改善事項を意思決定済み」となるものは含まない。）

　　　　「予定通り終了」：前年度終了事業等であって、予定通り事業を終了し令和３年度予算概算要求において予算要求しないもの。

　　　　「現状通り」：令和２年度の点検の結果、令和３年度予算概算要求の金額に反映すべき点及び執行等で改善すべき点がないもの（廃止、縮減、執行等改善、年度内に改善を検討及び予定通り終了以外のもの）

注４．予備費を使用した場合は「備考」欄にその旨を記載するとともに、金額を記載すること。

　　　　「前年度新規」：前年度に新規に開始したもの。

　　　　「最終実施年度」：当該年度が事業の最終実施年度又は最終目標年度に当たるもの。

　　　　「行革推進会議」：前年のレビューの取組の中で行政改革推進会議による意見の対象となったもの。

　　　  「継続の是非」：翌年度予算の概算要求に向けて事業の継続の是非等を判断する必要があるもの。

　　　　「その他」：上記の基準には該当しないが、行政事業レビュー推進チームが選定したもの。

注５．「外部有識者点検対象」欄については、令和２年度行政事業レビューの取組において外部有識者の点検を受ける場合は下記の基準に基づき、「前年度新規」、「最終実施年度」、「行革推進会議」、「継続の是非」、「その他」のいずれかの選択理由を記載（行政事業レビュー実施要領第２部２（３）を参照）し、平成２８年度、平成２９年度、平成３０年度又は令和元年度の行政事業レビューの取組において外部有識者の点検を受けたものは、それぞれ「平成２８年度対象」、「平成２９年度対象」、「平成３０年度対象」、「令和元年度対象」と記載する。なお、令和２年度に外部有識者の点検を受ける事業について、平成２８年度、平成２９年度、平成３０年度又は令和元年度にも点検を受
けている場合には、選択理由のみを記載する（「前年度新規」、「最終実施年度」、「行革推進会議」、「継続の是非」、「その他」のいずれかを記載）。
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